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　人間が平和を望まないものなのだということを俺が理解したのは、あの血と土つち埃ぼこりに塗まみれた五年を生き延びてからだった。

　多くの人が死に、多くのモノが失われてもなお人は懲こりずに戦争をしたがる。人は、人を殺し続ける。

　誰かのせいでは、ない。

　人が人を殺すのではなく、戦争が人を殺す。殺さなければ殺されるという、単純明快に狂くるった論理こそが人を殺す。

　人を殺すのは殺意だけれど、殺意を産むのは戦争で。だからきっと、俺たちは誰かを憎む必要なんてない。

　だけど、もし。もしも憎むべき相手がいるとすれば。もしも復ふく讐しゆうを望むのならば、俺たちが殺すべきは誰でもなく──戦争、それそのものなのだと。




　俺があの【大戦争】の最中で学んだことというのは、つまりはそういうことだった。
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「……うーむ……」

　日が真ま南みなみよりも少し東に傾いた頃のこと。

　スヴァイゼ東端の国境沿いに位置する小さな街の、これまた小さな大衆食堂。薄暗い店内で、二人の男がむさくるしく唸うなり声をあげていた。

　窮きゆう屈くつそうに椅い子すに座る一方は、巌いわおのような大男。

　白い厨ちゆう房ぼう服にその巨体を押し込め、しかし皺しわの刻まれた顔には服装とミスマッチな十字傷がひとつ。どう見ても、かたぎの人間とは思えない風ふう貌ぼうだ。

　対して、彼の様子を固かた唾ずを飲んで注視するもう一方。こちらも腰にエプロンを巻いた、二十歳に届くか届かないか程度の青年であった。

　短めにざっくりと整えたその髪はこの国ではやや珍しい漆しつ黒こくで、眼鏡めがねごしのその瞳ひとみはこれまた珍しい、銀色。

　身長はそこそこで体格もよくよく見れば細身ながら引き締しまってはいるが、側の巨漢と比べるとどうしても頼りない感がある。

「……どう、ですかね」

　緊張した面おも持もちで彼が見つめるのは大男と、そして卓たく上じように置かれたオムレツの乗った皿。

　その言葉に促うながされるように大男はオムレツを一口食べ──瞬しゆん間かん、その厳いかつい顔を更さらにしかめて首を振る。

「やっぱ、ダメだなこりゃあ」

「不ま味ずい、ですか」

　落らく胆たんの混ざった声で訊たずねる青年に、大男はずっしりと頷うなずき、

「ああ。なんつーのかな、旨うまさと旨さの間にある決定的な不味さを的確に突いてきてる。もっと言うなら奇き跡せき的な不味さ」

　口直しとばかりにコップの水をあおり、彼は青年に向き直る。

「なあユーリよう、他の料理は大丈夫なのにオムレツだけここまで不味いってのはもう、はっきり言って一種の才能だぜ」

　やや呆あきれたような大男の言葉に、ユーリと呼ばれた彼は苦にが笑わらいを返す。

「一応隊長に教わった通りに作ってるはず……なんですけどね。何でこうなるのやら」

「本当だよ。こっちが首を傾かしげたくなる……ああ、それと。もう退たい役えきしてんだから俺のことは親おや方かたとでも呼べと言っとるだろうが」

　言って大男、ギリアムは大きくため息をついてみせる。

「元部下のよしみでこうして雇やとってはやってるけどよう、これじゃあいつまで経たっても厨ちゆう房ぼうになんか立たせられんぞ。常連だって逃げちまう」

「返す言葉もございません……」

「だいたいだな、お前は──」

　項うな垂だれるユーリを前に、ギリアムの説教タイムが幕を開ける。悪い人じゃあない……というか、【大戦争】が終結した後、軍を抜けて行く当てもなくぶらぶらとしていたユーリを「元部下のよしみ」というだけで拾ってくれたのだ。むしろとても気のいい男と言えるのだが、如何いかんせんこう、話が長い。

　また二時間コースかな、とユーリは半なかば諦あきらめつつ休めの姿勢のまま肩を落とし──しかし、そんな折のことだった。

　ちりん、と、来客を知らせるベルの音。ギリアムは長話を中断して店入り口の方向に視線を遣やると、眉まゆ根ねを寄せて小さく呟つぶやく。

「んだよ、そろそろ待ちに待った例のアレだってのに……。まあいいや、しょうがねえ。おいユーリ、お前行ってこい。厨ちゆう房ぼうも適当に使って構わん」

「え、でも……」

　さっき厨房は任まかせられないだとか言われたばかりな気がするのだが、と思いつつユーリが問い返すと、ギリアムは親指で時計を指して一ひと言こと、

「分かってんだろ、俺はこれからやらなきゃあいけないことがある。一ヶ月で最も──いや、人生で最も大切な時間だ。客だろうが邪じや魔まは許さん」

　有う無むを言わせぬその重々しい言葉には、あの【大戦争】を生き残った古こ参さん兵へいの風格が滲にじみ出る。……まあ、着ている厨ちゆう房ぼう服のせいでいまいち締しらないのだが、ともあれ。

「了解しました、隊長」

「だーからそれはやめろっつってんだろうが」

　などと言いながら。少しだけ心を弾はずませて、ユーリは厨房を後にしたのであった。
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　フロアに出ると、聞こえたのは小さな鼻歌だった。

　涼すずやかで軽やかで、どこか物悲しいその旋せん律りつに、ユーリはなぜだか心が惹ひかれるのを感じて──接客するのも忘れて一いつ瞬しゆん聞き惚ほれてしまう。

　およそ十秒ほどだったろうか。やがてその歌が止まって、

「……あ、店員さん。こんにちは」

　窓まど辺べのテーブルにちょこんと腰掛かけていたその鼻歌の主が、ユーリに向かって声を掛けた。意外なことに若い、十六、七程度の女の子だった。

　旅行鞄かばんなどは持っていないものの、このあたりでは見かけない顔。旅行者だろうか。

　白い、けれど健康的な色の肌に、翠すい青せい色の切れ長な瞳ひとみ。ほっそりとした、しかし決して貧相ではないその体を上等そうな生地の白いブラウスで包み、頭には濃のう紺こんのベレー帽をちょこんと載のせている。まだ幼さの残る可愛かわいらしい顔立ちはしかし妙みような気品を振りまいており、窓まど辺べで座るその優雅な様はお嬢様の小旅行とでもいったような風ふ情ぜいを感じる。

　昼の日差しを受けてきらきらと煌きらめく長い金の髪を見るに、ひょっとしたらどこかの貴族の娘さんかもしれない。

　何にせよ、こんな辺へん鄙ぴな田舎いなかの大衆食堂にはおおよそ不ふ釣つり合あいなくらいに綺き麗れいな少女で──ユーリはその絵画のような居い姿すがたに、しばし見み惚とれて放心してしまっていた。

「あの、店員さん？」

　桜さくら色の唇くちびるから、素そ朴ぼくで耳触りの良い声が紡つむぎ出される。こちらを慮おもんぱかるような響きのこもったそれにユーリは慌あわてて我に返った。

「……ああ！　すみません！」

「こんにちは。突然おじゃましてしまって……大丈夫だったかしら」

　周りに客が全く居ないことを訝いぶかしんだのだろう、こちらの様子を窺うかがうような少女のそんな問いにユーリは少し逡しゆん巡じゆんし、

「大丈夫ですよ。客の入りが悪いのはいつものことなんで」

　あえて休業日であることは触れずにおく。変に責任を感じさせてしまうのも可哀かわい想そうな気がしたのだ。

「そう。良かった……って言ったら失礼だけれど、安心したわ」

　ユーリの返事を聞くと、少女はほっとしたように表情を緩ゆるめて見せた。

　接客の基本その一、「とにかくお客を安心させろ」。隊長殿の教えだったが、どうやら上う手まく行ったようだ。

　メニューを開き始めた少女に、ユーリは更さらに声を掛かけてみる。

「お客さん、この辺あたりには旅行で？」

　少女は再びこちらを見返し、少しだけ言葉を選んだ後に、

「まあ、そんなところ。急ぎで来たから宿も取ってなくて……それで、お昼食べる当てもなくて、お腹が減って困ってたの」

「なるほど」

　こんな子が一人で旅行だなんて、数年前じゃあ考えられなかったものだが。時代は変わったものだ。

　……本当に、二年前だったら考えられないことだ。







　戦争が、あった。

　今から七年前に勃ぼつ発ぱつした【第二次大たい陸りく統とう一いつ戦争】──通称、【大戦争】。

　大陸の西と東を真っ二つに断絶させたその黒こつ渦かは五年のうちに多く吞のみ込み、そして多くを奪うばい去った。

　あれから、二年。

　あの地じ獄ごくが幕を下ろしてから二年で、世界はいくぶんか平和にはなった。

　大国たちは不戦の約定を結び、断絶していた国交も再開された。破は壊かいされた街々も元の面おも影かげを取り戻しつつあり、世界は少しづつではあるものの、あの嵐から立ち直ろうとしている。

　戦争は、終わった。けれど、戦争は決してなくなってはいない。

　今のこの平へい穏おんは、きっと疲ひ弊へいによってもたらされた一時だけのほの暗い平和。人々の心に平和が根付いたわけではなく、ただ単純に、誰もが「嫌いやになった」がゆえの、後ろ向きの平和だ。

　けれど。ユーリは、それでもいいと思っていた。

　それが偽いつわりの、仮かり初そめの平穏であったとしても。こんな女の子が一人旅出来るような世界のことを──彼は、そこそこに気に入っていた。







「それじゃ、これにするわ」

　どうやら少女は注文を決めたようだった。

　彼女が指差す先に書かれていたのは……オムレツ。先ほど駄目出しを食らったばかりのメニューである。ユーリは一いつ瞬しゆん表情をこわばらせ、しかしやがて、

「……かしこまりました。それじゃあ、少しばかりお待ち下さい」

　決心したように息を吐はくと、そう告つげて厨ちゆう房ぼうへと踵きびすを返す。

　兵隊だった自分がこうしてコックの真ま似ね事ごとなんかをしていられるということ。

　そんな当たり前で小さな──しかしこの上ない幸せを、嚙かみ締しめながら。




　　　　　■




　工程はといえばあくまで単純。フライパンを熱して、バターを溶かし、かき混ぜた卵とミルク、砂糖少々を流し込んで軽く揺ゆすりながら火を通していくだけ。

　卵とミルクは地元産の新鮮なもの。素材のほうも申し分がない。何度も練習した料理なのだ、これだけの条件が揃そろえば失敗などしようがない。

　ない、はずなのだ。

　目の前の皿には、出来立てでまだほんのり甘い匂においの漂ただようオムレツと付け合せのサラダ、ついでにソーセージも一本添えておく。少なくとも見た限りでは完かん璧ぺきだ。

　これなら、大丈夫。

「……よし」

　数秒考えた末、ユーリは大きく頷うなずくと、パンの入った小こ籠かごと共にテーブルで待つ少女の元へと皿を運ぶ。

「お待たせしました」

「……わぁ、いい匂におい」

　運ばれてきた皿を見て、少女の顔がぱぁっとほころんだ。

「それじゃあ早速……いただきます！」

　フォークを手に取りオムレツを切り分けると、ユーリが緊張した面おも持もちで見守る中彼女は上品な所作でひとかけら、その小さな口に入れる。

　口元を手のひらで隠しながら数回咀そ嚼しやくし、やがてその喉のどが動く。表情は、よく見えない。

「これ、貴方あなたが作ったの？」

　おもむろに、少女が口を開いた。その口調はどこか空くう虚きよで、平へい坦たんなものだ。

　そんな様子に冷や汗が一ひと筋すじ伝うのを感じながら、ユーリはなるべく平静を保ちながら答える。

「……はい。ええと、ひょっとして……不ま味ず「すごく、美お味いしいわ。今までこんなに美味しいオムレツ食べたことない！」かったでしょうか……って、え？」

　聞き間違いだろうか。

「すいません、もう一回いいですか？」
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「いや、だから。とっても美お味いしかったなって。ゴムみたいで」

　興奮したように頰ほおを赤らめてそう答える彼女。おおよそ褒ほめているようには聞こえなかったが──しかし湖みうずうみの水面のようなその目は、噓うそを言っているようには見えなかった。

「なにか変なこと言ったかな？」

「あ、いえ、とんでもない。有難うございます、本当に」

　本心だった。本心、なのだが──今まで受けた自分のオムレツの評価といえば、

「不ま味ずい（常連客談）」

「レーションの方がマシ（隊長談）」

「お前に使われる素材が不ふ憫びんでしょうがない（近隣の農家談）」

　などなど。面と向かって褒められたことなど一度もなかったのだ、ついつい疑ってしまうのも仕方がないというものだろう。

　少女は不思議そうな顔でユーリを見つめ、やがて再び口を開く。

「とにかく、美味しかったのは本当よ。これなら、その若さでお店を持てるのも納得ね」

　その言葉にユーリは慌あわてて首を振り、

「あー、ここ俺の店じゃあないんです。ここで修行させてもらってる身で。……いつかはコックとして厨ちよう房ぼうに立つのが夢なんですけどね、なかなか認めてもらえなくて」

「勿もつ体たい無いわ、こんなに美味しいのに……」

　心底残念そうに呟つぶやく少女の言葉に、喜びのあまりユーリは目頭が熱くなるのを感じた。ギリアムにも聞かせたいものである。

　と、感動の余よ韻いんに浸ひたるユーリに、少女が何か思いついた様子で続けた。

「でも、なら今日はどうして貴方あなたが？　店主さんは……お休み？」

「あー、いや……その」

　まさかあんなことの為ために休業日を取っているなんて言えないよなぁ、とユーリが言葉を濁にごしたその矢先。

　厨ちゆう房ぼう奥から、零こぼれるようにラジオの音が聞こえてきた。

「これ……」

　それを聴いた瞬しゆん間かん、少女の表情が変わる。

　音の割れたおんぼろのラジオから流れる一ひと筋すじの音──否、音ね色いろ。

　それは、歌声だった。

　ノイズ混じりでも確かに聞き取れる、古いバラードの音色。その旋せん律りつに乗って流れるのは透とう明めい感のある──しかし、決して弱々しくはない、涼すずやかな少女の歌声。

「『姫君』の歌。……うちの店主、大ファンなんですよ。それで、毎月この日だけは絶対仕事しねえ！　って言い張るもんで」

　スヴァイゼ王国第一王女にして現元首、イーリス・アステリア・スヴァイゼ。

　二年前、先の【大戦争】で死去した先王の跡あとを継つぎ、十四という若さで王位を継けい承しようした彼女のことを国民は親しみと敬意を込めて『姫君』と呼ぶ。

　『姫君』の素顔は、謎なぞに包まれている。

　即位以来一度も国民の前に素顔を現すことなく、民が知るのはこうして月に一度賜たまわることのできるラジオ越しの音声のみ。

　そんな謎に満ちた存在でありながら──しかし、この国の誰もが彼女を慕したっている。

　決して大きな国ではないにもかかわらず、【大戦争】の最中ですらいずれの勢力にも与くみすることなく「中立」を貫つらぬいた唯ゆい一いつの国であるスヴァイゼ。

　たった十六歳で、そんな危あやうい平和を背負い続ける少女。この二年の間、彼女がその重責を果たし続けてきたことを誰もが知っているからだ。

　目を閉じて、ユーリはメロディに脳を委ゆだね──とそこで、奇き妙みような既き視し感を覚えた。

「……あれ？　この歌」

　何だったか。つい最近、聴いたような気がするのだが──と、ユーリが思考を巡めぐらせようとした時のこと。

「あーっ！」

　不意に大きな声を上げた少女に、ユーリは慌あわてて視線を遣やる。

「どうしました!?」

　何か手落ちでもあったか。卵の殻からでも入っていたか。不安を巡めぐらせるユーリをよそに少女は壁に掛かかった時計を凝ぎよう視しし、そしてポケットから小さな銀時計を取り出して見比べると、大きくため息をついた。

「壊こわれてる……」

「……はあ……？」

　首を傾かしげるユーリに、心しん底そこ残念そうに少女が続ける。

「このラジオって、午後二時放送でしょう。なのに、見て」

　言って差し出された高そうな銀時計を覗のぞきこむと、その短針が指し示すのは一の数字。丁ちよう度ど一時間ズレている。

　どうやら、彼女は『姫君』の歌そっちのけでそちらのことを気にしていたらしい。

「用事があるの、もう行かなくちゃ。……折せつ角かく美味しいオムレツを出してもらったのに、本当にごめんなさい」

「いえ、そんな」

　後ろ髪を引かれた様子で皿を見つめる少女にユーリは慌あわてて首を振り、

「そう言っていただけただけで、十分です。また、お時間が空いた時にでもいらして下さい」

「……ごめんなさい」

　悲しげな表情のまま、少女は腰に提さげた革のポーチから財さい布ふを取り出し、とそこで、

「きゃっ！」

「うお!?」

　立ち上がろうとして、卓たくに膝ひざをひっかけて少女は盛大にこちらに向かって倒れこむ。

　刹せつ那な、ユーリはとっさに彼女を抱きかかえようとし、しかし体勢を整えきれずに背中をしたたかに打ち付ける。

　目から星が飛ぶような感覚のあと、ユーリは自身の状況を把は握あくし──

「っつう……って、なっ!?」

「あいたたた……ごめんなさい」

　目前、吐と息いきが掛かかりそうなほどの距離に少女の顔があるのを見て、思わず声を上げる。

　よくよく確認してみれば顔だけでない。体にも、今まで触れたこともないような柔らかみのある感触が、そしてほんのりとした人肌のぬくもりが感じられて。

「どうしたの、大丈夫？　顔が赤いけれど」

　照れるどころか、心配そうに顔を寄せてくる彼女。

　ふんわりとした彼女の髪から、肌から微かすかに漂ただよう甘い香り。その香りに混じっていたものにユーリは少しだけ、眉まゆをひそめ──そこではっと我に返る。

「す、すみません！　お怪け我がはありませんか」

「？　うん、私は大丈夫だけど……」

　慌あわてて後ずさりするユーリとは対照的に、少女は不思議そうに首を傾かしげると服を軽くはたきながらゆっくりと立ち上がり──改めて自分が急いでいたことを思い出したのか、そわそわした様子で、

「ええと、ええと、なんだっけ。……そうだ、美お味いしい料理、ごちそうさまでした。それと」

　言いながら硬貨を数枚卓たく上じように置き、

「また、きっと食べさせてね！」

　それだけ言うや否いなや、逃げるようにして店を飛び出していった。

　取り残されたユーリは、あっという間に見えなくなったその小さな背中を呆ぼう然ぜんと見つめ──

「おう、床の上に座るなんて汚ねえぞ」

「うわっ！」

　後ろから掛けられたギリアムの声に驚いて、ばね仕掛けのように勢い良く立ち上がる。

「驚かさないで下さいよ」

「るせえ。で、どうだったよ首尾は。……って、まあ聞くまでもないか」

　どうせダメだったんだろうと言わんばかりのギリアムの言葉に、ユーリは手を否定の形に振る。

「いやいやいや待って下さい」

「あん？　どうせ不ま味ずすぎて客に逃げられたんだろ」

「酷ひどい言いようですね、違うんですよそれが」

「弟子は厳しく育てる主義なもんでな。……って、あん？　違うってことは、まさか……」

　ギリアムの表情が、険けわしいものになる。

「……旨うまいって、言われたのか？　アレが？」

「こんなに美お味いしいオムレツは食べたことがない、とまで」

「……マジかよ」

　かつてないほどに驚きよう愕がくを顔一面に広げると、彼は卓たく上じように残った食べかけのオムレツを見つめ、おもむろに一口。

「どうですか」

「卵以外の何かの味……ああそうだ、昔２２１番戦区で部隊ごと孤立した時に食ったゴムの味だこれ……」

　顔いっぱいに渋じゆう面めんを広げて頭を抱かかえるギリアムに、ユーリは首を傾かしげる。先ほどの少女はあんなにも美味しいと言っていたというのに。

「不思議だ……」

「そりゃあこっちの台詞せりふだボケ」

　呆あきれ顔で突っ込んだあと、ギリアムは左腕で卓上の食器を片付けつつ右手でこちらに手招きをして見せる。

「何でしょう？」

「悪いんだが、ひとつ用事頼めるか。ちょいと届け物をしてきて欲しいんだが」

「届け物、ですか？」

「ああ。国境警けい備び部隊にいる知り合いから頼まれてな。糧りよう食しよく用の干し肉が不足したから至急、だとさ。積み込みは済んでるから、午後にでも頼むわ」

　昔からそうだが、この人は時たまこうして急な用事を振ってくる。

　ギリアムの大おお雑ざつ把ぱな性格は理解しているので今いま更さら驚くことではないのだが、一応せめてもの抵抗とばかりにユーリは渋面を作ってみせる。

「今日ですか」

「何だ何だその嫌いやそうなツラは。上官命令だぞ」

「都つ合ごうよく上官に戻りますね……分かりました、分かりましたよ行ってきますって」

「ようし、いい返事だ」

　がはは、と豪快に笑いながら食器とともに厨ちゆう房ぼうに戻っていくギリアム。その後姿を見届けながらユーリはもう一度ため息をつくと、なんとはなしにさっきの少女のことを思い返す。

　自分の料理を「美味しい」と言ってくれた少女。

　彼女の言葉とともに、ついでにひとつ、頭に引っかかっていたあることを思い出す。

　彼女ともつれ合った時に嗅かいだ、あの匂におい。

「……あれは」

　あれは、あの五年の間絶え間なく嗅かぎ続け、すっかり染み付いてしまった──馴な染じみのある匂におい。

　鉄と火薬の、匂いだ。










　　　　　■２■




「……はぁ。なんだって急に、こんなこと」

　昼過ぎに街を出て、およそ半はん刻こく程度だろうか。

　国境付近に広がる丘きゆう陵りよう地帯。丘の間を縫ぬうように走る小さな道を、ユーリは愚ぐ痴ち混じりに幌ほろ付きのトラックを転がして進んでいた。

　やかましい排気音を立てて進むそれは、旧式の四輪駆く動どう車。魔力体エリクサーを燃料とする、所謂いわゆる「魔ま術じゆつ」の技術を利用した代物だ。

　魔術。

　大気中や地中に様々な形で偏在するエネルギー体【エリクシウム】を術じゆつ式しきと呼ばれる回路によって単純なエネルギーの形に変換するその技術は人類の文明の根こん幹かんを支え続ける重要なファクターである一方、その全ぜん貌ぼうについては未いまだに謎なぞも多い。

　それゆえ、四輪駆動車などのように高度な技術を盛り込んだ代しろ物ものは当然値段も張り、いくら旧式とはいえど本来なら平民が持てるようなものではないのだが──どうやら、軍用品の払い下げをギリアムが格安で調達してきたらしい。……あまり突っ込んではいけない気がしたので、細かいことは聞いていなかったが。




　車内に一人なのをいいことに、ユーリは誰にともなく愚ぐ痴ちを漏もらす。

「大体、つい最近に運んだばっかじゃないか。次の隊商が出る時にでも一いつ緒しよに運んでもらえばいいだろうに……」

　ちょうど二週間ほど前、干し肉だけでトラック一杯分くらいは運んだ覚えがある。せいぜい一個分隊程度しかいない国境監かん視し哨しようの人員が消費するにしては早すぎるのではないだろうか……と、そう抗弁してはみたものの、しかしギリアムの返事は簡潔であった。

『至急届けてくれと言われたら、応じてやらんわけにもいくまいよ。……兵へい站たんが途と絶だえることほど怖こわいことはないだろ？』

　こう言われてしまっては、一応元兵士の端はしくれでもある身としては返す言葉もない。……食料の備蓄が尽つきた末にタンパク源として煮て食った革かわ靴ぐつの味など、二度と思い出したくないというものである。

　起き伏ふくの激しい道のりを進みながら、下向きになった気分を少しでも紛まぎらわせようとして、ユーリは窓の外に視線を移す。

　道の両脇に広がるのは、山がちなスヴァイゼにしては珍しいなだらかな草原。遠方には雪をかぶった山々がそびえ、澄んだ春空とのコントラストはまるで一枚の絵のよう。

　そんな涼すずやかな風景からふとユーリは視線を外はずし──そこで、やっぱりやめておけばよかったと後悔する。

「……ああくそ。だから、来たくなかったんだ」

　呻うめくように呟つぶやいた、ユーリの視線の先。




　そこに広がっていたのは、『戦争』だった。




　絵画のような色彩豊かな風景に穿うがたれた、無数の砲ほう撃げき痕こん。

　泥どろがはねたように点々と散りばめられているのは民家の残ざん骸がいや塹ざん壕ごう──そして巨大な生物の死骸のようにも見える、無数の鉄てつ塊かいたち。

　そこには、数えきれないほどの戦車の残骸が並んでいた。




　あるいは爆散し、砲ほう塔とうと車体とがばらばらになってしまったもの。

　あるいは転輪を砕くだかれ、そのまま放ほう棄きされたもの。

　あるいは仁に王おう立だちのまま、その身におびただしい弾痕を刻きざみ付けたもの。




　穿たれ、燃やされ、打ち崩くずされ、踏みにじられ。

　蹂じゆう躙りんされ、貫つらぬかれ、砕かれた人間理性の残骸達が──在ありし日のままに、その暴ぼう虐ぎやくと無常の残ざん滓しを晒さらし続ける戦争の墓場。




【不戦地帯ブレイドウオード】。

　国境から十キロまでを範囲として定められたこの地域は【大戦争】当時最前線であった場所であり、現在は関係者及び許可を得た者以外の一いつ切さいの進入が禁じられている絶対的な緩かん衝しよう地帯だ。

　国内であっても人の居住は許されず、戦争の傷跡もそのままにただずっと放置され続けている、「終わった」場所。

　そこは最も平和とは程ほど遠とおい世界であり──しかしながら、地図上に敷かれたこの不ふ可か侵しんの空くう隙げきが結果的に現在の平和を維持しているというのだから奇き妙みような話だ。

「……まあ、なんであれ平和なのはいい事だけどな」

　誰にでもなく一人呟つぶやくと、ユーリはかたわらの座席に置いてある一丁の古ぼけた軍用ライフルをちらりと見る。

　定期的に国境警けい備び部隊による巡じゆん回かいがあるものの、野や盗とうと化した脱走兵たちが不戦地帯に出没するだとか──与よ太た話ばなしめいたものであれば、生者を引きずりこもうとして彷徨さまよい続ける【亡ぼう霊れい戦車】の話だとか。不戦地帯に関する物騒な噂うわさは枚まい挙きよに暇いとまがない。

　そんなわけで、万一の際の護身用にとのことだったが──正直なところ、ユーリとしてはあまり必要性を感じてはいなかった。

　今までだって何度もこの辺あたりは走っているが、野盗だの、ましてや亡霊だのといったものとは幸か不幸か出会ったことがない。

　そもそも。よしんば野盗が出た所で、こちらは時速三十五キロで走る鉄の塊かたまりだ。軍用として設計された頑がん強きような車体は彼らの持つ銃じゆうや剣なぞではどうしようもあるまい。

　言ってしまえばこの車しや輌りよう自体が走る凶きよう器きであり、鎧よろいなのだ。身を守る術すべとしては既すでに十分過ぎよう。

「だいたい、昔っから変なところで心配性なんだよなぁあの人」

　と、ユーリがぶつくさ文句を漏もらしかけた、その時だった。

　進行方向左手のはるか向こう。

　小高い丘の上、逆光を背にして連なる戦車の残ざん骸がいたち。

　終わってしまったはずの場所で、しかしその中に何か動くものが見えた気がして、ユーリはよく見ようとして少しだけ車の速度を緩ゆるめる。

　人──ではなかった、と思う。

「まさか、【亡霊戦車】」

　目を凝こらし、残骸たちを見つめ。しかし、当然のことながらそれらは年季の入った骸むくろを晒さらすばかりで、ぴくりとも動かない。

「……なわけ、ないよな」

　なんだかんだで神経質になっていたのかもしれない、などと一人納得し、ユーリが自じ嘲ちよう気ぎ味みに小さく笑みを浮かべたその刹せつ那な。




　瓦が礫れきの中から伸びたなにかが光るのと、トラックが横転し、機関部から炎を上げたのは──ほぼ同時のことだった。




　　　　　■




「目標炎上、周囲に敵確認出来ず。どうする、お嬢」

　双眼鏡を覗のぞきながら喉こう頭とうマイクに手を当てて問うたのは、濃のう紺こんの軍用コートを着流した壮年の男だった。

「あーあ、生きてるかしらあれ。完全に燃えてるわよ」

　茂みの中、同じように双眼鏡を眺ながめるもう一人──こちらは若い女だ──に、男はタバコを咥くわえながら答える。

「そうだな、だがどうあれ、助けなきゃあならんだろ。そもそも俺たちのせいみたいなもんなんだ」

「『ええ、その通りよヴィル』」

　重ねるように聞こえたのは、透すき通るような少女の声。出で処どころはといえば、彼ら二人が着用している無ぶ骨こつなヘッドホンからだ。

「『総員に通達。作戦内容を変更、これよりあのトラックの乗員の保護に移行する。……恐らく付近にまだ敵が居るはずよ、くれぐれも注意して』」

「「了解」」

　幼さの残るその声に、しかし文句もなく頷うなずく二人。




　そんな彼らから遠く離れた丘の上。

　炎を上げるトラックを眼下に収おさめながら、少女は厳おごそかに宣言する。




「『それでは、作戦開始。戦争を──殺すわよ』」




　　　　　■




　脳が揺ゆれるような轟ごう音おんが耳に届いたのは、ちかりと何かが光ったその一いつ瞬しゆん後だった。

　轟音と共に、全身が浮き上がる感覚。上下感覚が失われ──すぐ後にユーリの体は車内をピンボールのように跳はねまわる。

　持って行かれそうになる意識を必死に繫つなぎ止め、無我夢中で銃じゆうを摑つかむとユーリは上側のドアを足で蹴けり開けて車外に転がり出す。

　背後から猛もう烈れつな勢いで熱が膨ふくれ上がったのを感じてユーリはとっさに身を竦すくめ──瞬しゆん間かん、ぽん、とどこか間抜けな音を立ててトラックの動力部が緋ひ色の魔ま力りよく光こうを迸ほとばしらせて火を吹き始める。

「っくそ！」

　これではもはや置いていくしかあるまい。ユーリはすぐにそう判断すると、道の両脇を走る溝に身を投げて隠かくれ場所とする。

　先ほど聞こえた轟ごう音おん。あれは──そう、砲ほう撃げきの音だ。しかも、音が届いたタイミングから考えるに敵は恐らくあまり遠くはない。

　そんな状況で、あんなに目立つ道の上で吞のん気きに棒ぼう立だちしているわけにはいかなかった。

「……にしたって、一体どこの誰が」

　国境警けい備びの兵が警告もなしに民間人に向かって発はつ砲ぽうするというのはありえないし、ならば兵隊崩くずれの野や盗とうあたりか。

　だが、それも妙みようだ。

「車を漁あさりにくる様子もないし……そもそも、部隊展開が全く見えねえ」

　そう。物資目当ての兵隊崩れのやることにしては、余りにも完かん璧ぺきすぎるのだ。

　恐らく撃うった直後に丘きゆう陵りようの影に隠かくれたのだろう、既すでに敵の影はどこにも見えないし、かといって人の気配もない、が──様子見のために頭を出そうとした瞬間、砲撃の第二射がほど近くの地面を抉えぐり、土つち埃ぼこりを撒まき散らす。

「……ったく、最悪くせえ」

　不戦地帯のはずのここで、何な故ぜ自分のような一般人が襲おそわれなければいけないのか。

　分からないことだらけだというのに、状況はどんどん悪化していく。

　眼鏡めがねのつるを撫なでながら（緊張した時の癖くせなのだ）ユーリはゆっくりと目を閉じ、大きく深呼吸をして息を整え──思考を組み替える。

　昔、軍隊に入りたてだった頃に習ったやり方。

『平和』を『戦争』に切り替える為ための、儀式のようなものだ。

「……よし」

　ゆっくりと目を開けると、ユーリは付近に転がっていたトラックのサイドミラーをかざして周囲の様子を確認する。

　至る所に塹ざん壕ごうが掘られ、大量の戦車がそのままに遺い棄きされた古こ戦せん場じよう。地形も起き伏ふくに富んでおり、隠れながら移動するのには申し分の無い場所だ。

　とはいえ、さてどうやってこの溝を抜け出して移動すればいいか。敵は考える暇ひまを与えてはくれないようで、第三射、第四射と次々に砲ほう撃げきが飛んでくる。

「おいおい、人間相手に何だってここまで……」

　言いながら歯は嚙がみするユーリ。

　どうすれば。どうすればいい。考えに考えていると──やがて唐とう突とつに、砲撃が止んだ。

　代わりに聞こえてきたのは、足音。

　金属のこすれる音とともに足音は両りよう翼よくに広がり、やがて道の盛もり土つちを乗り越え四人の男たちが姿を見せた。

　顔を覆おおうタイプの兜かぶとと、肩や腿もも、膝ひざなど要所のみを防護する砂色の部分鎧ハーフプレート。傾斜と凹おう凸とつ、そして呪じゆ紋もんが複雑に配された無ぶ骨こつ極まりないそのデザインは、貴族連中の道楽趣味のものとは違う実用一点張りの軍用甲かつ冑ちゆうである。

　何より極めつけは、彼らの腰に提さげられた幅はば広ひろの剣。それは兵士──その中でも突とつ撃げき兵たちが好んで用いる鎧砕きアーマーキラーと呼ばれる装備だ。そこらの野や盗とうが持っているとは考えにくい。

「野盗……って格かつ好こうじゃねえな。どこの国の兵隊だ、あんたら」

　ユーリは迷うこと無く銃じゆう口こうを向けながら、彼らを睨にらみつける。が、兵士たちは気にした風もなくただ淡々と、

「大人おとなしく投降し、密みつ書しよを明け渡せ。そうすれば命だけは助けてやる」

　ユーリの問いを無視して、それだけ告つげる。

「……密書？　何の話だ」

　当然心当たりなどないユーリは、ただ首を傾かしげるのみ。しかしそれはどうやら挑ちよう発はつとして見み做なされたらしく、

「とぼけるか。ならば構わん、元より殺せとの命令だ」

　微かすかに怒ど気きをはらんだ宣言の後。

　兵士たちは一いつ斉せいに、胸元のポーチから何かを取り出した。

　血のような紅くれないを湛たたえた小さな石片。宝石か、そうでなければ飴あめ玉だまのようにも見えるその六角柱状の石は──魔ま力りよく体の結晶、エリクシウム。彼らはそれを、腰に装着した金属部品──外付けの術じゆつ式しき回路に装そう塡てんすると、

「「「「【術号：六式。即時展開】」」」」

　短く唱となえたその刹せつ那な、その体から石と同じ緋ひ色の光が浮かび上がる。高濃度の魔力体の摂取によって、彼らの装備に刻こく印いんされた強化エンハンスの術式が発動したのだ。

　通常、魔術は遺伝的に素養のあるもの以外行使することが出来ない。それを可能にするのが──例えばユーリの運転していたトラックの動力や、彼らの甲冑のような──術式回路と呼ばれる外付けの伝でん導どう路ろだ。

　刻印された単一の術式しか発現させられないという仕様上、体一つで術式を編み、様々な魔術を行使することの出来る純粋な『魔術師』たちと比べれば応用性、発展性に欠ける部分はあるものの──使用者の資質に依よらず安定した出力を発はつ揮きできること、また、術式の構築に集中を要する魔ま術じゆつ師したちと比較して即時発動が可能なことなどの利点も存在する。。

「ああもう、知らないって言ってんのに……くそ！」

　一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんした後、ユーリは牽けん制せいの意味を込めて先頭の一人の足目め掛がけて発はつ砲ぽう。的確に装そう甲こうの隙すき間まに刺さったはずの弾だん丸がんは、しかし見えない壁に阻はばまれるようにして跳はね返される。

　二発、三発。どれもが急所に当たるも、全く効きいた様子もない。

「無駄だ、そんな銃じゆうで防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを破やぶれるものか」

　魔術による防御に対しては、同じく魔術による強化を施ほどこした剣や槍やりなどの武器か──さもなくばよほど強力な火器でもなければまず通用しない。

　現代の技術では小さな銃弾に満足な魔術的強化を施すのは難しく、それ故ゆえに銃じゆうの時代は終しゆう焉えんを迎え、魔術との相性の良い剣や甲冑が戦争の主役として返り咲いたのだ。

　弾倉内の銃弾を撃うち尽つくし、ユーリは舌打ちをする。

　ここまでか。

　諦あきらめが脳のう裏りをよぎった、その時。

　まず聞こえたのは、銃声だった。

　ユーリのものよりも大口径の──おそらくは対物ライフルの銃声。二発、三発とその破は壊かい的な炸さく裂れつ音おんが断続的に鼓こ膜まくを震ふるわせ、それと同時に、

「ぐぁっ!?」

　次々に、兵士たちが手首や足を押さえてうずくまる。本当ならば手足が吹っ飛んでもおかしくない所だが、あの程度の傷で済んでいるあたり流石さすがは魔術防御といったところか。

　いや、それよりも今のは一体。ユーリは、周囲を見回して思考を続ける。

　何者かによる支援狙そ撃げき。状況をまとめればそういうことになるが──

「……味方、なのか？」

　全く確証はない。別の敵が現れただけという可能性もあるが、ともあれ、この状況を利用するしか手はない。即座にそう判断すると、ユーリは彼らに背を向け走り出す。

　しかしながら、敵の方もそれをすかさず察知したらしい。

「くっ、逃がすな！」

　倒れながら叫ぶ兵士の声に呼応するように背後遠方から聞こえたのは、エンジン音。間かん髪はつを入れずに、道をまたいでおよそ三百メートルほど先の小高い丘の上──地表を削けずる音と共に、巨大な影が周囲の残ざん骸がいを押しのけて身を乗り出していた。

　砂色の迷めい彩さいを施ほどこされた、四角いフォルム。鉄の箱を重ねたような車体から短い砲ほう身しんが伸びるその異い形ぎようの姿は──それはまごうかた無く、戦車であった。

「……おいおい、なんつーもんを……！」

　追ってくるのを顔だけ向けて確認し、ユーリは次に周囲を見回す。

　丘などを利用すれば一時的に射線から逃のがれることは出来るだろうが、しかし隠かくれ場所と呼べるほどの隠れ場所はない。すぐに追いつかれ、撃うたれるか、轢ひかれるか。トラックへのあの容よう赦しやの無い砲ほう撃げきから考えるに、どのみちあまり明るい未来が待っていないのは確かだ。

　外観に似合わぬ軽快な速度で丘を下る戦車。

　車体中部に備え付けられた機き銃じゆうが生き物のように動き、その銃口から吐はき出された七・九ミリの一発が、ユーリの足を掠かすめる。

「っ！」

　転がるようにして倒れこむユーリを押し潰つぶさんと、戦車はそのまま速度を緩ゆるめることなく前進を続け──しかし、先ほどユーリが隠れていた道の脇の溝に足を取られて動きを止める。

　履り帯たいが勢い良く土を跳はね飛ばすが、どうやら完全に嵌はまってしまったらしく虚むなしくエンジン音を響かせるばかり。

　とはいえそれで危機が去ったわけでもない。

　戦車の砲塔とうがゆっくりとユーリの方へと旋せん回かいを始め──やがて、漆しつ黒こくの砲口が真円を向ける。ユーリは逃げようともがくが、しかし右足は思うように動いてはくれない。

　距離は、およそ百メートル。余よ程ほどのことがなければ、外はずれまい。




　覚かく悟ごを決め、息を吐く。

　思えば、散々な人生だった。

　生まれた時から親の顔すら知らずに育ち、物心ついた時から兵隊の真ま似ね事ごと。

　料理も一向に上達せず、隊長には呆あきれられてばかりの毎日。

　挙あげ句くの果てにはこんなところで戦車に追い掛かけ回されて死ぬなんて。

　本当に散々で──だけれど。ひとつだけ。なぜだか思い出したのは、あの火薬の匂においのする奇き妙みような少女のこと。

　人生最後の日に自分の料理を褒ほめてくれた、あの少女のこと。

『また食べさせて欲しい』と言ってくれた彼女のことを思い返して、ユーリはこんな状況にもかかわらず小さく笑う。

「……約束、守れそうにないな」

　刹せつ那な。

　鼓こ膜まくが破れそうなほどの爆音が空気を震ふるわせて。

　しかし聞こえてきたのは、肉が弾はじけ飛ぶ音ではなく──硬質の、炸さく裂れつ音おん。

「……？」

　おそるおそる目を開き。

　まず見えたのは、砲ほう身しんの根本、外部に晒さらされた駐ちゆう退たい機きを貫つらぬかれて煙けむりを上げる敵戦車と、そして──履帯を軋きしませて近づいてくるもう一つの戦車の姿。

　砂色の敵戦車とは異なり濃のう紺こんで塗装されたそれは、見たこともないような形の──無国籍と、そう表現するしかないような奇き妙みような戦車だった。

　車体自体はスヴァイゼ国軍の現制せい式しき戦車【ギザン】やヴィマール騎き士し連れん邦ぽうの【ケーニヒスティーガー】とよく似た堅けん牢ろうで角ばったフォルムをしているのだが、特筆すべきはその砲ほう塔とう。

　避ひ弾だん経けい始しの為ためだろう、ふんだんに配された傾斜のせいでそのシルエットはどこか生物的で、長く伸びた主砲の根本は分厚い顎あご付きの防ぼう盾じゆんで守られている。側部ハッチ付近には黒塗りの増加装そう甲こうが加えられ、鳩はとと橄かん欖らんをあしらった部隊章が描かれている以外には所属を示すものは見当たらない。

　その外観は、単純な装甲厚重視のスヴァイゼのものとは異なりむしろ東側の大国、ルーシェ帝てい国こくの保有する車しや輛りようと程ほど近ちかいものに思われた。

　呆あつ気けに取られたままのユーリに向かって中戦車は土つち埃ぼこりを上げながら近づくと、目の前で急停止。弾けるようにキューポラが開き、そこからひょこっと顔を出して一人の人物が切迫した様子で声を掛かけてきた──が。

「乗って！　早く！」

　そう告つげたその人物の顔を見て、

「……え？」

　ユーリは、ただただ信じられないといった様子で目を丸くする。




　無ぶ骨こつなヘッドホンを装着し、丈夫そうな濃紺のジャケットを羽は織おった十代程度の少女。

　陽の光を受けてきらきらと揺ゆれる金の髪に、まだ幼さの残る、けれど気品に満ちた綺き麗れいな顔立ち。

　そう、彼女は──昼間オムレツを注文した、あの少女だった。
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「何で、君が……」

　思いもよらぬ状況の連続にユーリの思考は停止しかけ、しかし、

「……お願い、とにかく乗って！」

　切せつ羽ぱ詰つまった様子の少女の声にユーリは弾はじかれたように動き出すと、すぐさま砲塔側部のハッチから戦車に乗り込む。

　薄暗く、狭せまい砲塔内。少女はキューポラから顔を出したまま周囲を素早く見回し、何かを認めた様子で喉こう頭とうマイクを押さえながら叫ぶ。

「すぐ発進、六時方向！」

「はーい！」

　運転席に座っていたもう一人──声からすると、こちらも若い女性のようだった──がそんなお気楽な返事を返すと同時に戦車は唸うなりを上げて走り出し、刹せつ那な、轟ごう音おんとともに車体が大きく揺ゆれる。砲ほう撃げきの、着弾音だ。

「やっぱり、一輌りようだけじゃなかったか……！」

　少女の視線の先。先ほどの敵戦車とは別方向の丘の上に、微かすかに煙けむりを噴ふいている砲身が見える。恐らくは彼らの増援だろう。

「直進して、森に逃げ込むわよ！」

　キューポラから頭を引っ込めながら、少女。その指示通りユーリたちの戦車はそのまま道沿いを外はずれると、ジグザグに辺あたりの残ざん骸がいを盾たてにしながら進む。目指すのは、遠方に鬱うつ蒼そうと広がる森だ。

　数秒おきにそのすれすれを砲撃が掠かすめ、そのたびに強きよう烈れつな音と振動が車内を震ふるわせる。が、少女は表情を変えぬまま、キューポラの小窓から背後を注視し続けるだけ。

　飛来する砲弾を絶ぜつ妙みように躱かわしながら、彼らの戦車はやがて丘を下って丘きゆう陵りようのはざま、窪くぼ地ちになった辺りに広がった森林へと入り込む。

　運転手の腕前は確かなものなのだろう、戦車は木々を倒すことなく合間を縫ぬうようにして進み──永遠とも思える数分の後、やがて森の中なか程ほどまで進んだところで少女は再びキューポラから顔を出すと周囲を見回して、

「……よし、まけたかな。停車」

　静かに号令を下すと車内に引っ込み、車長席に背を預けて大きく息を吐はく。

　そんな疲れきった様子の少女にユーリは何となく躊躇ためらい──しかし、意を決して声を掛かける。

「なあ、君……」

　これは一体どういうことなんだ、とか。何で俺がこんな目に、だとか言おうとした矢先。

「──っ、ごめんなさい！」

　間かん髪はつ入れずに謝あやまられた。

　手を合せて頭を下げ、完かん璧ぺきな謝罪の構え。いきなりのそんな先制攻こう撃げきにユーリは絶句し、

「……は？」

　と、間抜けな声を漏もらす。

「まさかこんなコトになるとは思っていなかったの。密みつ書しよ輸送用の車と全くおんなじ型の車が、しかもよりによって同じ日に同じルートを通るなんて……」

「ええと、ちょっと」

「……結果的に囮おとりにするような形になっちゃって、本当、どう謝ればいいか……」

「ストップ！」

「ひゃう!?」

　びくんと肩を震ふるわせて驚く少女。ユーリは額ひたいに手を当てながら大きくため息をつき、

「悪いんだが、質問するから順番に答えてもらえるか……？」

「ああ、うん……」

　心持ちしょんぼりした様子の少女に、ユーリが少しだけ罪悪感を覚えたその時、

「ちょっとそこの方！　あんまりお嬢様を困らせないで下さい！」

　抗議の声は、下から聞こえてきた。ひょっこりと運転席からこちらに這はい上がってきたもう一人の少女に視線を遣やり──ユーリは目を瞬またたかせる。

　おそらく、操そう縦じゆう手しゆなのだろう。ヘッドホンにマイク、厚手の手袋を装備したその姿は一般的な戦車兵の姿と相違ない、が──

「……メイド服？」

　彼女の着用している、真っ白なエプロンドレス。いわゆる貴族の侍女が着用するようなそれは、この空間においてありありと異彩を放っていた。

「だいたいですねー、あーたそもそもこのお方を誰だと……」

「アルニさんはちょっと黙だまってて」

「むぶー」

　少女がぴしゃりとそう告つげると、アルニと呼ばれたメイド少女は不服げに頰ほおを膨ふくらませて黙った。

「ごめん、続けて。……答えられることには、答えるから」

　少女の視線が、ユーリに真っ直すぐに向く。ユーリは一いつ瞬しゆん考えた後、

「じゃあ、まず。……あいつらは、何だ」

「エスタリヒの軍隊よ」

　短い返答。しかしそれだけで、ユーリは眼めの色を変える。

　エスタリヒ公こう国こく──スヴァイゼ北東に隣接する技術国家で、何より、スヴァイゼとは国交も深い友好国だったはずだ。

「……何で友好関係にある隣国が、不戦地帯を侵おかしてまで」

　そこまで言って、ユーリはふとあることを思い出す。

　先ほどの少女の言葉。そしてあの敵兵士が言っていた言葉。どちらにも共通するのは──

「……密みつ書しよ、とやらが狙ねらいなのか。一体、どういう──」

「言えないわ」

　質問を打ち切られユーリは小さく唸うなるが、しかし想定内でもあった。

「じゃあ、それはいい。代わりにもう一つ質問させてくれ」

「ええ、構わないわ」

　頷うなずく少女に、ユーリは間かん髪はつ入れずに問いを投げる。

「君たちは、何だ？」

　その問いに。少女は少しだけ逡しゆん巡じゆんすると、

「それも……言えないけど、少なくとも。私たちは貴方あなたの味方よ」

　言葉を選ぶようにして、ただそれだけ答える。ユーリはその言葉に少しだけ険けわしい顔になり、

「助けてもらった以上は信じたい、と言いたいけどな……正直分からないことが多すぎて、信じていいのか分からないってのが本音だ」

「そう、よね……」

　項うな垂だれる少女に心がちくりと痛むのを感じながらも、

「頼む、教えてくれ。君たちは一体──」

　と。ユーリが言いかけた、その刹せつ那な。

　その問いを中断するように突然、爆音と共に激しい振動が車体を揺ゆらした。

「っ、何だ！」

　近くの弾だん薬やく架かを摑つかんでなんとか体を支えながら叫ぶユーリ。少女はというとすかさず頭を車外に出して周囲を見回し、

「敵車しや輌りようは……見えない。威い嚇かく射しや撃げきかな。とはいえもう、ある程度はバレてると考えたほうがいいか……アルニさん！」

「はいはーい！」

　メイド少女の意気揚よう々ようとした返事と共に、戦車のエンジンが再び排気音を鳴らし始める。少女は側の無線機のダイヤルを回すと、

「ヴィル、そこから敵車輌は確認出来る？」

「『あー……一輌。Ｈ５地点の丘から森を撃うってる。歩兵の姿は無し。……フランを向かわせるか？』」

「いいわ、こっちで片を付けるからそっちはそのまま偵てい察さつお願い！」

「『あいよ、お嬢』」

　少女は腰のポーチから地図を取り出し何かを書き込んだ後、

「包囲をくぐるしか手はないか……。アルニさん、危ないけどこのまま森を突っ切って、敵に肉薄して──っ、きゃあ！」

　言いかけて、しかしその言葉は車内に響いた一ひと際きわ大きな着弾音でかき消される。

　おそらく砲ほう撃げきが命中したのだろう。貫かん通つうしなかっただけ運が良かったが、とはいえ凄すさまじい衝撃が車体を揺ゆらす。

　体が浮くような揺れの後に、胸のあたりに何かが当たったのを感じてユーリはとっさに確認し──血の気が引いたのを感じる。

　ユーリの胸元。その腕に抱かれるようにして、少女がぐったりとした様子で力なく倒れ込んでいたのだ。

「……おい！　大丈夫か！」

　とっさに外傷を探さがすが、目立ったものはない。恐らく今の衝撃で頭でも打ったのだろう。

「お嬢様は!?」

「多分頭を打っただけだ、大丈夫」

　動転した様子のメイド少女に答えた後ユーリは大きく息を吐はき、しかし至近弾が地面を抉えぐった音ではっと我に返る。

　車長は、戦車の脳。何ど処こへ向かい、何をするかを判断するための中ちゆう枢すうだ。

　命に別条はないとはいえ彼女が意識を失った状態というのは──実に、まずい。

「なああんた、このまま逃げられそうか!?」

「判断しかねます！　が……攻こう撃げきが出来ないというのは少々厳しいかと！」

　この戦車に乗っているのはユーリ含めて三人。であれば恐らくこの少女が砲手も兼ねていたのだろう。その彼女がこの状況である以上、攻撃を受けながら反撃もせずに突っ切らなければいけないわけだが──いくら装そう甲こうが厚かったとしても、そんなのは無む謀ぼうにもほどがある。

　無謀、無茶。すぐにスクラップになるのがオチだ。

　手足から徐々に冷水に浸ひたされていくような気き味みの悪い感覚が全身を這はい上がるのを感じて、ユーリは無意識の内に眼鏡めがねのつるに手を伸ばし──やがて絞しぼり出すように深い息いきを吐つくと、

「……ああ、くそ！」

　悪あく態たいをつきながら、勢い良く眼鏡を外はずし──彼は砲手席に滑すべりこむと、砲旋せん回かい用のハンドルを握にぎり締しめた。
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「っ、何してやがるんですかあーた!?」

　ユーリの突然の行動に、メイド少女は思わず制止の声を張り上げていた。それも当然だ。

　この状況への適応の早さからして、軍ぐん役えきを経験したことのある者なのかもしれないが──そうであったとしても、戦車砲ほうでの砲撃げきというのはその辺の小しよう銃じゆうの扱あつかいとはわけが違う。

　装そう塡てんされている砲弾の重量、弾種、砲の癖くせ、照しよう準じゆん器の微かすかなずれ──そういったものを理解していなければ、たとえ引き金を引いたところで文字通り、的まと外はずれもいいところだ。

　だというのに、この青年ときたら。当然のように砲手席に陣じん取どったかと思えば、いきなりがちゃがちゃと砲周りを弄いじくり出している。

「照準器はスヴァイゼの規格品か。なら……」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら何やら検分を始める彼に、メイド少女は運転する手を止めないままに顔だけ見上げて抗議の声を上げる。

「ああもう勝手に弄らないで下さい！　このばか、素人しろうと、変へん態たい、どーてー野ろ……！」

　と、何やら関係ない文句まで出始めたその時。

　彼女の言葉を中断するかのように、ごうぅん、と、獣けものの咆ほう哮こうのような轟ごう音おんが空気を震ふるわせた。

　ユーリたちの乗る戦車の砲ほう身しんが生き物のように前後に動き、同期するように砲塔とう内で薬やつ莢きようが吐と出しゆつされる。

　ユーリが、撃うったのだ。

「……誤差ほぼ無しか。すごいな、これ」

「すごいな、じゃねーですよこの馬鹿──っ!?」

　何やら感心した様子のユーリに、殴なぐりつけんばかりの勢いで（運転しているため無理だったが）メイド少女が叫ぶ。

「そもそも！　偉そうな口叩たたいてるわりに全然明後日あさつての方向じゃないですか！　どーすんですか見つかっちゃいましたよ今ので完全にーっ！」

　指摘の通り、先ほどの砲撃げきは敵の居るであろう地点とは逆方向の丘の中腹に刺さっていた。

　そこにはただ抉えぐれた地面が見えるばかりで、破は壊かいされた敵戦車なんてものは目を凝こらしても見えない。

　恐らく、今の発砲煙えんと光で敵はこちらの位置を把は握あくしただろう。状況は、彼の軽けい挙きよ妄もう動どうのせいでぐっと悪化した──というのに。

　しかしながらユーリはというと慌あわてたふうもなく、どころかむしろ先ほどまでよりも落ち着いた様子で、

「悪い悪い。……と、悪いついでに頼みたいんだけど、もう少し行ったあたり、あの倒とう木ぼくのある辺あたりで一度止まってくれないか」

「止まるって……！　馬鹿なこと言わないで下さい！　死にたいんですか！」

　ユーリの言葉に反論を重ねようとして、しかしメイド少女の言葉は敵戦車の砲撃音でかき消される。その狙ねらいはやはりと言うべきか、明らかにこの戦車だった。

「このままじゃあどの道やられちまう！　頼む！」

　そんな懇こん願がんにメイド少女はうう、と唇くちびるを嚙かんで唸うなると、未いまだ気絶したままの少女の方を見つめて、

「……うう、お嬢様お許し下さい……！」

　悔くやしげに呟つぶやくと、レバー類を操作して戦車を急停車させる。

　背の高い広葉樹が濃く生おい茂ったその場所は敵の視界を遮さえぎるには丁ちよう度ど良かった──が、しかし当然、こちらからも敵の姿を視認することは出来ない。しかしそんなことを気にしたふうもなく、ユーリはペダルとハンドルを使って慣れた手つきで砲ほう塔とうを回していく。

　がきぃん、と金属が擦こすれるような耳みみ障ざわりな音と共に、砲塔側面の増加装そう甲こうが弾はじけ飛んだ。

　車内は先ほどと同様凄すさまじい揺ゆれに苛さいなまれ、メイド少女は手を祈るように組んで頭を抱かかえる。

「もうダメです……こんな鉄くさい所で若い花を散らすんです……でもお嬢様と一いつ緒しよなら……ぐふふ……」

　途中からよだれを垂らして下げ卑ぴた笑みを浮かべだしたが、そんなのはお構いなしにユーリはただ砲ほう身しんを動かし続けて。その銀色の瞳ひとみは、丸く切り取られた世界のみを映うつし出す。

　広がるのは、木、木、木。

　この状況で射しや撃げきなんて、普通は不可能だ。




　そう、普通なら。

　ハンドルを回すユーリの左手が、機械仕じ掛かけのようにぴたりと止まる。

　一秒後、大きく息を吸い込む音だけが車内に僅わずかに聞こえて。

　二秒後、息を吐はいたのと同時に──かちり、と引き金が絞しぼられた音。




　砲口こう径けい一〇五ミリ、口径長五一の長大な砲身が蠢うごめいて、まばゆいマズルフラッシュと共に流線型の砲弾を吐き出す。

　超硬度の弾体は木々の間を掠かすめ、葉を散らして一直線に空気を切り裂さいて、三秒後。その顎あごは森の向こうの敵戦車の砲身基部を下から斜めに抉えぐり抜き──




　辺あたりに立ち込めるむせ返るような硝しよう煙えんの匂いと、排出された空から薬やつ莢きようが薬莢受けに落ちる音。

「『【ミステル１】より【オリヴィエ】へ。……敵戦車戦せん闘とう不能、撤てつ退たいを開始した』」

　やがて車内無線に届いたそんな報告に、メイド少女は信じられないといったふうに顔を歪ゆがめてユーリに視線を遣やる。




　砲ほう手しゆ席の背もたれに体を預け、虚こ空くうを眺ながめ続ける彼の表情。そこには喜びも安あん堵どもなく、そこにはただ、濃い疲労の色が影を落とすばかり。

　だが、しかし。だが、それでも。

　信じられないことに、自分たちは勝利を収め。

　信じられないことに、その勝利は確かに──他ならぬ彼の手によって、もたらされたものだったのだ。




　　　　　■




　戦せん闘とうのあった場所からやや離れた丘で、一人の男が立っていた。

　鍛きたえあげられた長身を漆しつ黒こくの礼服に包んだその姿は軍人然としていたが──しかし何な故ぜだろう。男の纏まとう空気は単なる軍人とは違う、より異質なものを思わせる。

　そう。例えば、獣けもののような。

「……面おも白しろい」

　双眼鏡を覗のぞきながら、男が静かに呟つぶやく。

　その言葉はどこか歓喜に彩いろどられていて。そしてどこか、狂気に彩られたもので。

「下らん茶番だと思ったが、どうやら少しは愉たのしめそうだ」

　踵きびすを返した男の口元に浮かぶのは、獰どう猛もうな笑み。

「さあ、見せてくれ。我らが久しく望んだ、あの地じ獄ごくを。……久しく焦こがれた、あの血沸わき肉躍おどる鉄てつ火か場ばを」

　それはまるで、虎テイーガーのような笑みだった。




　　　　　■




　結局ユーリは誰に何を問うことも出来ず、ただそのままの足で街まで送り返されることとなった。

　街につくや否いなやあのメイド少女に「他言無用ですからねっ」とえらい形ぎよう相そうで睨にらまれ、悪あく霊りよう退散とばかりに戦車から追い出され。彼女らはそのまま幽ゆう霊れいのように何ど処こかへと去っていき──ひょっとしたら全部夢だったんじゃあないか、なんてユーリが思い始めた、二日後の朝。

「おい、お前今日でクビな」

　足の怪け我がが回復していつも通りに食堂に顔を出すなり食らったのは、ギリアムのそんな一ひと言ことだった。

「……ええと」

　状況が全く認識できず、ユーリは目を丸くして彼の顔を見返す。

　いつも通りのむっつりとした厳いかつい顔つきは、怒っているように見える──が、そもそも彼は基本的にそういう人相なのだ。本当に怒っているならもっととんでもない顔になる。

「……冗談、ですよね？」

「いんや。大マジだ」

　一いち縷るの望みが一いつ蹴しゆうされ、ユーリは目の前が真っ黒になるのを感じた。はっきり言って、一昨日おとといのアレよりもショックなくらいだった。

　何が原因だろう、と思いを巡めぐらせてみる。メシが不ま味ずいことか。それともあのまま店に戻ることなく黙だまって直帰した上に無断で一日も休んでしまったことか。いやそもそも、結局頼まれたお使いだって果たせてないわけで。そういえば大たい破はした車のことも放置してあるし。

　……自覚してはいたけれども、心当たりが多すぎた。

「何落ち込んでんだお前」

「いやいや落ち込まずにはいられませんって。だって、クビでしょう？　明日から無職でしょう？　やっぱりメシマズですか!?　それとも車の件ですか!?　一生かけて弁べん償しようしますからクビだけは、クビだけは……」

　土下座の構えに入るユーリに、しかしギリアムは不思議そうな顔で、

「何言ってるんだお前？　車なら、ちゃんと戻ってたじゃねえか」

　などと、当たり前のように言ってのける。

「……は？」

　ユーリが面めん食くらっていると、「よくよく考えたらクビって言い方もアレか」なんて言いながらギリアムはポケットから何かを取り出し、

「まあいいや、とりあえずこれ、読んでみろ」

　言いながら、一枚の手紙を寄よ越こしてくる。

　上等な羊よう皮ひ紙しに鳩はとと盾たて、王おう冠かんの紋もん章しようで封印された手紙。

「……これって」

　気を動転させながらもそれを開いて一読すると、ユーリは数回目をぱちくりと瞬またたかせて、そのまま手紙を取り落とす。

「噓うそ、だろ」

　ユーリは信じられないといった顔で地に落ちた手紙を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　王冠を守護する盾と鳩。その紋章は公的な書類、いや──王室直じき々じきの書類にのみ付けられるものであり。そこにお固い文章でしたためられていたのは──ユーリ・ベルツを宮きゆう廷てい料理人として招しよう致ちしたい、という旨むねの勅ちよく令れい。

　まあ、つまるところ。

「おめでとさん。大だい出しゆつ世せじゃあねえか」

　信じられないことだが──そういうこと、らしかった。
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　中央通りを走り抜ける一輛りようの軍用バイクのサイドカーに揺ゆられながら、ユーリは街の様子を眺ながめて感かん嘆たんの声を漏もらしていた。

「……都会、すげー……」

　スヴァイゼ王おう都と、ヴェーレン。

　伝統的なスヴァイゼ様式である白塗りの石壁と赤い屋根の建築で統一され、厳密な機能性と利便性を重視して計画的に区画分けされた街並み。それはそれ全体がひとつの美術品のような洗練された景観美を誇っており、ユーリのように審しん美び眼がんに乏とぼしい人間であっても十分にその威い容ようを感じ取ることができるものだった。

　夜行列車のよく揺ゆれる固い寝台で夜を越したため、疲労感がないと言えば噓うそになるが──それでも大都会の活気にあてられて、ついさっきまで感じていた眠気は既すでにどこかへ飛んでいた。




　招しよう聘へいの手紙を受け取って、ユーリが出しゆつ立たつしたのはその日の午後のことだった。

　正直なところ、急な話だったためユーリとしてはもう少し考えたい気持ちもあった。

　とはいえ、「チャンスは手の届くうちに摑つかんどけ」というギリアムの熱い後押しもあり、結局ロクに別れを惜しむ暇ひまもなくすぐに出で掛かけることに。その日の夜行列車に乗り込んで数時間の間を揺ゆれる一般車内で過ごした末、王おう都とに到着したのが今朝のこと。

　そして──

「どうだいユーリ君。いい街だろう、ここは」

　隣から声を掛けてきたのは軍用らしき丈夫そうな紺こんのコートを引っ掛けた、背の高い初老の男だった。

　白髪交じりの灰の髪と顔に刻きざまれた皺しわからは重ねてきた年月が感じられるが、しかし厚手の服の上からでもわかる鍛きたえあげられた体、そして何よりその人懐なつっこい笑顔が、その印象を若々しく見せている。

　ヴィルヘルムと名乗った彼は、姫君からの使者であるという。ユーリを姫君の元へ送り届ける任を仰おおせつかっているということだったが──右も左も分からないユーリにとっては、まさに渡りに船であった。

「……ええ。本当に」

　ヴィルヘルムの言葉に、ユーリは素直に同意を返す。実際、その通りだと思ったのだ。

　スヴァイゼの中心であり、また世界有数の学術都市としても名高いこの都には、職を求める者や最先端の知識を学びにくる者は勿もち論ろんのこと、大戦が終わり平和になった今となっては観光で訪れる者も多い。

　至る所から聞こえてくる、道行く人々の喧けん騒そう。

　広場に軒のきを並べる露ろ店てんから聞こえてくる、威い勢せいのいい客引きの声。

　どこからか聞こえてくる、子供たちの笑い声。

　聞こえてくる音はそのどれもが、こんなほの暗い時代においてなお希望に満ちていて。

　つい二年前まで血みどろの闘とう争そうが世界を支配していたなんて忘れてしまいそうなほどで──そんな音を聞いているだけで、長旅で疲れた心も癒いやされてくるというものだった。

「綺き麗れいだし、活気もあって、何より……平和そうです」

「平和か。ああ、そうだな。幸いこの街は二年前も戦場にならずに済んだし──うちの姫君の目が黒い内は今後だって、そうなることもなかろうさ」

　とびっきりの冗談でも披ひ露ろうするようにそう言って、小さく笑うヴィルヘルム。その態度にユーリは首を傾かしげた後、再び視線を往来に遣やり──そこで一つの建造物に目が吸い寄せられた。

「……あれは？」

「ああ、ありゃぁ魔キ術ル教ヒ会エだよ」

「魔術教会!?　あのデカいのが!?」

　全体的に背の高い建物が多い中、遠くにそびえてなお一ひと際きわ背が高い礼拝堂。その尖せん塔とうの外周には聖典に綴つづられた【竜りゆうと英雄】の物語──創そう世せい竜【ファーリ】とその仇きゆう敵てき【英雄】との戦いの様子を描いた彫ちよう刻こくが飾られている。

「魔術教会は魔ま術じゆつの研究機関でもあるからな。あのへんは全部、研究所でもあるのさ」

「へぇ……」

　流石さすがは学術都市、といったところか。ユーリは改めて驚きを浮かべて、まじまじと教会建築群を眺ながめる。

「そういや君の地元は東部だったか。ならそもそも、教会自体あんまりないかもな……ちなみに君は？」

「無宗教です。正直、竜りゆう信仰ってのはどうにもピンとこなくて」

　高度な文明を持ちながらなお争いを続け、世界に悪を為なし続けた先史文明の人類。そんな彼らの行いを悲しみ彼らを滅ほろぼそうとした竜と、それに抗あらがった悪あしき英雄の物語。

　英雄を下し、先史文明を滅ぼして。その後に生き残った人類に竜がもたらした恵みこそが魔術である──というのが、魔術教会の教えである。

「【竜と英雄】の話を聴くたびに、どうしても英雄のほうに感情移入しちゃうんです。いくら平和のためって言われたところで、滅ぼされそうになったらそりゃ抵抗もするだろって」

「はは、成なる程ほど。面おも白しろい意見だ」

　そう言って笑ったあと、ヴィルヘルムは視線を前から動かさぬままユーリに向けて口を開く。

「なあ君。君は、平和は好きかい」

　何気ない調子のそんな質問に、ユーリは少しだけ奇き妙みようなものを感じながらも頷うなずいてみせる。

「そりゃあ……勿もち論ろん」

「なら、安心だ。うまくやれるだろう」

　ヴィルヘルムのそんな奇き妙みような返事にユーリは首を傾かしげつつ、しかしすぐにまあいいかと聞き流した。

　と、そんなタイミングで丁ちよう度どヴィルヘルムが声を上げる。

「ユーリ君、そろそろ見えてきたぜ」

　貴族たちの住まいが並ぶ閑かん静せいな区画を抜けた先。街の中央の官庁エリアの、そのまたさらに中心部にそれはあった。

「あれが、我らが姫君の住まう場所にしてスヴァイゼの心臓。王おう立りつ府ふだ」




　　　　　■




　広大な庭園をヴィルヘルムに案内されて抜けると、見えてきたのは石造りの巨大な宮殿だった。

　先ほどの教会などと比べ装飾などが少なく、無ぶ骨こつな佇たたずまい。「王立府」と呼ばれるこの宮殿はスヴァイゼの政治の中ちゆう枢すうであり、またこの国の主である『姫君』が暮らすやんごとなき場所でもある。

　どうやらヴィルヘルムの身分は噓うそではなかったらしく、正門の衛えい兵へいは彼を見るやいなや大おお袈げ裟さなほどにかしこまった様子で門を開ける。小こ鴨がものようにヴィルヘルムの後について宮きゆう廷ていの中を進んでいくと、やがて賓ひん客きやくの為ためのものらしき妙みように広い部屋に案内された後、そこで待つよう言い渡された。

　高い、白い天てん井じように、上等そうな敷しき物もの。壁には高そうな絵画まで掛かかっており、根っからの庶しよ民みんなユーリからしてみるとあまりに分ぶん不ふ相そう応おうに感じられて、やや落ち着かない。

　……というか。

「やっぱり、変だよなぁ」

　そもそも、話の立ち上がりからして妙である。

　姫君なんて会ったことどころか見たことすらない、片かた田舎いなかのコック見習いの自分がどうしていきなり宮廷料理人なんて名誉に与あずかれるのか。一体、何のために自分が名指しで呼び寄せられたのか──あまりにも不可解な点が多すぎる。

　どうにも腑ふに落ちない、などとユーリが不ぶ躾しつけなことを考えていると、

「待たせたな。こっちだ」

　戻ってきたヴィルヘルムに連れられて、ユーリは部屋を出る。

　広い宮殿の中を進み、やがて辿たどり着いた先は──いわゆる、謁えつ見けんの間だ。

　衛兵が扉を開くと、隙すき間まから漏もれ出た陽光で一いつ瞬しゆん目が眩くらんでユーリは手を顔にかざす。

　広さとしては先ほどまで居た貴き賓ひん室しつと同等か、それより少しだけ狭せまいくらい。鳥かご状の高い天てん井じようはガラス張りで、差し込む陽光が中央の玉ぎよく座ざを神こう々ごうしく照らし出している。

　室内に居たのは、三人。

　近この衛えと思おぼしき礼服を着込んだ銀髪の少女と見覚えのあるメイド服の少女、そして。

「こんにちは、本日はわざわざご足労、有難うございます。この城の主として──そして、『姫君』として。心から歓迎致しますわ」




　巨大な扉を開けた先、その中央で優雅に一礼してみせた彼女は間違いなくあのオムレツ少女であり──そして、あの時戦車に乗っていた少女だった。




　　　　　■




　数秒か、数十秒ほど硬直して──疑問符で埋め尽つくされそうになる思考の糸を握にぎり締しめながらゆっくりと、彼女を指さして声を漏もらす。

「……君が、『姫君』？」

　信じられない、とばかりに目を見張るユーリに、少女はただ、

「そうよ」

　とだけ、無礼な振る舞いにも気にしたふうもなく、堂々と言ってのける。

　そんな彼女の服装は、以前見た時とは違う──宗教的な意い匠しようの金細工が随ずい所しよにちりばめられた、白の長衣姿である。

「そもそも、こんな場所で私みたいな子供が偉そうに座ってられる理由がそれ以外にあるかしら」

「……ええと」

　どう答えたらいいか迷っていると、少女は歳とし相そう応おうの、いたずらっ子のような笑みを浮かべ、

「ごめんごめん。けど、本当のことよ。私がこの国の元首であり『姫君』。イーリス・アステリア・スヴァイゼ。……まあ、表に出る時はいつもこれ被かぶってるから、知らなかったのもしょうがないと思うけど」

　言いながら、鳥の嘴くちばしのような奇き怪かいなデザインの仮面を振ってみせる。精せい緻ちな紋もん様ようが刻こく印いんされたそれは、『竜りゆう骨こつ』と呼ばれる祭具。彼女が纏まとっている装しよう束ぞくに関しても、王族が祭礼の際に着用するものである。

　その意味合いは【竜】との同一化。スヴァイゼの王家は【竜】の血を引く神聖な存在で、その権けん威いは【竜】より賜たまわったものである──というのがスヴァイゼの魔キ術ル教ヒ会エの教義のひとつであり、それゆえに彼女らはその神聖性、不ふ可か侵しん性の象徴として、公の場においては【竜】を意味する装束に身を包むことが習わしとなっているのだ。




　なかば呆ぼう然ぜんとするユーリを前に体格に見合っていない大きな玉ぎよく座ざにちょこんと腰掛かける少女──イーリス。そんな彼女を睨にらむように見つめながら、ユーリは警けい戒かい心しんをあらわにしつつ問う。

「……じゃあ。その『姫君』が俺……いや、私を呼んだ理由を、教えて頂けますか」

「理由？　手紙にも書いたでしょう、貴方あなたを私専属の料理人として雇やといたいって。……あと、敬語はいらないわ。年上の男の人に敬語使われるのって何だか変な気分だから」

　あっけらかんと言うイーリスに、ユーリは眉まゆをひそめる。

　三日前にあんなことに巻き込まれた直後の手紙。であれば、関係ないはずがない。

「はぐらかさないでくれ。言いたくはないが、俺は君たちに──巻き込まれたんだ。事情を聞く権利くらいあるはずだろ」

「貴方あなた、姫様に対して……！」

「バーゼル、いいから」

　玉座の後ろで侍っていた近この衛えの少女がユーリを睨みつけ、しかしイーリスの言葉を受けて押し黙だまる。

「うーん、はぐらかすつもりもなかったんだけれどね。どの道話すつもりだったし。けど、まあいいわ。折せつ角かくだしちゃっちゃと本題に入りましょうか。とはいえ、何から話したものかって感じだけど──そうね」

　イーリスは思し案あんげに眉まゆを寄せた後、やがて、その翠すい青せい色の瞳ひとみで真っ直すぐにユーリを見つめておもむろに口を開く。

「まず言っておかなくちゃあいけないことは、今この大陸が再びあの【大戦争】に吞のまれようとしているということ。……第三次大陸統一戦争が、始まろうとしているってことよ」

　やや唐とう突とつとも思えるその言葉に。ユーリはただ、言葉を失う。

　首くび筋すじに刃やいばを当てられたような、冷たい感覚。平へい衡こう感覚が歪ゆがんで、嫌いやな汗が吹き出すのを感じる。




　【大戦争】──第二次大陸統一戦争。

　東の大国ルーシェ帝てい国こくと西のコルトリア王国、そして双そう方ほうを中心として膨ふくれ上がった東側陣じん営えいと西側陣営との戦いは、三十年前の第一次大陸統一戦争を受けてこう呼ばれている。

　今から七年前の竜りゆう暦れき九三八年六月、大陸西方への領土拡大及び資源獲かく得とくを目もく論ろんだルーシェ帝国はその属国群を率ひきいて【大統一領イニシエトラ】を名乗りコルトリア王国南部、国境沿いの鉱こう山ざん都市テュロンへと侵しん攻こう。それと同時にコルトリアとの間に位置する軍国ヴィマール騎き士し連れん邦ぽう──通称【騎士連】、そして『要かなめの四国』と呼ばれる中立国家群への同時侵攻を開始した。

　静かなる大国の突然の凶きよう行こうはしかし、かねてより同じく大陸統一の野心を抱いていたコルトリア王国にも開戦の口実を与えることとなる。

　コルトリア王国はすぐさま【大統一領イニシエトラ】に対し正式に宣せん戦せん布ふ告こく。帝てい国こくの侵しん略りやくを危き惧ぐする周辺諸国家を巧たくみにまとめ上げ西方諸王国主権連合──【西主連アライメント】を結成し、【大統一領】との全面対決へと動き出す。

　当初は独自路線を表明していた【騎き士し連れん】もやがて【西主連】と合流。優れた魔ま術じゆつ技術を誇るコルトリアを中心とした【西主連】と、広大な領土と物量を誇る【大統一領】──西と東の陣営の苛か烈れつな喰くらい合いは未み曾ぞ有うの戦乱へと燃え広がり──五年もの歳月を掛かけて多くの命を灼やき尽つくした末、疲ひ弊へいしきった東西諸国の講こう和わをもってその幕を下ろした。




　下ろした、はずだ。




「冗談、だろ」

「残念だけど、本当よ。貴方あなたも見たでしょう、不戦地帯を平然と乗り越えてきたエスタリヒの軍隊を」

　先日の戦せん闘とう行為。一いつ切さいの戦闘行為を禁じられているはずの不戦地帯への他国軍隊の侵入なんて、もしも表おもて沙ざ汰たになればとんでもない外交問題になるはずだ。

　だというのにもかかわらず、彼らは平然と──戦車まで持ち込んでいた。

「二年前、西のコルトリア王国と東のルーシェ帝てい国こくの講和で、確かに見かけ上は【大戦争】は終わった。けど実際のところは、まだ何も終わっていない。奴らはただ共倒れになるのを避ける為ために一時的に休戦しただけで、また国力が戻ればすぐにでも戦争を始めるつもりよ」

「お互いに、あれだけ傷ついたっていうのにか」

　【大戦争】での死傷者は数千万に上ると言われている。……人だけではない。多くの資源が、文化が灼やき尽つくされ、喪うしなわれた。それはいずれの国にとっても、致ち命めい的と言えるほどの痛手だったはずだ。なのに。

「だからこそよ。傷ついたからこそ、疲ひ弊へいしたからこそ、相手を食らって生き延びるしかないの。……今度こそ本当に倒れてしまう、その前にね」

「……そんな」

　ヴェーレンの街並みを、歩いていた人々の笑顔を、思い出す。

　信じたくは、なかった。

　彼らの笑顔が再び壊こわされ、踏み躙にじられるなんて──考えたくもない。

　そんなユーリの心中を見抜いたかのように、イーリスは続ける。

「ねえ、貴方あなたは、戦争は好き？」

　唐とう突とつな問いかけ。

　文脈が分からずユーリは首を傾かしげ、しかしイーリスのいたって真ま面じ目めな表情を見て、

「……嫌きらいだよ。あんな地じ獄ごくは──もう、あってはいけないと思ってる」

　無意識の内に拳こぶしを握にぎり締しめながら、ユーリは答える。イーリスは頷うなずくと、

「私も、同じよ。だから──私たちは、戦っているの。この国が、あの戦争に巻き込まれないように。……この国が、平和であるために」

「……それって、どういう」

　ユーリの言葉を遮さえぎるように、イーリスが口を開く。

「西側も、東側も──あの終戦から二年が経たってもなお、表面上は平和を取り繕つくろっているわ。……何な故ぜだと思う？」

「それは……まだ両陣じん営えいともに復興が完全じゃあないから、じゃないのか」

「違うわ」

　イーリスは首を横に振ると、指をぴんと立ててみせる。

「王国も帝てい国こくも、七年前ほどとはいかないけれど……もう十分、戦争を始められる状態よ。けど──【西主連アライメント】加盟国は五カ国。対する【大統一領イニシエトラ】も、五カ国。……現状では、戦力が丁ちよう度ど拮きつ抗こうしてしまっているの」

　イーリスの説明に、ユーリは納得したように頷うなずく。

「勝利を確定できない段階だから、どっちも迂う闊かつに手を出せないってことか……って」

　そこまで呟つぶやいて、ユーリは何かに気付いたように顔を上げた。そんなユーリを見てイーリスは不敵な笑みを浮かべると、続ける。

「そう。だから、私たちスヴアイゼが関わってくるってわけ」

　スヴァイゼ、エスタリヒ、モーラヴィア、レモラ──コルトリアとルーシェの狭はざ間まに並ぶこれらの中立国家群は、『要かなめの四国』と呼ばれている。

　その中でもスヴァイゼは、大戦中他の『四国』たちが他国の圧力に屈くつする中にあってなお、どちらの陣じん営えいにもなびかずに完全な中立を貫つらぬいていた──いわば要かなめ石いしである。

　ならば、その要石が動けば。スヴァイゼがどちらかの勢力に組み込まれるようなことがあれば、どうなるか。

　……危うい天てん秤びんの上に保たれている現在の数的均きん衡こうは、瞬またたく間に破は綻たんすることになるだろう。

「奴らは、次の戦争に勝つ為ためにこの国を利用しようとしている。この国を支配下に入れる為に、色々と仕し掛かけているわ。……三日前のエスタリヒ軍みたいに、ね」

　イーリスの瞳ひとみに、暗い影が落ちる。

「ああやって刺激することで私たちの反応を引き出して、紛ふん争そう状態一歩手前になったところでエスタリヒの背後にいる【西主連】が調停介入に乗り出す──そうすることでスヴァイゼに干かん渉しようする口実を作った上で、あちら側に引きずり込もうって寸法でしょうね」

「なんだってそんな、回りくどいことを……」

「『平和的解決』のためよ。今はどこの国も、おおっぴらに戦争出来る状態じゃないから」

　あれだけの戦争の後であるがゆえ、今のところは平和を尊たつとび戦争を忌いむべきという『世論』が世界を支配している。だからこそ大国たちはスヴァイゼに表立って侵しん略りやく行為を仕掛けることができず、そんな迂う遠えんな手段を取っているということなのだろう。

「……でも、それだけの価値がこの国にはある。山岳地形に鎧よろわれた自然の防備、豊富な埋まい蔵ぞうエリクシウム資源──それだけじゃない。スヴァイゼの立地はどちらの陣じん営えいから見ても補給上の要よう衝しようとなりうるわ。奴らにしてみれば、喉のどから手が出るほど欲しいはずよ」

　周囲を標高の高い山脈に囲まれたスヴァイゼは、それゆえに防衛において優れた地形である上、多数のエリクシウム鉱山を保有する資源国としての一面も持ち併せている。

　加えて東西陣営、南北の戦線の丁度中央に挟まれたその立地上──スヴァイゼを掌握すれば、極めて潤じゆん沢たくかつ頑強な補給拠点と敵陣営へ兵力を送り込む輸送経路、その両方を得られることになるのだ。

「……まるで、火薬庫だな」

「そうね。だからこそ、絶対に火ひ種だねを近づけるわけにはいかないわ」

　イーリスの言葉に、ユーリは髪をくしゃりと搔かくと改めて彼女を真っ直すぐに見返す。

「……何が起きているのかは、分かった。君たちが戦う理由も、分かった。けど──何で君たちなんだ。何も君が、『姫君』がやらなくても、それこそ軍にやらせればいいことじゃあないか」

　その質問に、イーリスは予想していたとばかりに首を横に振る。

「軍隊と軍隊が戦ったら──そんなのは、戦争そのものよ。それこそ奴らの思う壺つぼ。そんなことをすれば奴らは嬉き々きとして『スヴァイゼ軍が不当な攻こう撃げきを仕掛けてきた』と言うでしょうね。……だから、そうならないように軍の枠わくの中にない私たちがやらなければいけない。この国を守るために、そして、戦争を起こさせないために──振りかかる火の粉は、私たちが直じき々じきに払わなければならないの」

　そこまで言うと彼女はおもむろに立ち上がり、迷いのない足取りでユーリの方に歩み寄り──手を、差し伸べる。

「だから──お願いします、ユーリ・ベルツ。私たちに、力を貸して下さい」

　その手と彼女の顔を見比べて、ユーリはしばらく黙だまり込み、

「……なんで、俺なんだ。俺は……何の取り柄えもない、一般人だぞ」

「あの時、気を失っていた私の代わりに敵を撃げき破はしてくれたのは貴方あなただと聞いたわ」

「そんなのは、たまたまだ。火事場の馬鹿力って言葉もあるだろ」

「いいえ、噓うそですね」

　確信を秘めたような強い語調でそう言ったのは、イーリスの後ろで控ひかえていたメイド少女だった。

「隠かくしても無駄です。貴方のことは既すでに調べがついているんですよ、ユーリ・ベルツさん──いえ、『鳩小屋ダーヴズ』の最後の一羽さん」

　底の見えない笑顔で彼女がその名を告つげた瞬しゆん間かん、ユーリの表情が、凍こおりつく。

「『鳩小屋ダーヴズ』……大戦末期、戦争を台無しにするために決起した、最強の部隊。その最後の生き残りが貴方あなた──そうですよね？」

「……」

　ユーリは、ただ黙だまったまま彼女を見つめる。しかしその事実自体が、彼女の言葉の真しん偽ぎを保証しているようだった。

「特別な技能を持った人間たちを選抜し、圧倒的な戦せん闘とう能力で全ての戦場を終結させる為ために編成された【戦争殺し】。その一員だった貴方が手を貸してくれれば、それは私たちにとって大きな力になるわ」

　イーリスの瞳ひとみの中に、ユーリの姿が映うつり込んでいる。その表情は暗く──そして、ただひたすらに平へい坦たんだった。

「もし、嫌いやだと言ったらどうなるんだ」

　おもむろに、ユーリが口を開く。押し殺したその言葉の底には、しかし隠かくし切れない敵意が淀よどんでいるようだった。

　相手は『姫君』──この国そのものだ。拒否権などもとより自分にはないだろうし、きっと彼女がそう決めた以上はどんな手を使ってでも協力させられる。分かっていたことだが、それでも言わずにはいられなかった。

　思いつめた表情のユーリに、しかし、

「別に、何も？」

　返ってきたのはどこか脳のう天てん気きな、そんな言葉。

「……へ？」

　何かおかしなことでも言ったかとばかりに不思議そうに小首を傾かしげるイーリスに、ユーリは思わず間抜けな声を返す。

「断ったら国中のレストランで出で禁きんにされて二度と再就職できなくなる、とかそういうオチじゃあないのか？」

「しないわよそんなみみっちいこと……」

　若じやつ干かんむくれた様子の『姫君』。先ほどまでの鋭い気配はどこへやら、今は歳とし相そう応おうの少女にしか見えない。

　彼女は胸を張り、ユーリに差し伸べていた手でびしっと彼を指さすと、

「これはあくまでお願いであって、命令じゃあないわ。そもそも──貴方が昔何をしていようと、今は私たちが守るべきスヴァイゼの民だもの。そんな貴方に、こんなことを強制するわけにはいかない。……だから、決めるのは貴方。貴方の意志を──守るべき民の意志を、私は尊重するわ」

　輝きに満ちたその目には、一点の曇くもりもない。それは他の誰でもなく、ただ己おのれ自身を信じられる人間の目だ。

　その輝きは、ひどく眩まぶしくて。

　彼女の見つめる未来はきっと同じくらいに輝いているのだろうと思えて──ユーリは自然と、彼女の手を取りたくなる、けれど。

「俺は……」

　けれど、それ以上に。ユーリはもう、嫌いやだった。

　誰かと争ったりするのはもう、懲こり懲ごりだった。

　だからユーリは、応こたえられずに。

　だからユーリは、差し伸べられたその手を取ることが出来ない。

「……悪い、まだ──どうすればいいのか、分からない」

　項うな垂だれるユーリに、イーリスは少しだけ残念そうな顔になり──しかしすぐに気持ちを切り替えるようにぱん、と手を叩たたくと、

「まあ、いいわ。ゆっくり考えてくれればそれでいい。まだたっぷり時間はあるもの」

　気にしたふうもなくそんなことを言う。

「どういうことだ？」

　意味が分からず尋たずね返すユーリに、

「だから、最初に言ったじゃない。貴方あなたは──今日から、私の専属の料理人になるんだって」

　と。

　当然のこととばかりに、彼女はそう告つげたのであった。




　　　　　■




　それからというもの、

「早速明日から働いてもらうから、今日のところはアルニさんに色々案内してもらってね」

　というイーリスの言葉を受け、ユーリは拒否する暇ひまもなく彼女の側に控ひかえていたメイド服の少女に引き連れられて厨ちゆう房ぼうだの作戦室だのをひと通り回らされることとなった。

　流石さすがに一国の主あるじの住む場所なだけあって宮内は広く、長旅の後だったことも手伝ってユーリはすっかり疲ひ弊へいしており、ユーリに割り当てられた部屋へと着く頃にはすっかりへばりきっていた。

「おやおや、だらしないですね」

　そんなユーリを見てにこにこ笑いながらそう言い放ったのは、落ち着いた光を湛たたえた大きな瞳ひとみが印象的な、可愛かわいらしい顔立ちの少女。

　その頭上のヘッドドレスや紺こんを基調とした清せい楚そなメイド服が主張する通り、彼女──アルニはイーリスの専属メイドである。

「今日は色々ありすぎて疲れたんですよ……」

　弱々しく反論しつつ、ユーリは彼女の指した扉の方を見る。

「まあいいや。それで、ここが俺の部屋……なん、ですか？」

　長い廊下の突き当り。大きな扉の隣に設置されたそれは、部屋というよりむしろ物置のように思えなくもない。若じやつ干かんの不安を覚えるユーリの心中を察したのか、

「ええ。ですがご心配なく。正式に貴方あなたのお部屋をご用意するまでの臨時ですので」

　安心させるようににこりと笑みを浮かべてそう答える。

「臨時って。イー……『姫君』は、本当に俺を雇やとうつもりなんですか？」

「おや、まだ疑うたがっていらっしゃるんですか」

「そりゃあ、まあ」

　正直な所、料理人云うん々ぬんは自分を呼び出すための方ほう便べんだったのではないか──と、今でもまだ半信半疑なのだ。しかし、アルニはというとくすりと小さく笑って、

「そう心配なさらずとも大丈夫ですよ。お嬢様は、噓うそをつくのは下へ手たですから」

　なんて返してくる。

「……アルニさんは、巧うまそうですよね」

「ええ、そりゃもう。デキるメイドの嗜たしなみですからね」

　ユーリの嫌いや味みにも全く動じずに、アルニはふふんと胸を張ってみせた。どうにも尻尾が摑つかめないというか、摑みどころのない性格というか。幼げな顔立ちだから何となく年下な気がしていたが、ひょっとしたら自分よりも年上なのではないか──などととりとめもないことを考えていると、

「まあ、ユーリさんのお気持ちも分からなくはないですけどね。けど、差し出がましいことを一ひと言ことだけ」

　言いながら突然、アルニはユーリに向き直り、

「お嬢様と、仲良くしてさし上げて下さいね」

　ふんわりと笑った後、ぺこりと綺き麗れいな一礼をしてみせた。

　ユーリはそんな唐とう突とつな言葉にやや面めん食くらいつつ、

「分かりました……って、俺なんかが偉そうに言うのも変ですけど」

　言って、苦笑を浮かべてみせる。アルニはそんなユーリの返答に満足したのか、どことなく軽い足取りで踵きびすを返し、

「有難うございます。……それじゃあ、案内も終わりましたし、言うことも言いましたし。私はちょいとここらで失礼しますね」

「分かりました。有難うございます、アルニさん」

「ふふ、ゆあうぇるかむです」

　にっこりと笑ってそのまま歩き出──そうとしたところで、

「ああ、そうそうもう一つだけ」

　彼女はいきなり、何か思い出したように声を上げた。

「……何ですか一体」

　やや呆あきれ気ぎ味みのユーリに振り返り、彼女はどこか含ふくみのある笑みを浮かべて一ひと言こと。

「いえね、仲良くとは言いましたけれども、不純異性交遊は程ほど々ほどにお願いしますね。お嬢様そういうのに疎うといので」

「しませんよ!?」

「ではでは」

　あでゅー、と言い残して今度こそ去っていく彼女を見送りつつ、ユーリはため息をつきながら部屋の扉を開ける。

「……うわ」

　中に入ってみると、そこは思っていたよりも混こん沌とんとした空間だった。

　奥の窓以外、壁という壁が本ほん棚だなで埋うめられ、その中央には妙みように場違いな感すらある豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きのベッドがひとつ。脇には書き物机が置かれ、無む造ぞう作さに置かれた紙束やペン、そして古びた写真立てがひとつ伏ふせられていた。

「……大丈夫なんだろうな、ここ……」

　やたらと生活感を感じるその空間に一いち抹まつの不安を感じつつも、しかしユーリは床に荷物を放り出し、ふらふらと吸い込まれるようにベッドに倒れ込んで今日一日の出来事をぼーっと思い返す。

　『姫君』があの時の少女で、しかも彼女は平和のために戦っているなんて言い出して。挙あげ句く自分を仲間にしようとして──。

「……はぁ」

　あまりに、色々ありすぎた。

　ユーリは全身に一気に疲労が広がるのを感じ、ゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

　今まで感じたことのないような柔らかい感触と、微かすかに漂ただよう甘い香り。長旅の疲れも相まって、一いつ瞬しゆんの内に意識に薄い睡すい魔まの膜まくがかかり──

　彼の意識は、するりと落ちていった。
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　自分が溶け出すような、どこか奇き妙みような感覚の中で。

　まず感じたのは──痛いほどの熱と、喉のどを灼やくような鉄てつ錆さびた匂においだった。

　周囲に見えるのは、見覚えのある戦車砲ほう塔とう内の景色。そして、その中を彩いろどるように散らばった、四人分の血と肉。

　ミキサーにでもかけてぶちまけたかのようなそれらを、ユーリはじっと見つめる。

　自分を庇かばうように覆おおい被かぶさって息いき絶たえているのは、車長。堅かた物ぶつだが面めん倒どう見みの良い、経験豊かな老兵だった。孤児であるユーリのことを誰よりも気き遣づかっていて、戦争が終わったら彼を引き取る──だなんて。なかば本気で、そんなことを言っていた。

　彼を挟はさんで自分の反対側に座っているのは、装そう塡てん手しゆ。冷静に状況を見極められる頭脳派だった──が、真横からの貫かん通つう弾だんでその胸から上は跡あと形かたもなく失われてしまっている。

　車体部で手を繫つなぎ、血のプールの中に沈むのは操そう縦じゆう手と通信手の一組の男女。

　恋人同士だった二人は、生なま意い気き盛りだった自分を実の弟のように見守ってくれていた。




　ユーリは、ゆっくりと思い出す。

　そうだ。

　ここは──自分だけが生き残り、そして自分以外の誰もが死に絶えた、あの時の戦場。

　平和を願い、戦争を呪のろって戦いつづけたあの地じ獄ごく。

　つまり、これはいつも通りの夢で。

　つまり、これは変えられない事実。




　ぴちゃり、と。ユーリの頰ほおに生温かい何かが一滴垂れた。

　反射的に上を見ると──そこにあったのは、ちぎれ飛んだ装塡手の頭。

「何で、お前は生き残った」

　地の底から響くような、怨えん嗟さの声。ユーリは思わず耳を塞ふさごうとして、しかし、手に奇妙な圧力を感じて下を見る。

「何で、お前だけ死ななかった」

「何で、貴方あなただけ生き残ったの」

　ユーリの右手を握にぎりしめながら、操縦手と通信手が血まみれの顔をこちらに向ける。

　深しん淵えんのように昏くらい、濁にごった目玉。

　ユーリは視線を移ろわせようとして、そして──

「ユーリ」

　ゆっくりと起き上がった車長と、目が合う。

　傷だらけになったその顔面はもはや人としての原型を留とどめておらず──その目は、目というよりも眼球と表現した方がいい有あり様さま。

　鼻も上うわ顎あごも砕くだけ、弾はじけ──しかしそんな中で奇き跡せき的に形を留めているその下した顎あごが、僅わずかに動く。

「×××××」

　その言葉は、音にならずに濁にごった空気に溶けて。

　そこで急に、ユーリの意識は燃料の切れたランプの灯火のように世界に溶けていく。

　薄れゆく意識の糸にしがみつき、ユーリはただ、考え続ける。

　一体。

　一体あんたは、俺に何を伝えたいんだ。
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　瞼まぶたに刺激を感じて目を覚ますと、どうやら随ずい分ぶんと寝てしまっていたらしく、窓からは爽さわやかな朝の日差しが差し込んでいた。

　未いまだ気け怠だるさの残る体をゆっくりと起こそうとして、とそこでユーリは腹のあたりに妙みような重みを感じて、

「……うん？」

　そこにあった……というか、居たものを見て、ぴしりと硬こう直ちよくする。

　ユーリの腹を枕にしてすやすや寝息を立てて寝こけていたのは、見覚えのある顔。

　昨日の今日で忘れようのない彼女──イーリスだった。

「……ええと、え？」

　混乱で言葉が出てこず、ユーリはただ彼女の無む警けい戒かいな寝顔を注視して──しかし急に気恥ずかしさを感じて目を背そむけると寝ぼけた頭をフル回転させて現状を整理する。

　部屋に入ってすぐに寝たからそれ以降の記憶はないものの、とりあえず意識が落ちる直前まで誰かが入ってきた様子はなかった。ならば、彼女はそれ以降にこの部屋に入ってきて、ここで寝たことになる。

　まあ、そこまでは色々突っ込みたい部分もあるがいいとしても、問題はそれだけではない。

　今までなんとか意識せずに耐えていたが。彼女の格かつ好こうは、その、なんというか……部屋着と思おぼしき白いシャツを一枚羽は織おっている以外は生まれたままの姿という、非常に目のやり場に困るそれなのだ。

「……いや、そりゃよく三文小説に出てくる王様とかは裸で寝てたりするけどさ……」

　必死で目を逸そらしつつも、しかしどうしても視界の端はしに彼女の姿がちらつく。

　血色の良い白い肌は、朝日を受けてまるで光るようで。それはどこか工芸品のような美しさすら湛たたえていて──ユーリの視線は自然と、小さく上下する胸の膨ふくらみだとか時とき折おりもぞもぞと動くその太ももだとかに吸い寄せられてしまう。

　……まずい。これは色々と、まずい。

　動どう悸きが速まるのを感じながら、ユーリがただ石のように固まっていると。

「……うぅん」

　不意に。

　妙みように艶つやっぽい声を漏もらしながら、イーリスが身じろぎをしてゆっくりと瞼まぶたを開け──いまいち焦点のはっきりしないぼんやりとした目でユーリを認めると、

「ふわぁ、おはよう。よく眠れた……？」

　そう言って、焼きたての白パンみたいにふんわりと笑ってみせた。

「ああ、どうも。お陰かげ様さまで」

　そんな彼女の笑顔に一いつ瞬しゆんユーリは心を奪うばわれかけ、しかしすぐに我に返ると、

「……じゃなくて！　君、なんだってこんなところで寝てるんだ!?」

　と、未いまだぽややんとしたままの彼女に質問をぶつける。

　イーリスはというと、そんな彼の質問に不思議そうに首を傾かしげ、

「……何でって、それは……ここ、私の部屋だもの」

　いまいち曖あい昧まいな口調で、それだけ答えた。

「君の、部屋？」

「うん。……ふぁ。正確に言うと、私の執しつ務む室しつの隣の仮眠室なんだけど」

　小さく欠伸あくびを漏もらしつつ続ける彼女に、ユーリは愕がく然ぜんとした様子で、

「ってことは……じゃあ、間違ってたのは俺、なのか？」

　そう呟つぶやくが、しかしイーリスは首を振ってみせる。

「ううん、貴方あなたの部屋よ。臨時だけど」

「けど、君の寝室なんだろ？」

　いまいち嚙かみ合わない会話にユーリが首をひねると、イーリスは当然といった顔で、

「うん。だから、別室を用意するまでは一いつ緒しよにここで寝ましょうってことなのだけれど」

「いやいやいやいや待て待て待て待て」

「何かおかしいかしら。ベッドは広いし、何も問題ないと思うのだけれど」

「問題大有りだよ！」

　顔を真赤にして叫ぶと、ユーリは思わず彼女の肩を摑つかみ──しかし素肌の感触に驚いて慌あわてて手を離すと、きょとんとする彼女から視線を逸そらして続ける。

「……っていうかそもそも。何でそんな格かつ好こうなんだよ？」

「昨日、遅くまで作業してて……。疲れたから」

「いや、疲れたにしたって服くらい着ろって!?」

「え？　けど、お洋服って人に着せてもらうものでしょう？」

「ああもうこのお姫様は！」

　頭を抱かかえるユーリを不思議そうにじっと見つめた後、彼女はやがて何か思い出したように、

「……それよりも、大丈夫？」

　と、そんなことを言いながらユーリににじり寄ってきた。

「全然大丈夫じゃねえよ大問題だよ……」

「？　……よくわからないけど、そうじゃなくて」

　首を振り、彼女は真っ直すぐにユーリの目を覗のぞきこんで続ける。

「寝ている時、何だかとても辛つらそうな顔してたけれど──何かあったのかなって」

　彼女の心配そうな言葉に、しかしユーリはやや複雑気な表情を見せる。

「何でもないって」

「噓うそね。私は、噓を見分けるのは得意なのよ」

「……話すようなことじゃない。ただの、どうでもいい夢だよ」

　一方的に会話を打ち切ろうとするユーリにイーリスはなおも詰め寄ると、

「それも噓。だって、貴方あなた──今にも死んでしまいそうな顔だったもの」

　言って──いきなり、ユーリの体に腕を回し、ぎゅうっと抱きついてきた。

「な、おい、何を……！」

「貴方が相談してくれないから。お仕置き。言ってくれるまで離さないんだから」

「相談って……君には関係ないだろう！」

「関係あるわ。私は貴方の主あるじだもの。臣下の面めん倒どうを見るのだって仕事よ」

「そもそも君が勝手に雇やとったんじゃないか！」

「王というのはいつだって身勝手なのよ。本に書いてあったもの」

　言い合いをしている間もイーリスは全く離れる様子はなく、それどころかむしろ心なしか抱きつく力が強くなっている。
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　勿もち論ろん彼女の腕力は本当に微び々びたるもので、そんなことされても痛くも痒かゆくもないのだが──しかし彼女が体を寄せてくるたびに感じられるその薄布越しの柔らかな感触が、寝起きで高めの体温が、どんどん彼女の意図しない方向でユーリを追い込んでゆき、

「……ああもう！　分かった！　分かったから頼む、離してくれ！」

　結果、ユーリは観かん念ねんしたようにそう声を上げたのであった。

「ふふ。アルニさんに習った拷ごう問もん術の賜たま物ものね」

　それは拷問ではなくどっちかって言うとご褒ほう美び的なアレじゃあないのか、なんて突っ込む余裕すら無い様子のユーリは得意満面の彼女を差し置いて一度深呼吸。やがて心しん底そこ参ったといった表情で、渋しぶ々しぶ語り始める。

「昔の夢をさ、見たんだ」

「昔の……って」

「ああ。昔の……俺がまだ兵隊だった頃の夢さ」

　ユーリの経歴を思い出したのだろう。イーリスは気まずそうに目を伏せて、

「……ごめんなさい。私たちの、せいで──」

「別に、君が気にすることじゃない」

　言いかけた彼女の言葉を制止して。ユーリは少しだけ懐なつかしげな口調になって、続ける。

「『前を見ろ、進むべき未来はそこにしかない』。……昔、俺の乗ってた戦車の車長によく言われた言葉だ」

「……前を」

　頷うなずいて、ユーリはただただ静かにイーリスを見返す。

「俺たちはスヴァイゼのために戦って、スヴァイゼのために──死んだ。けどそれは、俺たちが俺たちの意志で進んだ『前』なんだ」

　重く、鋭い口調。しかしそこに、責めるような響きはない。

「だから俺たちは、俺たちの責任を君に押し付けたりはしない。俺たちは『過去』で、君は『未来』なんだから。君が俺たちに対して後ろめたく思う必要も、そんな権利も──ないんだ」

　確かな意志の芯しんが通ったその言葉に──イーリスはしばし黙だまり込んだ末、

「わかったわ。ありがとう、ユーリ。……『前を見ろ』か」

　顔を上げ、しっとりとした笑みを浮かべた後──確かめるようにユーリの言葉を反はん芻すうする。

「強い、言葉だわ」

「……ああ、そうだな」

　しみじみと呟つぶやいたイーリスに頷うなずき返すと、そこでユーリは少しだけ寂さびしそうな顔になって。

「……でも俺は、全然守れてない」

　そうこぼして、やがてユーリはぽつり、ぽつりと語り始める。

「毎晩、同じ夢を見るんだ。……夢の中で、昔の仲間が俺に言うんだよ。何でお前だけ生き残ったんだ、何でお前は死ななかったんだ、お前も死ねばよかったのに──って」

　瞼まぶたの裏に焼き付く彼らの憎しみに満ちた形ぎよう相そうを、そして、あの顔のない車長のことを思い出しながら──ユーリは続ける。

「それで最後に車長が出てきて、何か言うんだ。いつもそれだけが聞き取れなくて……けど、何となく、恨うらんでるんだろうってことだけは分かる」

「……恨んでる？　どうして？」

「俺だけが、俺なんかが生き残ったから」

　首を傾かしげるイーリスに、ユーリは自じ嘲ちよう気ぎ味みに小さく笑う。

「皆、良い人達だったし──皆、夢を持ってた。夢を持ってて、それを叶かなえるためにあの戦争を生き抜こうとしてた。……俺なんかと違って」

「そんなこと……」

「俺には、あの人達みたいに──人に話せるような夢なんて、ないんだ」

　吐はき捨てるように呟つぶやくユーリに、イーリスは神しん妙みような面おも持もちで問う。

「料理人になりたいっていう夢は？」

　その言葉に、ユーリは逡しゆん巡じゆんするように目を伏ふせる。

「……ああ、そうだな。でもそれだって結局、なんとなく目指してただけだ」

　戦争が、終わったから。することが無くなったから、ただ漫まん然ぜんと目指した目標。

　何もないことが怖こわくて、ただ闇やみ雲くもに縋すがっただけのかりそめの夢。

　そんなものを夢と呼ぶのは、夢を持っている人に失礼だ──と、ユーリは思う。

「あの人達と違って、俺にはきっと生きている意味なんてない。皆は沢たく山さんのものをくれたのに──俺は、何一つ返せない。だからきっと、皆は俺のことを恨み続けてるって……そう思うんだ。思って、しまうんだ」

　ひと通り吐はき出して、そこでユーリははっと驚いた顔になって、俯うつむく。

　ほとんど初対面の、しかも自分より年下の少女に言うような話ではなかった。だというのに──どうしてか。この小さな姫君を前にすると、言わずにはいられなかった。彼女の真しん摯しな眼まな差ざしには、その声には、そうさせる魔ま力りよくめいたものがあるように思えたのだ。

　……きっと、軽けい蔑べつしただろう。きっと、失望しただろう。

　つくづく情けなくて、どうしようもなくて、つまらない人間だ──と。きっと彼女はそう思ったことだろう。

　自分でもそう思うし──何よりそれは、事実以外の何物でもない。




「ねえ、ユーリ」

　不意に掛かけられた暖かな声に顔を上げると、イーリスの瞳ひとみが真っ直すぐにユーリの目を見つめていた。

「『鳩小屋ダーヴズ』……貴方あなたの居た部隊って、どんな所だったの？」

　突然投げかけられたその問いの意図が分からず、ユーリは少し困こん惑わくする。

「どんなって……。君は、知ってるはずだろ」

「知ってるのはあくまで書面上のことだけよ。貴方がどんな場所にいたのかは、知らない」

　ユーリは何か言おうとして、しかしじっと見つめるイーリスに気け圧おされて、小さく息を吐はいた後──やがてぽつり、ぽつりと話し始める。

「……俺は孤児でさ。戦争のせいで、育った孤児院に居られなくなって──行く当てがなくなって軍隊に入ったんだ。俺みたいな少年兵は他の部隊じゃいっつも腫はれ物扱あつかいで──でも、あの部隊は違った」

　そう語る彼の表情は、気付けば少しだけ柔らかなものになっていた。

「まず俺みたいなガキに戦車兵なんて重要な役目を任まかせたのも驚きだったけど……俺の乗ってた車しや輌りようの車長がまた変な人でさ。クソ真ま面じ目めで、頑がん固こ者もので──生なま意い気き盛りのガキだった俺は、いっつも叱しかられてた。……けど、決して理り不ふ尽じんなことで怒られることはなかったし、上う手まく出来た時は褒ほめてもくれた。……他の皆も、そうだった。俺みたいなガキにも真正面から向き合って、一人の人間として受け入れてくれた」

「……いい、仲間だったのね」

「仲間。……ああ、そうだな」

　イーリスの言葉に、ユーリはかすかな微笑ほほえみを浮かべて頷うなずく。きっと、今の自分があるのは──他ならぬ彼らのお陰かげだろう。

「皆、大切な仲間だったって──そう思うよ」

　そう呟つぶやいた言葉には、否定的な響きはなかった。

　そんなユーリを見てイーリスは、小さく微笑ほほえんで。

「……なら、大丈夫よ」

「え？」

　イーリスの瞳ひとみが、太陽のように真っ直すぐにユーリの目を見つめていた。

「貴方が生き残ったことには、ちゃんと意味がある。それがどんなものかは分からないけれど、きっと意味があるに違いないわ。それは、私が保証する」

「保証って……。君に、何が分かるっていうんだ」

　どこかむっとした様子のユーリの言葉に、

「さあ。けど──少なくとも貴方はあんなに美お味いしいオムレツを作れる。今の私にとっては、それだけで十分よ」

　どこか自信に満ちた表情で、イーリスはそんなことを言う。

　その表情に、その言葉に。ユーリはなぜだか、ふわりと心が軽くなったような気がして──そんな胸中を悟さとられまいと、彼女から目を背そむける。

「……そんなの、何の意味もない」

「意味はあるわ。だって」

　イーリスの顔が、ほころぶ。

「だって、私は貴方あなたのオムレツが大好きだもの」

　ああ、まただ。

　この少女はこうやって、とにかく真っ直すぐに心をぶつけてくる。

　だからこそ、偽いつわれない。だからこそ、嘯うそぶけない。だからこそ──彼女を、裏切れないのだ。

　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日に照らされたその笑顔は、きらきらと輝いていて。

　それはまるで──近付く者を灼やき尽つくす、太陽のようだった。
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　さて、そんな昼下がりのこと。

　初仕事としてユーリが任まかされたのは、イーリスの昼食作りだった。

　指定されたのは何な故ぜか四人分。片手で食べられるような軽食を、ということだったのでメニューは炙あぶり牛肉とラクレットチーズのサンドイッチとオムレツのみ。

　人数分を作り終え、皿をカートに乗せて厨ちゆう房ぼうを出るユーリ。

　そんな彼の服装は昨日着ていた地味なジャケット姿ではなく、紺こんを基調とした上着を羽は織おったもの。肩の部分にはイーリスの戦車にあったものと同じ紋もん章しよう、そして『平和を想えMEM　ET　PACIFIEL』という文もん言ごんが刺し繡しゆうされており、見ようによっては軍人か何かに見えなくもない。宮きゆう廷ていをうろつくにあたってはある程度ちゃんとした服装が求められる、ということで渡されたのだ。

　広い宮廷の中、迷いそうになりつつもどうにか指定された部屋に辿たどり着くと、そこは部屋の中央に四角い大机が鎮ちん座ざした、まるで会議室のような場所だった。

「あ、きた。こっちこっち」

　部屋に入ってきたユーリを見て、部屋最さい奥おうに座っていたイーリスはぱぁっと表情を明るくすると手招きしてきた。

「……？」

　よく分からないまま配はい膳ぜんをひと通り終えて彼女の側まで行くと、彼女はゆっくりと卓たくを見回して口を開く。

「皆、注目。お昼ご飯ついでに新しいメンバーの紹介をするわ。……ほらユーリ、自己紹介」

「へ!?　いや、俺は」

　ただのコックだ──と言おうとしたが、しかし言い出しにくい空気が出来上がりつつあったため、ユーリは渋しぶ々しぶ彼女に従って口を開く。

「……ええと、ユーリ・ベルツです。どうも」

　卓を囲むのは着席した四人と、イーリスの傍かたわらに控ひかえたアルニの計五人。彼らの視線が一いつ斉せいに向くのを感じて何だか公開処刑めいた気分になり、視線を逸そらす意味もあってユーリはイーリスの方を見る。

「どういうことだよ、これ」

「ん、言ってなかったっけ。私の私兵部隊よ」

「私兵？」

　私兵。姫君たる彼女が、国としてではなく個人として保有する武装戦力。

　つまり彼らはユーリと同様にして彼女の元に集い、ユーリとは違って彼女と共に世界の裏側で戦うことを選んだ者達──ということだ。

「折せつ角かくだし皆も、一人づつ自己紹介でもしてもらいましょうか。じゃあまずアルニさん……は、もう済ませてるかな」

　イーリスの問いに、ぽんと薄い胸を叩たたいて大おお仰ぎように頷うなずくアルニ。

「ええ。もうユーリさんとはつうかあの仲です」

　ものすごい勢いで適当なことを抜かしているが、突っ込みを入れる心の余裕は今のユーリにはなかった。

「じゃ、あたしからでー」

　と、そう言って手をひらひらと上げて見せたのは、胸元と肩口の開いた艶あでやかな紺こんの長衣を纏まとった一人の女性だった。

　珍しい紅くれない色の長い髪をサイドで結っており、その顔立ちは凍こごえるほどに麗うるわしく、ある種の近寄りがたさを感じさせる──が、しかしその顔いっぱいに広がった人間味溢あふれる親しげな笑みが、彼女の印象をだいぶ柔らかいものへと変えていた。

「フランチェスカ・アシャク・カトレツォーリよ。長くて呼びづらいしフランちゃん、って愛情たっぷりに呼んでいいからね。ユーリくん」

「おいおい、ちゃん付け出来る歳かよ」

「なにおぅ」

　フランに茶々を入れたその男に視線を向けて、ユーリはあっ、と声を上げる。

「……あんた、昨日の」

　腕を組んで座っていたのは、昨日ユーリを案内してくれた男──ヴィルヘルムだった。

「ま、必要ないとは思うが改めて……ヴィルヘルム・シグだ。こちらの暴れん坊お姫様のお守りをしてるしがないジジイさ」

　そう告つげると、ヴィルヘルムはイタズラがバレた子供のような楽しげな笑みを浮かべてみせる。

　二人の自己紹介を見届けるとイーリスは卓たくを見回し、思し案あんげな表情で顎あごに手を当てる。

「さて、あとは……シンは今出払ってるし、とりあえず、最後はバーゼルの番かな」

　イーリスがそう言った、その矢先。。

「ちょっと待って下さい、姫様」

　ゆっくりと立ち上がり、よく通る声でそう遮さえぎったのは──昨日謁えつ見けんの間にも居たあの近この衛え服の少女だった。

　両サイドで纏まとめられた長く美しい銀の髪に、陶器人形のような綺き麗れいな白い肌。ユーリたちと同じ意い匠しようの厚手の制服を着ているにもかかわらずその体つきはしっかり女性的な部分を強調しており、しかしそんな可か憐れんな外見をしていながら、彼女から感じる印象はその腰に提さげたサーベルと同じような──鋭さ。

「私は、こんな得え体たいの知れない奴を入れるのには反対です」

　ちらりとその金色の瞳ひとみでユーリを睨にらみつつ、どうやらバーゼルという名らしい彼女はそんなことをきっぱりと言ってのけた。

「あらあら～嫉しつ妬と？　ま、この前からイーリスってば彼のことばっか気に掛かけてたもんねぇ。うりうり」

「ななな何言ってるのよ！　そんなんじゃないわよ！」

「照れない照れないー」

「照れてない！」

　ぷにぷにと頰ほおをつついて茶々を入れてくるフランの手を払うと、バーゼルはこほんと咳せき払ばらいをした後、再びユーリに鋭い視線を向けてくる。

「……私達は姫様を守る盾たてであり、姫様の敵を打ち払う剣。貴方あなたみたいなよく分からないぽっと出を仲間と認めるわけにはいかないわ」

「いや、俺は単に料理人としてここにいるだけで……」

「下らない噓うそをつかないで。貴方が着てるその制服は、私達だけが着ることを許されたものよ」

「……そうなのか？」

「うん。アルニさん言ってなかった？」

　イーリスにこっそりと尋たずねると、返ってきたのはそんな返事。アルニの方を見ると、わざとらしく明後日あさつての方向を向いて下へ手たくそな口笛を吹いていた。

「ちょっとそこ、勝手に姫様に話しかけない！」

　鋭く声を上げ、びしっと指をさしてくるバーゼル。心なしか彼女の怒りの炎は更さらに燃え上がっているように見える。

「……分かった分かった、じゃあ君の言うとおり、この服は脱ぐからそれで勘かん弁べんしてくれ」

「はぁ!?　脱ぐって……ははは破は廉れん恥ち極まりないわ！　この変へん態たい！」

「いやそういう意味じゃねえよ!?」
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　何を思ったか顔を真っ赤にして困こん惑わくを浮かべたバーゼルに、ユーリは頭を抱かかえる。

　どうやら完全に聞く耳を持たないらしい。どうしたものか。ユーリがやや途と方ほうに暮れていると、

「んじゃあ、いっそお前ら二人で一発勝負でもしてくればいいんじゃねえか」

　割り込んできたのは、今まで楽しげな表情で事態を静観していたヴィルヘルムだった。

「……勝負？　何で私が、こんな奴と」

「いやなに。つまりお前さんの言い分としては、彼の実力をちゃんと見極めたいっつーことだろう。なら、実際にやり合ってみるのが一番いい。違うか？」

「……む、一理あるわね」

　軽い調子で、というかどう見ても面おも白しろがっている様子でそんなことを言ってのけるヴィルヘルム。バーゼルは何やら妙みように納得したふうに頷うなずくとユーリの方をきっと睨にらみ、

「そうと決まれば早速勝負よ！　表に出なさい！」

「ちょっと待て、さっきから何度も言っているようにだな──」

「問答無用！」

　聞く耳も持たぬ様子のバーゼルに、ユーリは途方に暮れてイーリスにすがるような視線を送る。すると彼女は珍しく厳しい表情を見せ、

「バーゼル。ちょっと待ちなさい」

　と、静かにそう告つげた。尤もつとも、フォーク片手にだった為ため威厳もへったくれもなかったが。

「ユーリはまだ来たばかりなんだから、いきなりそんなことを押し付けるのはどうかと思うの」

「う……」

　彼女の言葉ひとつでバーゼルは叱しかられた子供のように肩を落とし、どこか浮いた雰ふん囲い気きだった室内の空気も引き締しまる。素晴らしい統とう率そつ力である。

「だからね、バーゼル」

　イーリスはしゅんとしているバーゼルにふっと優しく微笑ほほえみ、室内を見回す。

　一体何を言い出すのか。ユーリの視線が、そして部屋中の視線が彼女に集まり、そんな中で彼女は、

「とりあえず、勝負はご飯を食べてからにしましょう」

　と。

　至し極ごく真ま面じ目めにそんなことを言ってのけたのであった。
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　どうしてこうなった。

　否いや応おうなしに睡すい魔まを誘さそう春の日差しの下、ユーリの脳のう裏りではただそんな言葉だけが行ったり来たりしていた。

　王おう立りつ府ふ中庭の一角にある、訓練用の区画。平らに均ならされ固められた地面の上で、ユーリは刃を潰つぶした訓練用の長剣を片手に疲れたような表情を浮かべ立っていた。

　対面しているのはそんな彼と対照的に凄すさまじくやる気に満ちた様子のバーゼル。周囲には、真昼間だというのに酒につまみに菓子にと用意してすっかり観戦モードなヴィルヘルムにフラン、アルニ、そしてイーリスの姿も見える。人の苦労も知らずに全くいいご身分である、とユーリは額ひたいをひくつかせるがそんな怨おん念ねんが彼らに通じた様子はない。残念極まりなかった。

「よし、お二人さん準備は良さそうだな」

　声を掛かけてきたのは、審しん判ぱん役を買って出たヴィルヘルムであった。

「ルールは……まあ、正式な試合の形式に則のつとってもいいんだが色々面めん倒どう臭くさいしな。とりあえず降参した方が負けってことでいいだろう」

「適当だな……」

　適当、というかもはやルール無用の殴なぐり合いじゃあないか──と一人苦にがい顔をしながらユーリは対面するバーゼルを見つめる。ユーリと同じく訓練用の軽けい鎧がいを装着し、手には一本の肉厚なサーベル。長い銀の髪は陽光を反射して七色に煌きらめき、その立たち姿すがたはなんだか神話の戦いくさ乙女おとめのような神こう々ごうしさすら感じさせた。

　さてどうしたものか、とユーリは気き合あい十分な彼女の姿を見つめながら考える。

　いくら売られた喧けん嘩かであるとはいえど、目の前に居るのは自分とそう歳も変わらない、可愛かわいらしいお嬢さんだ。そんな彼女相手に刃やいばを向けるというのは色々と抵抗があった。

　肩けん章しようを見るにどうやら彼女はイーリスの近この衛えらしい。となれば多少の実力はあるのかもしれないが──こちらとて、腐くさっても元【戦争殺し】。白はく兵へい戦せんの訓練だって一通りは積んでいる。

　彼女には悪いが、勝負にならないことは自明であろう。

　脇に立つヴィルヘルムに、ユーリはおずおずと手を挙げる。

「……なあ、流石さすがにハンデ抜きってのはちょっとどうかと思うんだが」

「ん、確かに一理あるな。どうだ、バーゼル」

　ヴィルヘルムは納得した様子で顎あごに手を当てると、そう言ってバーゼルへと向く。彼女は意外にもあっさりと頷うなずくと、

「そうね、確かにハンデ抜きじゃ騎き士し道どうに反するってものだわ。いいでしょう」

　なんといきなりその手に持っていた模も造ぞう剣を放り投げ、腰に差していた短剣を鞘さやごと引っこ抜いて構えてみせる。

「これでどう」

「いやいやちょっと待て!?」

　驚いて声を上げたユーリに、バーゼルは露ろ骨こつに顔をしかめる。

「何よ、これ以上甘くしろって言われても困るわよ？」

「そうじゃなくて！　なんで君の方がハンデ背負ってるんだよ!?」

「あん、そんなの決まってるじゃない。私のほうが、貴方あなたよりも強いからよ」

　自信満々に言って豊かな胸を張るバーゼル。ユーリは困り顔でヴィルヘルムを見るが、しかし彼は黙だまって肩をすくめてみせるのみ。

「……ああもう、本当に、なんだってこんなことに」

　そもそも、ユーリとしては勝つ必要は全くといっていいほどないのだ。自分は料理人であって、兵隊じゃあない。負けた上でそれを改めて説明すれば流石さすがに彼女だって分かってくれるだろう。そう思うと、適当に付き合ってさっさと降参した方が互いの為ためじゃあないのか──なんて、ユーリが漠まん然ぜんとそんなことを考えていると。

「んじゃそろそろ始めるぞ。両者、抜ばつ刀とう─、構え」

　どこか気の抜けたようなヴィルヘルムの声に、ユーリとバーゼルは向い合って剣を構える。

　かちゃりと装具が擦こすれる音だけが響く、一いつ瞬しゆんの無音。そして──

「始め」

　ヴィルヘルムの開幕の合図と、ほぼ同時。

　ぞくり、と。

　兵士であった頃の本能めいたものが警けい鐘しようを鳴らすのを感じてユーリはとっさに剣を構え──その刹せつ那な。

　僅わずかに視界に捉とらえられたのは、雷のように迸ほとばしる銀色の光。

「うおあっ!?」

　間をおかずに、鋭い衝しよう撃げきが腕に伝わるのを感じてユーリはたまらず後ろへと跳とぶ。

　どんな魔ま法ほうを使ったのか。信じられないことにバーゼルは、およそ五メートルはあったはずのユーリとの間合いをたったの一歩で詰め、そのままに剣撃を放ってきたのだ。

　振りぬいた姿勢からくるりと体を反転させ、幸運にも一撃を凌しのいだユーリを真っ直すぐに見つめるとバーゼルは小さく舌打ちをする。

「一撃で決めてあげようと思ったのに、往おう生じよう際ぎわが悪いわね」

　物ぶつ騒そう極まりない一ひと言ことにユーリはちょっと待て、降参──などと言いかけて、

「けど、いつまで保もつかしら！」

　間かん髪はつ入れずに繰り出された突きをなんとか凌ぐのが手一杯でそれどころではない。

「ああそうだ、言い忘れてたけどユーリ君よう」

「っ、なんですか!?」

　不意に外野から投げかけられたヴィルヘルムの言葉に息を切らせながら聞き返すと、

「そいつ魔ま法ほう騎き士しだからよ、あんまり油断してると死ぬぞ」

「はぁ!?」

　返ってきたそんな言葉に、ユーリは一気に全身から血の気が引くのを感じた。

　魔法騎士。それはどの国においても、高度な魔術運用と高い基礎戦せん闘とう力を両立させた精せい鋭えいの魔術師たちに対して送られる称しよう号ごうだ。

　彼らの戦闘力は通常の兵士とは桁けた違いで、熟じゆく練れんの魔法騎士ともなれば戦車とすら一対一で渡り合うとまで言われているほどである。

　だが、いくらなんでも、こんな少女が──

「鈍のろい！」

　ユーリの困こん惑わくを断ち切るかのように、剣撃が繰り出される。

　彼女の一撃はそのどれもが、どこからそんな力が出ているのかと思うほどに重く鋭い。油断して直撃を食らえばどうなるか。……少なくとも、痛いじゃあ済まないだろう。というか、当たりどころが悪ければ本当に死にかねない。

　ユーリは、彼女への認識を改める。可愛かわいらしいお嬢さんだなんて、とんでもない。

　彼女はただひたすらに──戦士以外の何物でもなかった。

「……くそ！」

　すんでの所で攻こう撃げきを捌さばき続けながら、しかしじわりじわりと圧おされていくユーリ。短い短剣にもかかわらず、バーゼルは巧たくみに間合いを詰めてくる。

　魔ま術じゆつなしですら、この戦せん闘とう力。はっきり言って埒らち外がいもいいところである。

　防戦一方のユーリに状況を打開する手立てはなく──やがて、下段からの振り抜きざまの斬きり上げに運ばれ、彼の剣は大きく弾はじかれその胴どうはがら空きに。仰のけ反ぞったはずみに眼鏡めがねがずれ、そのまま地に落ちる。

「貰もらった！」

　斬り上げから続く動作で振り下ろされる袈け裟さ斬り。それは狙ねらい過あやまたずにユーリの右肩を打ち据すえようとして──しかし、その時。

「……なっ!?」

　すんでの所でユーリは身をよじってそれを避けると、不ぶ格かつ好こうに転がりながらバーゼルと距離をとる。

　と、そこで──

「はいそこまでな、バーゼル」

　横合いから挟はさまれたヴィルヘルムの声に、追いすがろうとしたバーゼルの足が止まった。

「何よ、イイトコロだったのに」

「なーにがイイトコロだよ、本気でいってたろお前。熱くなりすぎだ」

　呆あきれたような口調のヴィルヘルムに、しかしバーゼルは憮ぶ然ぜんとした表情を返す。

「……そうかもしれない、けど、このくらいしないと意味がないわ」

　そう言って口をとがらせる彼女を放ってヴィルヘルムは外野のイーリスに振り返ると、

「姫様はどう思うよ？」

　そんな問いに、イーリスはうーんと唸うなった後、一ひと言こと。

「うーん、ちょっとやりすぎかな」

「はうっ!?」

　そんな鶴つるの一声だけで、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せていたバーゼルの表情はすっかりふにゃあと悲しげに歪ゆがむ。彼女はしばし肩を落とした後、

「……ひっ！」

　ユーリの方を凄すごい形ぎよう相そうで睨にらみつけ、やがて深いため息をついた後彼女はくるりと短剣を翻ひるがえしそのまま腰のホルダーに収めた。その後はたと気付いた様子で足元に落ちていたユーリの眼鏡めがねを拾うと彼女は大おお股またでユーリへと歩み寄り、

「ん」

　無言で眼鏡を押し付けると、ぷいと顔を背そむけて小さな声で、

「その……悪かったわね。頭に血が上のぼりすぎたわ」

「あ、ああ……」

　言葉と裏うら腹はらに、しかし彼女の眼光は依然鋭い。気け圧おされているユーリを見上げるようにしてその金の瞳ひとみが彼の銀の瞳を射い抜ぬき、次の瞬しゆん間かん──ぐっ、とユーリの胸元を摑つかんで引き寄せると、鼻先が当たりそうな距離までその顔を近付けた。

「なっ……!?」

「けど、一つだけ確かめさせて。さっきの最後の一いち撃げき──貴方あなた、どうやって避よけた？」

「……！」

　その問いに、ユーリは息を吞のむ。

「あのタイミングで、あの角度。避けるのはおろか、反応することすら無理だったはずよ。だというのに貴方、私の攻撃を見た時……いえ、見る前から既すでに避けようとしていた。……一体どんな手品を使ったっていうの」

「……さあな、偶然じゃないのか」

　詰きつ問もんするような調子の彼女から視線を逸そらし、ユーリは平たい笑みを浮かべる。

「君の攻撃なんて全然見えなかったし、ましてや避けるなんて考えもしなかったぜ。どう考えても完敗だった」

　そんなユーリの返事に彼女は眉み間けんを険けわしくしたが、やがて小さく肩をすくめ、まあいいわ、と小さく呟つぶやく。

「……何にせよ、貴方が何かしら姫様の役に立つだろうってことは分かったし。もう言うことは何もない」

　やや不満気ながらも彼女はそう言ってくるりと背を向けると、

「バーゼル・フォン・ロッテンマイヤー。姫様の近この衛え騎き士しよ」

「え？」

「……察しが悪いわね。まだ自己紹介してなかったでしょうが」

「ああ……そりゃご丁てい寧ねいに、どうも」

　呆ぼう然ぜんとしながら頭を軽く下げ、ユーリはつい、

「なんだか、厳いかつい名前だな」

　と、考えたことをそのまま口にしてしまう。刹せつ那な、ユーリは首くび筋すじにひやりとしたものが触れるのを感じて視線を動かすと──そこに、短剣の柄つかがぴたりと当てられていた。

「次に同じことを言ったら、刃を当てるわ」

　吐と息いきが掛かかりそうな距離まで詰め寄るバーゼルの表情は険けわしい。どうやら盛大に地じ雷らいを踏んだらしいと理解し、ユーリは素直に謝あやまることにする。命は大切にする性分なのだ。

「……悪かった、すまん」

　その言葉にとりあえず気が済んだのか、ふん、と不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすとバーゼルは再び短剣を収める。そんなバーゼルにぽつりと、

「私はかわいい名前だと思うんだけどなぁ」

「な、姫様!?」

　呟つぶやいたイーリスに顔を真っ赤にするバーゼル。その表情からは先さき程ほどの剣けん幕まくは消え失せ、すっかり歳とし相そう応おうの少女のものに変わっていた。

　あれだけの目に遭あわされて色々と言いたいこともあったが──しかしそんな彼女の横顔に、ユーリはついつい苦笑を漏もらしてしまう。

　そんな二人を眺ながめつつ、イーリスはにこにこしながら、

「ま、ともあれふたりとも打ち解けたみたいだし、一件落着ってとこかしらね」

「勘かん違いしないでください姫様！　私は別に……！」

「いーからいーから。うーりうーり」

　何か言おうとするバーゼルを、その後ろからにょきっと現れたフランチェスカが抱きかかえて押し止める。何やら短い悲鳴が聞こえた気がしたが、あまり気にしないことにした。

「ねえ、ユーリ」

　イーリスの声に、ユーリは彼女の方を見る。彼女は少しだけ躊躇ためらうようにした後、ユーリにおずおずと手を差し伸べて、

「……これから宜よろしくね、って、言ってもいいかな」

　やや困ったような微笑を浮かべてそう問うたイーリスを。周りで楽しげに騒ぎ散らしているフランチェスカたちをを眺ながめながらユーリは小さなため息混じりに頷うなずくと、

「ああ」

　短くそう返し、彼女の手を取ろうとして──そこでやっぱり躊躇って。

「……でも、あくまでコックとしてだからな。荒あら事ごとは勘かん弁べんしてくれ」

　そう言って少しだけ視線を外はずすと、差し出されたその手にこん、と拳こぶしを軽くぶつけてみせた。
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　……とまあ、綺き麗れいに話が済んだかというと、そうでもなかった。

「……はあ」

　あれから一週間ほどが経たち、すっかり慣れ親しんだ調理場で朝食の支し度たくをしながら、ユーリはひときわ大きなため息をついていた。

　横で手伝ってくれているアルニが、きょとんとした顔でユーリを見る。

「おや、どうしました、そんな陰いん気き臭くさい様子で。お腹でも壊こわしましたか？」

「何でもないです」

「ダメですよ、胃腸炎の人が厨ちゆう房ぼうにいたりしたらパンデミックしちゃいますから」

「だから違うと」

「きゃん」

　軽くデコピンを打ち込むと、大おお袈げ裟さに額ひたいを押さえて数秒ほど呻うめいた後、けろりとした顔でユーリに向き直る。オーバーリアクションにもほどがあった。

「で、実際何かお悩みですか？　職場の悩みとかなら相談に乗りますよ？」

「同どう僚りようがめちゃくちゃ鬱うつ陶とうしくて困ってるんですけど、どうしましょう」

「なるほどなるほど。それはきっと、まだ職場に馴な染じめていないユーリさんを気き遣づかう同僚さんの優しさゆえですね。さあ感謝なさい」

「あーはいどーもどーも」

　無い胸を張る彼女にぞんざいにそう返すユーリ。

　とはいえユーリの方としても、認めたくはないがアルニに対して有難いと思う気持ちがあるのも事実であった。実際彼女は色々とちょっかいを出してきつつもユーリに対してここでの勝手を教えてくれているし、こうして度たび々たび寄ってきては話し相手にもなってくれている。いい先せん輩ぱい、といえばいい先輩と言えよう。

　アルニとの会話で気が紛まぎれたこともあり、軽く一ひと息いきついてユーリはぽつりと呟つぶやく。

「……ま、同僚関係の悩みではあるんですけどね」

「というと？」

「あれから、バーゼルに会うたびにめっちゃ睨にらまれるんです。殺されそうなくらい」

　悩みというのは、他でもない彼女のことであった。

　別に、何か言われたり殴なぐりかかってきたりするというわけではない。ただ廊下ですれ違うたびに、サーベルの切っ先のように鋭い視線を向けてくるのだ。

　ユーリの言葉にうんうんと頷うなずくと、アルニはぴんと人差し指を立てて告つげる。

「あー、そりゃアレですよ。恋ってやつです」

「絶対違うと思うんですけど」

「冗談です」

　この少女はいちいち前置きが長いというか、本題に入る前に迂う回かいしないと気が済まない病気らしい。半眼で睨にらむユーリに、アルニは気楽そうに手をひらひらと振って笑う。

「まあ、別に特段気にすることはありませんよ。あの子も難しいお年ごろですからね、大好きな……もとい敬愛する姫様に変な虫が寄らないよう警けい戒かいしてるんでしょう」

「変な虫って」

　ニヤニヤしながら無言で両手の人差し指を向けてくるアルニの表情は、ここ最近でも一、二を争うほどに鬱うつ陶とうしかった。

「いやー、貴方あなたがお嬢様と同どう衾きんしたって言ったら顔真っ赤にしてましたからね。かわいいもんですよ全く」

「あんたが元げん凶きようかよ!?」

「思わず口が滑すべっちゃいました。てへっ」

　拳こぶしをこつん、と頭に当てて舌をぺろりと出してウインク。神経を逆さか撫なでするスキルでは彼女に敵かなう者もそうそう居るまい。居てたまるか。

「ちなみにあの日、どこまで行きました？　まさか出会って即日でごにょごにょなんてことはないと思いますがお嬢様は可愛かわいらしいし男は野や獣じゆうですからね。とは言えまあ私としても立場上はそういったことに苦言を呈ていさなければいけないとも思うのですがいやしかしお嬢様もいい加か減げんそういった人生経験をお積みになってもよろしいのではないかなーなどなどなどと」

「何もありませんて」

「おや意い気く地じのない。それでも男の子ですか」

　何様なんだろうか、この人は。すっかり体力を消しよう耗もうしきって、ユーリは長いため息をつく。ため息をつくと幸せが逃げるなんて言葉があるが、だとしたらこの数日でどれほどの幸せが大気中に拡かく散さんしてしまったのか。計り知る術すべはなかったし恐らく考えても落ち込むだけだ。

「本っ当にゲスですねアルニさん」

「まあデキるメイドの嗜たしなみって奴ですから」

「もう絶ぜつ滅めつした方がいいんじゃないですかそんな職業」

「あっはー」

　なんて下らない話をしながらも、ユーリは盛り付けの手を動かし続ける。割ったらどうなるのか見当もつかない上等そうな白皿にオムレツとソーセージを乗せていく。

「おやおや、手て際ぎわがよろしいですね。流石さすがプロのお仕事」

「褒ほめても何も出ません、それよりこれ、運んで下さい」

「お任まかせ下さい」

　とんと胸を叩たたくと、アルニはひょいひょいと慣れた手つきで皿を両腕に六枚乗せ、軽い足取りで歩き出す。流石さすがにデキるメイドを自称するだけはあるなと少し感心していると、

「はうっ!?」

　いきなり目の前で盛大にコケそうになって、ぎりぎりの所で踏ん張っていた。

「……大人おとなしくカート使って下さい、危ないんで」

　……前言撤てつ回かい。

　ひょっとしたら、ただの駄メイドなのかもしれない。
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「あ、ユーリ。今日、ちょっと出しゆつ撃げきすることになったから」

　あれから、イーリスの執しつ務む室しつに朝食を運んだ時のこと。

　まるでその辺の公園にでも出かけるような気軽さでお出しされたそんなイーリスの言葉に──ユーリはしばし思考を途と絶ぜつさせた後、

「……出撃？」

　と、オウム返しで返していた。

「そ、出撃。この前ちょっときな臭くさい噂うわさ話を聞いてね。暇ひまだし、一度出向いて確認しておいたほうがいいかと思って」

「きな臭い噂って、どんな」

　尋たずねながら執しつ務む机の脇に朝食を並べるユーリ。今日の朝は白パンとハムサラダ、そしてオムレツとソーセージという『姫君』の朝食にしては簡素な献こん立だてだったが、これは本人の要望でもあった。

「んーとね。どうも、東の国境あたりで変な取引がされてるんじゃないかって話があってね」

「変な？」

　首を傾かしげるユーリに、これまた同じように首を傾げるイーリス。なんだか小動物みたいである。

「国中に撒まいてる密みつ偵ていさんたちの報告でまだ詳くわしい内容は上がってきてないんだけどね。どうも国境監かん視し哨しようが食料……しかも、干し肉だけを頻ひん繁ぱんに買い付けてるらしくて」

　なんだか聞き覚えのある話──というか。

「なあ、イーリス。それ多分、俺の地元だ」

　苦にがい顔でユーリが告げると、イーリスは書類を観み直なおして声を上げる。

「え？　……あ、ほんとだ。気付かなかった」

「……で、その干し肉問題がどうしたって言うんだ？　別に大した問題じゃないだろ」

　促うながすように問うユーリにイーリスはうーんとはっきりしない様子で唸うなる。

「確かにね、実際だからどうって話でもないし……けど、なんだか気になるの。今あなたが言ってくれたこともあるし」

「え？」

　目で問うユーリに、イーリスはぴんと人差し指を立てて答える。

「あなたと初めて会った時。あの時もこの辺あたりで、エスタリヒの軍隊が不戦地帯に立ち入っていたでしょう。……歩兵の斥せつ候こう部隊程度ならまだしも、戦車まで引き連れて。いくらなんでもあの規模で国境警けい備びの監かん視しを抜けてくるなんて、変だわ」

「……それと干し肉が、関係あるって？」

「そう」

　妙みように堂々と答えるイーリスに、ユーリは半眼で問うてみる。

「理由は」

「勘かんよ」

「そりゃいいな、信用できそうだ」

　脱力して肩をすくめるユーリを特に気にしたふうもなく、イーリスは続ける。

「ともあれ、そういうわけだから──突然だけど今日から出で掛かけてくるわ。多分明後日あさつてくらいには戻ってこれると思うから、それまでアルニさんの相手でもしてあげてて」

「……俺は、行かなくていいのか？」

　意外そうに問い返すユーリに、イーリスは苦笑しながら頷うなずく。

「今は丁ちよう度ど大勢出払ってる時期だからね、正直少人数で行くのは不安だし、来なくていいって言えば噓うそになるけど……でも、私は貴方あなたをコックとして雇やとうと約束したから。無理強じいはできないわ」

「……そりゃ、そうだが」

　イーリスの答えに、ユーリは逡しゆん巡じゆんするように目を泳がせる。正直に言えば、イーリスの話に少しだけ不安を感じていたのだ。

　別に、何事もないかもしれない。この前ギリアムが言っていたように、国境警備隊がたまたま兵ひよう糧ろうの貯蔵に神経質になっているだけかもしれない。所しよ詮せん、根こん拠きよはイーリスの勘かんだけなのだ。心配する必要など何もない──と、思うのだが。

　ユーリの頭にちらつくのは、あの夢。

　もしも万が一、何かが起こっていたら。またあんなことが繰り返されるかもしれない。

　……そんなのは、嫌いやだ。

「……イーリス。やっぱり俺も、一いつ緒しよに連れて行ってくれないか」

「え？」

　意外そうに目を丸くするイーリスに、ユーリは取り繕つくろうように視線を外はずしながら続ける。

「……あそこには、世話になった人が大勢いるんだ。だから、君が行くならついでに行って、改めて挨あい拶さつしておきたいんだが……ダメか」

　ユーリの言葉にイーリスは目を瞬またたかせ──やがてその表情がぱあっと明るくなる。

「ダメじゃないわ。うん、大歓迎。ふふ、ありがとう、ユーリ！」

　その太陽のような笑顔がなんだか眩まぶしくて、ユーリは顔を背そむけつつぶっきらぼうに返す。

「別に、君たちに協力するってわけじゃない。便びん乗じようするだけだ」

「うん。ありがとね、ユーリ」

　……どうやら、敵かないそうになかった。

「そうと決まれば、ごはん食べたらすぐに準備しましょうか。アルニさん」

「はいはーい」

「うわ!?」

　イーリスがそう言った次の瞬しゆん間かん、間かん髪はつ入れずにドアを開けてアルニが入ってくる。どうやらずっと控ひかえていたらしい。

「そろそろシンがエスタリヒから戻る頃だし、アルニさんは待機で。皆には、昼ごろ出るって伝えておいて」

「了解でっす！」

　びしりと敬礼を決めてアルニは踵きびすを返し、ユーリとすれ違ったところで軽く頭を下げて、

「それじゃ、何かあったらお嬢様のことをよろしくお願いします」

　とだけ言い残してそそくさと去っていく。

「……何かって」

　あるわけないだろ、と、ユーリはひとりごちる。

　そうだ、何事もなく行って、帰ってくるだけのこと。何事もあるわけがないのだ──と、自分に言い聞かせる。

　そうしないと、余よ計けいなことばかり考えてしまいそうだった。
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　兵員輸送用トラックでの約一日の旅路を経て、イーリスらが東部国境の町トルッカに辿たどり着いたのは翌日の午前だった。

　そのまま国境監かん視し哨しようまで行ってしまっても良かったのだが、ユーリの用もあるため一度町で車を停め、情報収集をして回ることに。

　とまあ、そんなわけで。ユーリはおよそ一週間と少しぶりにギリアムの食堂に顔を出していた。




　今日は休業日だったが、しかし突然の来訪にも構わずギリアムはユーリを迎え入れてくれた。

　人のいないカウンター席に腰掛かけて、ギリアムは二人分のコーヒーを注いだ後ユーリに向き直る。

「……しっかし驚いたな、何だって急に戻ってきたんだお前。やっぱりクビになったか」

「違いますよ。姫君の用事に一いつ緒しよにくっついてきただけですって」

　ユーリの答えに、ギリアムの眼めの色が変わった。

「姫君の!?　ってことは姫君が来てるのか、この田舎いなか町に!?」

　獲え物ものを見つけた熊のようなその形ぎよう相そうに及び腰になりつつ、ユーリは慌あわてて首を横に振る。

「いえ、俺達はあくまで使いで来ただけなんで、姫君本人はここにはいないですって」

「……そうか、残念だ」

　心底残念そうな声音で肩を落とすギリアムに若干罪悪感を感じつつも、下へ手たなことを言うと混乱のもとになりそうなのでユーリはとりあえずそう告つげておくことにする。

「ところで、隊長殿」

「だーから呼び方。で、何だ？」

「この前の、国境監かん視し哨しようからの注文についてちょっと訊ききたいことがあるんですけど」

「ん。ああ、あれか……ってそうだ、おいユーリ」

　いきなり怖こわい顔になるギリアムに、ユーリはたじろぐ。

「お前、この前の配達分納品しなかったらしいじゃねえか。どういうことだ」

「……あー……」

　そういえば、そうだった。配達トラックこそイーリスが手を回して弁べん償しようしてくれていたものの、配達のほうは結局それっきりである。

　どうしたものか、とユーリは逡しゆん巡じゆんし、とそこで一つ閃ひらめいたことがあった。

「それって、まだ配達済んでないですよね」

「だからそう言ってんだろ。俺も店があるからなかなか国境まで出られねえし、滞とどこおったままだ」

「なら、今日俺たちが運んできます」

　国境監視哨の兵士たちがもしも、本当に何かしらの悪事を働いていたとしたら。イーリスが馬鹿正直に正面から名乗りを上げて入ろうとしても拒否されてしまうかもしれない。

　だが、配達を偽いつわって入り込めば──というのが、ユーリの案だった。

　だがそんなユーリの言葉に、ギリアムはバツが悪そうな顔で頭をかく。

「別に、そういうつもりで言ったんじゃねえよ。お前さんがたは姫君の用事で来てんだろ。いくらなんでもその最中にそんな野や暮ぼ用させる訳には……」

「大丈夫です。どうせ俺達も国境まで行くんで」

　言い張るユーリに、ギリアムはなおも何か言いたげに口を曲げ──やがて、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で腕を組む。

「そこまで言うんなら、頼むわ。……なんだか、すまんな」

「お安い御用ですよ」

　と、それきり、暫しばらく会話が途と絶だえて沈ちん黙もくが流れる。

　昼下がりの、二人以外誰もいない食堂。

　ユーリに背を向けて棚たなの整理を始めたギリアムを眺ながめつつ、ユーリはコーヒーをすする。

　泥どろのように苦にがいギリアムのコーヒーは、久々で──どこか懐なつかしく感じられた。

「……なあユーリ。姫君んとこでの仕事は、どうだ」

　背を向けたまま、さりげない調子でギリアムが問う。

「色々と大変ですけど、楽しくやってます」

「そうかい。ならいい」

　何気ない、短いやりとり。しかしそれがギリアムなりの気き遣づかいなのだと、ユーリは知っている。

　軍隊にいた頃──『鳩小屋ダーヴズ』が全ぜん滅めつし、一人生き残ったユーリが彼の部隊に配属されてきた時も、彼はこんな調子で接してくれた。塞ふさぎこんで、ダメになりかけていたユーリを引き起こしてくれた彼は『鳩小屋』の皆と同様、ユーリにとっては第二の家族のような存在であった。

　彼だけではない。たったの二年とはいえ、この小さな街の人々は皆、ユーリを温かく育ててくれた。

　だからこそ、とユーリは思う。

　だからこそ──彼らが再びあの戦火に見舞われることがあって欲しくはない。




「なあ、ユーリ」

「はい？」

「お前は、姫君のことをどう思ってる？」

「ぶっ！」

　唐とう突とつなそんな質問に、ユーリは思わずむせ返った。そんな彼の様子を見て、ギリアムは呆あきれた顔になる。

「そういう意味じゃねえよ。姫君はどんな人柄のお方なのかってことを訊きいてんだ。……っていうかてめえ、姫君相手に何考えてんだよ。罰ばち当あたりにも程ほどがあるだろーが」

「……ですよね……」

　もっとも過ぎる突っ込みである。どうやら、日頃のアルニさんの振る舞いに慣れすぎて発想が彼女寄りになっていたようである。何たることだろうか。

　心を落ち着けるようにコーヒーをあおるユーリを見て、ギリアムはどこかほっとした様子で笑う。

「ま、お前の反応で分かったよ。お前が納得できるようなお人柄なんだな」

　そんなギリアムの言葉に、ユーリは表情を和やわらげて頷うなずく。

「……はい。真っ直すぐで、素敵な方です」

　真っ直すぐで、全力で。

　だから──折れてしまった自分からしてみれば、ひどく眩まぶしい。




　飲み干したカップをかちゃりと置いて、ユーリは立ち上がる。

「それじゃ、そろそろ行きます。コーヒー、ご馳ち走そう様でした」

「おう」

　こちらに顔を向けないまま、そっけなく返事を返すギリアム。その大きな背中を見つめて、ユーリは少しだけ考えたあと、

「行ってきます」

　とだけ声を掛かけて踵きびすを返そうとして。

「おい、ユーリ」

　と、ぶっきらぼうに呼び止められて振り返ると──急に何かを投げつけられて、慌あわててそれをキャッチする。

　大きめの、白い布──広げてみるとそれは、真新しいエプロンだった。よくよく見れば、端はしにはユーリの名が刺し繡しゆうされている。

「これって」

「お前が一人前になったらやろうと思ってたんだがな。置いといても邪じや魔まだし、持ってけ」

　そう告つげるギリアムの背中と手元のエプロンを見比べて。胸の奥からこみあげてくるものを感じながら、ユーリはエプロンをぎゅっと摑つかむ。

「……ギリアムさん。今まで、お世話になりました」

「ああ。ま、気が向いたらまた顔でも見せろ。茶くらいは出してやる」

　こちらに顔を向けることなく、そう言ってひらひらと手を振るギリアム。

　その背に深々と礼をして──ユーリは食堂の扉を開け、一歩を踏み出したのであった。




　　　　　■




　その日の午後、空が朱しゆを帯び始めた頃のこと。

　町を出たイーリスらは、件くだんの国境監かん視し哨しようを目指して不戦地帯を移動していた。

　平地部を抜け、山間の高地を進んでいると、

「……見えてきたな。あそこが、監視哨だ」

　運転席のヴィルヘルムのそんな言葉に、助手席のユーリは窓の外を見る。すると、進行方向に見えてきたのは石造りのアーチ橋とさらにその先──山間の谷の中腹に張り付くようにしてひっそりと建つ、小さな砦とりでだった。

　大昔に造られたものをそのまま利用しているのだろう。その外壁には何箇所も補修の跡あとがあり、周囲に点在するトーチカにしてもマトモに手入れがされている形けい跡せきはない。スヴァイゼ東北部の突端──通称を『三つ首トライセプス』とも言う、北西をヴィマール騎き士し連れん邦ぽう、東をエスタリヒ公こう国こくに挟はさまれたこの要よう衝しようの監かん視し哨しようとしては、やや頼りない印象を受ける。

　森林の中に埋まるように建ったそのありさまは、まるで自然に飲み込まれたようだ──などと、ユーリがぼんやりと思っていると。

「そこの車、止まれ」

　見てみると、スヴァイゼの軍服を纏まとった男が二人、砦とりでに続く橋の前で停止の合図を送っていた。

「何の用だ、進入許可は得ているのか」

「あー、俺達はこういうもんでな」

　駆かけ寄ってきた兵士たちにヴィルヘルムが差し出したのは、ギリアムに貰もらった干し肉の注文書だ。

　それを見た瞬しゆん間かん、兵士たちの表情がわずかに変わった。

「……ふむ。ちょっと待っていろ」

　そう言うやいなや、彼らは門に取り付けられていた無線機でどこかに連絡を始める。

　しばらく様子を窺うかがっていると、なにやら激しい口論のようなものまで聞こえてきた。ただの事務連絡にしては、どうにも穏おだやかでない。

「なあ、こいつはちょいとマズいんじゃないのか」

「……えーと」

　ヴィルヘルムの言葉に、若じやつ干かん冷や汗が流れるのを感じながら彼らの動向を見守っていると──やがて、砦から一人の男性──恰かつ幅ぷくのいい、穏やかそうな中年士官が出てきた。

　緊張の面おも持もちのユーリらに、男はしかし、一礼すると小さく微笑ほほえんで告つげる。

「お待ちしておりました。姫君の使いの方──ですね。私はこの砦を任されております部隊長のワルターという者です。どうぞ、お入り下さい」

　その態度に、ユーリとヴィルヘルムは顔を見合わせた。




　　　　　■




　トラックから降り、イーリスらが案内されたのは砦内部の会議室らしき大部屋だった。

　壁には兵士たちの私物であろう写真や小物が節せつ操そう無く掛かかっており、中央の長い会議机には黒と白の駒こまが並んだゲーム盤が、配置を見る限り対戦途中のままで放置されている。兵士たちの間で広く遊ばれている『スコアレット』というボードゲームだ。ユーリも、かつて軍に居た頃は何度か触ったことがあった。

　ルールは単純。『戦車』と『歩兵』と『魔ま術じゆつ師し』の三種類、計十八個の駒を動かして相手の拠きよ点てんを占せん領りようする、というもの。

　『歩兵』は頑がん強きような装そう甲こうを持つ『戦車』に敵かなわず、『戦車』の装甲は『魔ま術じゆつ師し』の魔術に撃うち抜かれ、逆に魔術の使用に集中を要する『魔術師』は『歩兵』に蹂じゆう躙りんされる。

　この有利不利は多少のデフォルメこそあるものの実際の戦場においても基本的な考え方であり、それ故ゆえに士官学校の授業などでも取り入れられているとか、いないとか。

「どうぞ、お掛かけ下さい」

　ワルターの言葉に従い、イーリスは静かに長机の端はしの席についた。他の面々も席につく中、バーゼルはイーリスの側に立ったまま、同じく着席したワルターを注視している。

　両端に着席し、無言のままに向かい合うイーリスとワルター。そんな二人に視線を戻し、ユーリは固かた唾ずを吞のむ。

　先ほどワルターは、「待っていた」と言っていた。であれば彼はイーリスたちが訪れるであろうことを何らかの手段で察知していて、それでなお、イーリスたちを招き入れることを選んだということになる。

　それはつまり──先手を取られたにも等しい。もしも彼らがクロであったなら、彼らは既すでに何らかの準備を講じていると見て間違いないだろう。

　イーリスはどう出るか。ユーリが彼女の方を一いち瞥べつすると、その瞬しゆん間かん。

「私達は、この砦とりでで不ふ審しんな取とり引ひきが行われているという噂うわさを聞いて来ました」

　開口一番に彼女が切り出したのは、そんな言葉だった。

「おい、イーリス！　いきなりすぎる……！」

　慌あわてて制止しようとするユーリに、ワルターは驚いてイーリスの顔を見つめた。

「……イーリス。と言うとまさか、その御お方かたは」

「ええ。私の名前はイーリス・アステリア・スヴァイゼ──貴方あなたが思う通りの者です」

「これは……知らずといえど姫君に、なんという無礼を」

　深々と頭を下げるワルターに、イーリスは首を横に振る。その眼まな差ざしはいつもと打って変わって冷静さ、あるいは冷れい徹てつさを孕はらんでいて──おそらく、『姫君』としての振る舞いなのだろうと思われた。

「別に構いません。それよりも──答えて頂けますか」

「ええ。結論から申し上げるなら、噂うわさの通りです」

　目を伏ふせてそう告つげると、ワルターは疲れたように大きく息を吐はく。

　てっきり取り繕つくろうものと思っていただけに、その態度はユーリには意外なものに感じられた。

「……およそ二月ほど前からでしょうか。我々のもとへ、ある商人の一団がやって参りました。彼らは、金を払うからかわりに自分たちの不戦地帯の通行を見み逃のがしてくれ──と、そう我々に持ちかけてきたのです」

「……それで、受けたんですね」

　促うながすイーリスに、ワルターは悲痛な面おも持もちで頷うなずく。

「……隊員の中には、家族を戦争に巻き込まれた者も大勢いますから──少しでも彼らの足しになれば、と。そう思ってしまったのです」

　戦争が終わって、二年。しかしなお、あの嵐が残した傷きず跡あとは癒いえ切ってはいない。

　特に、戦中たびたび戦場になったこの辺あたりのような辺境では未いまだに──戦いくさで大切なモノを失った人々が大勢居る。

　ワルターらもまた、あの【大戦争】の被害者なのだ。




　そんなワルターの話に、黙だまって聞いていたフランが声を上げた。

「……なるほどね。事情は分かったけど……じゃ、干し肉は何のために使ってたの？」

「おおかた、取引をごまかすための算段だろう。違うか？」

　その問いに、ワルターの代わりに答えたのは同席していたヴィルヘルムだった。

「……仰おつしやるとおりです。交こう易えき路ろから外はずれたこんな場所に他国の商人が頻ひん繁ぱんに足を運んでいるというのは、傍はたから見ても不自然ですから。我々が彼らに干し肉を供与して、その代金として金を受け取っている──と、そういう取引を装よそおっていたのです」

　そう語るワルターを、イーリスが真っ直すぐに見つめる。

「それで、何な故ぜそのことを白状するつもりに？」

「……一度、交易品の中身を訊きいてみたことがあったのですが──その時の彼らはひどく激げつ昂こうしたのです。『詮せん索さくするようなら、命はないぞ』と」

「そりゃまた、随ずい分ぶんなことで」

　おどけるように肩をすくめたヴィルヘルムと対照的に、ワルターの声は暗い。

「それで……我々はひょっとしたら、何かとんでもないことの片かた棒ぼうを担かついでしまっているのではないかと恐ろしくなってきたのです」

　表情を曇くもらせながらそう答えて深く、深く項うな垂だれるワルター。と、その時ユーリはひとつ疑問を感じた。

「そういや、どうして俺達が来ることを知ってたんだ？」

「町にいる私の知り合いが、教えてくれたのです。全てを白状するのは、今日しかないと」

　ワルターの返答に、ユーリははっとする。

「その協力者ってのは、ギリアムという名前じゃないか」

「え、ええ。戦時中の同どう僚りようでして、今は町で食堂を……って」

　ワルターは戸と惑まどいつつも頷うなずくと、そこで初めてユーリの顔をまじまじと見つめ──驚いた様子で目を見開いた。

「君は確か、ユーリ君じゃないか」

　突然の言葉に、驚いたのはユーリも同じだった。

「何で、俺の名前を？」

「君がギリアムの部隊に配属された頃に、一度会ったのだが……覚えてはいないだろうね。……いやしかし、驚いた。まさか君が、姫君のところにいるとは」

　懐なつかしげに語るワルターに、しかしユーリは苛いら立だちの籠こもった態度で問いを突き刺す。

「それより。隊長殿は──あんたたちのしていたことを、知っていたのか」

　その問いかけに、ワルターは若じやつ干かん言葉を濁にごしつつも頷うなずいてみせる。

「ギリアムは、我々の協力者だった。……ああでも、誤解しないでおくれ。奴はただ、昔馴な染じみのよしみで我々のことを見て見ぬふりしてくれていただけさ。分前をやろうとしても突っぱねられたくらいだし──何より、こうして全てを告白するよう、勧すすめてくれた。だから……奴は決して、君に恥じるようなことはしていないよ」

　ユーリの表情がわずかに曇くもったのを見て取ったのか、ワルターは慌あわててそう付け加えた。その言葉に、ユーリは内心安あん堵どして小さく息をつく。

　たった三年程度の付き合いとはいえギリアムは育ての親のようなものだ。そんな彼が悪事に手を貸しているなんてことは、あまり思いたくはなかった。

「じゃ、ユーリ。そろそろ本題に戻ってもいい？」

「ああ、悪い」

　ユーリが慌てて頷くと、イーリスは再びワルターに視線を戻す。

「……大体のお話は、分かりました。ですので、これから貴方あなたたち……この件に関わった人間の、処しよ遇ぐうの話をします」

　イーリスは恐ろしく冷たい声こわ音ねでそう告つげると、ワルターに『姫君』としての怜れい悧りな眼まな差ざしを向け、続ける。

「貴方たちは国境警けい備びの任を受けながら、自分たちの利益のためにそれを放ほう棄きするような行動を取った。……それは、この国に対する裏切りと言っても過言ではありません」

　刃のように容よう赦しやのないその言葉に、ワルターは死刑宣告を受けた囚しゆう人じんのように悲壮な表情を浮かべる。

「……仰おつしやるとおりです、姫君。私も軍人の端はしくれ、覚かく悟ごは──できております、ですが」

　そこで一いつ瞬しゆん言い淀よどんだ後、ワルターはイーリスに深々と頭を垂れる。

「何なに卒とぞ、処分は私一人にしては頂けませんでしょうか。……隊員たちは皆、私の決定に従っただけです。ですから」

　震ふるえる声でそう懇こん願がんするワルターを、イーリスは感情の読めない目で見つめて、やがて一ひと言こと、

「駄目」

　切り捨てるように、それだけ返す。

「おい、イーリス……ちょっと待てよ、そんなのって」

　あんまりじゃないか、とユーリは思わず抗こう弁べんしようとして、しかしそこで、イーリスが更さらに続けたのはこうだった。

「……と言うのが、本来だけど。とりあえず今回は、特別に大目に見てあげます」

「……え？」

　驚いたようにイーリスを見返すワルター。ユーリも同様に、彼女のほうを見つめる。

「なあ、イーリス。それって……」

「勿もち論ろん、不正を働いたのは確かだから相応の罰ばつは与えるけど。でも、こうして自分から告白してくれたのは確かだから──ね」

　そう答えると、肩をすくめてイーリスはワルターに向き直ると小さく微笑ほほえむ。

「処分は追って伝えることになると思うけど、安心していいわ。他の人のことまでは追及しないし。貴方あなたについても……まあそこまで酷ひどいようにはしないから」

　それは先ほどまでの姫君モードとは異なる、普段のイーリスに近い温かな笑みだった。

　呆ぼう然ぜんと聞いていたワルターは、そこでやっと彼女の言ったことを理解したのか、表情をくしゃりと歪ゆがめ──立ち上がって彼女の側に進み出ると床に膝ひざをつき、巨体を丸めて勢い良く地に頭をつけた。

「ご温情有難うございます、ありがとう、ございます……姫君！」

「ああもう、いいから。頭を上げて」

　困ったようにワルターの肩を叩たたくイーリスの表情は優しげで、ユーリはほっと安あん堵どして大きく息を吐はく。

「あのおじさんが首でも刎はねられるんじゃないかって、心配した？」

「うわ!?」

　驚いて横を見ると、そう問うてきたのはにやにやと笑うフランだった。

　間近にその美び貌ぼうが近づいていることに驚いて、ユーリは椅い子すから転げ落ちそうになるのを耐えながら、彼女の問いに首を横に振る。

「いくらなんでも、そんなことは」

「どうだろうね。貴方が居なかったら、してたかもしれないわよ」

「……え？」

　驚いて見返すユーリに、フランは笑みを浮かべたまま続ける。

「あの子は戦争が大だい嫌きらいだから。もし、今回のことが何かの火ひ種だねになり得ていたら──ひょっとしたらあの子はあっさりとこの砦とりでの部隊全員……どころか協力者に至るまで全員、とっ捕つかまえてたかも」

「……そんなこと」

　あり得ない、と言おうとして。しかしユーリは、どうしてもその続きが言えなかった。

　彼女はそんなことをしないと──そう言い切れるだけの根こん拠きよが、ユーリにはなかったのだ。

　ユーリは、まだ何も知らない。イーリスという少女のことを、知っているようでいてまるで知らない。

　スヴァイゼの姫君で、可愛かわいらしい少女で、ユーリのオムレツが好きで、少し抜けたところがあって──だけど、そんな彼女が何な故ぜ、『戦争殺し』に手を染めているのかを、ユーリはまるで知らずにいる。

　『姫君』としての彼女の態度を、思い出す。冷たい、研とぎ澄まされた刃のようなあの目を思い出して、ユーリは考える。

　ひょっとしたら、彼女は──

「なーんてね」

　そんなユーリの思考を中断するように割り込んできたのは、フランの脳のう天てん気きそうな声だった。

「あんまり怖こわい顔しないでよ、冗談よ冗談。ね？」

「……趣味の悪い冗談は、やめて下さい」

　ぱちりとウインクしてみせたフランに、ユーリは半眼でそう返す。本当に、心臓に悪い冗談にも程ほどがあった。

　そう、冗談。単なる冗談以上の意味はないに決まってる。そう思って、しかしユーリの心に──澱おりのように、僅わずかな疑問が浮かぶ。

『姫君』と、『イーリス』。どちらが本当の彼女の姿なのだろう。

「……アホくせえ」

　深みに嵌はまりそうな思考を振り払って、頭を振る。どっと疲労感が吹き出すのを感じて、ユーリは長いため息をつこうとして。

　どん、と。




　天地がひっくり返るような巨大な振動が砦とりで全体を震ふるわせたのは、その時のことだった。
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　びりびりと肌に伝わる振動が止んで、うずくまっていたユーリはすぐさま立ち上がると辺あたりを見回した。皆も同様によろよろと立ち上がっている。どうやら、怪け我が人にんなどはないらしい。

「……なんだ、今の!?」

　地じ震しんかとも思ったが、それにしては一いつ瞬しゆんすぎる。ならば一体──と考えていると、不意にドアが勢い良く開き、一人の若い兵士が入ってきた。

「何事だ!?」

「ほ、本監かん視し哨しようの北西から、戦車砲ほうによるものと思われる攻こう撃げきがありました！」

「何だと！」

　ワルターが驚いた様子で声を上げ、兵士を問い質ただす。

「詳くわしく報告しろ。敵は野や盗とうか？」

「いえ、それが……外の連絡によれば敵は森に潜ひそんでいるとのことで、詳しよう細さいは一いつ切さい不明です……！」

「むう……分かった、お前は持ち場へ戻れ」

　戸と惑まどいながらも報告した兵士を下がらせると、ワルターはイーリスへと向き直る。

「申し訳ございません、姫君。まさかこんな時に、こんなことになるとは……。ですがご安心下さい、我々が命に代えてでもお守り……」

「いえ、それには及びません。……それより、この砦とりでの地図はありますか」

　ワルターの申し出に割り込んでイーリスが問うと、ワルターは一いつ瞬しゆんぽかんとした顔になって、その後すぐさま壁に貼はり付けてあった地図を剝はがしてイーリスに差し出す。

「こ、こちらです」

「うん、ありがと」

　短くそう返すと、イーリスは卓たくに地図を広げて凝ぎよう視しする。ユーリも、それに倣ならう。

　北西と南、北東に立てられた見張り塔とうとそれらを繫つなぐ塁るい壁へきが、上空から見るといびつな三角の形を作る構造をしている。今ユーリらがいる居住スペースは、どうやらその三角の内側に収まっているらしかった。

　周辺の地形を見ると、砦は外観通り、東西に伸びるなだらかな山地帯の山さん麓ろくに張り付いたような立地であった。南側にはユーリらが来るときに渡った橋──丘きゆう陵りようと山腹の砦を結ぶアーチ橋があり、その下の谷を一本の街道が横切っている。東西ではまばらな林、少し離れると深い森に囲まれており、起き伏ふくに富んだきわめてスヴァイゼらしい地形だ。

「……北西からの攻こう撃げき。それに報告が確かなら、森のなかには戦車もいる……面めん倒どうだわ」

「攻せめるか、守るか。どうするよ、お嬢」

　ヴィルヘルムの質問に、イーリスは少しだけ考え込んだ後、窓の外に視線を向ける。

　日は沈み始め、空は朱しゆから紫むらさきへとその色を変えつつあった。

「……ねえヴィル。敵は、何がしたいんだと思う？　何でこのタイミングで、仕し掛かけてきたんだと思う？」

「何言ってるんだ、イーリス……今はそれどころじゃ」

「ははぁ、確かにな」

　怪け訝げんな顔のユーリと対照的に、ヴィルヘルムは何かに勘かん付づいたように顎あごに手を当てる。

「どこの某なにがしさんだか知らんが、俺らが来たこのタイミングで仕掛けてきたってことは──やっこさんが用があるのは、恐らく俺らだ」

　ヴィルヘルムの言葉を受け、イーリスは頷うなずいて言葉を継つぐ。

「この監かん視し哨しようの規模を考えたら、機き甲こう部隊なら小規模でも制せい圧あつしうるはず。なのに最初の砲ほう撃以降、敵の動きはない……ということは、おそらく奴らの目的はここを陥おとすことじゃない」

「……じゃあ、一体何だっていうんだ」

「そこまでは分からないわ」

　ユーリの問いにあっさりと即答したあと、「でも」とイーリスは付け加えた。

「ひとつ言えることは、ここで防ぼう衛えい戦に持ち込んでも状況は好転しないだろうってこと。だから──一いちか八ばちか、打って出るわ」

「なっ、危険です姫君！」

　イーリスの言葉に、青ざめながら彼女を制止しようとするワルター。一方、彼女の私兵たちはというと、

「ま、そうなるさな」

「そうこなくっちゃねー」

「姫様が言うなら、異論はないわ」

　と、三者三様ながら彼女の意見に賛成の意志を見せていた。その状況に、ワルターは慌あわてた様子で彼らを見回し、

「でしたら、私たちも一いつ緒しよに」

「いえ、あなた達は砦とりでの防衛に専念していて下さい。……大人数で動けば、逆に危険になりますから」

　意を決した申し出をしたものの、有う無むを言わせぬイーリスの言葉の前に黙だまりこむ。

「そうと決まれば、早速作戦だけど……って、あ。ユーリは──」

　皆を見回して、ユーリと目が合ったところでイーリスは言い淀よどむ。おそらく、戦場に出たくないユーリに気を遣つかったのだ。

　ならば、とユーリは覚かく悟ごを決めて、口を開く。

「……変な遠慮はいいよ。俺にも命令してくれて構わない」

「え？」

　ユーリの言葉に、ひたすら意外といったふうに目を瞬またたかせるイーリス。そんな彼女の目を、ユーリは真っ直すぐに見み据すえて続ける。

「君の誘さそいに乗るわけじゃない。けど、少なくとも今はそんなことを言っている場合じゃないことくらい分かる。……だからイーリス。俺に出来ることがあったら、なんでも言ってくれ」

「……分かったわ。ありがとう、ユーリ」

　ユーリの言葉にその表情を少しだけ綻ほころばせ、落ち着いた口調でイーリスはワルターに向き直る。

「隊長さん、この監かん視し哨しように動かせる戦車はある？」

「え、ああ……確か旧型の三さん式しき自じ走そう砲ほうが一台、ございますが……その。使わなくなって長いので弾薬類が積まれておりませんで」

　その返事に、イーリスはしかし気にしたふうもなく頷うなずき、

「問題ないわ。……それと、ついでにもうひとつ、これから言うものを集めてきてくれる？　ええと──」

　そう言ってなにやら耳打ちするイーリスに、

「……はて、了解……です」

　ワルターは怪け訝げんな表情をしつつも部屋を出て行った。

「さて、それじゃあ改めて、作戦を話すわ」

　卓たくを見回して凛り々りしく告つげると、イーリスは『作戦』の内容を話し始める。

　彼女が話し終わると──ユーリは、呆あきれたようにイーリスを見た。

「聞いたことがないぞ、そんなの」

「でも、やってみる価値はあるでしょ？」

「……否定はしないけどさ」

　不ふ承しよう不ぶ承しように頷うなずくユーリににんまりと笑い返すと、イーリスは卓に両手を突いて、おごそかに宣言する。

「それじゃあ諸君、作戦開始。戦争を──殺すわよ！」
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　最初の攻こう撃げきから三時間が過ぎ、辺あたりはもうすっかり闇やみに沈み始めていた。

　これだけの時間が経たったにもかかわらず、あれ以降森は闇色を湛たたえたまま不ぶ気き味みなまでに静せい寂じやくを保っている。まだ夕日の名残なごりはあるもののその有り様は黒インクをぶちまけたように真っ暗で、内情を外側から推おし量るのはほぼ不可能であった。

　そんな森の中──森の境界ぎりぎりの茂みに、兵士たちは潜ひそんでいた。

　武器は小しよう銃じゆうのみ。装備も、黒い戦せん闘とう服に要所を守る部分装そう甲こうをつけただけの軽装姿。一般的な部隊編成でいうところの、偵てい察さつ兵科の兵である。

　双眼鏡を覗のぞく彼らの視線の先にあるのは、イーリスらの居る監視哨。最初に戦車砲を打ち込んだにもかかわらず、そちらもそちらで今は異様なほどに動きがない。

　そんな状況にしびれを切らしたのか、一人の兵士がやがて口を開いた。

「……なあ、妙みようじゃないか。奴ら、静かすぎる」

　規模の小さい監かん視し哨しようとはいえ、見張り塔とうにすら人が出ている様子もない。

　夜だというのに明かりも見えず──そこにはまるで、人ひと気けというものが感じられないのだ。

　しかしそんな疑念を、他の兵士たちは一笑に付す。

「なに、考えすぎだ。おおかた怖おじ気けづいて引き籠こもっているだけだろう」

「ふん、忌いま々いましいスヴァイゼの山犬どもめ。大戦中はずいぶんと巫ふ山ざ戯けた真ま似ねをしてくれたものだが──所しよ詮せん、中立国といえどこの程度ということさ」

　彼らの言葉に、言い出した兵士も思い過ごしだったのかも、と考えなおした、その時のことだった。

「……おい、北側から何か聞こえないか。エンジン音のような……」

「まさか。北は車しや輛りようが入れた地形じゃなかったろう。おおかた、味方の車輛だ」

「いや、違……って、おい、なんだあれ!?」

　兵士が指さした先。

　そこに見えたのは──森の北側からすさまじい速度で斜面を下ってくる光の塊かたまり。そして、

「っ……！」

　後頭部に鈍い衝しよう撃げきを感じて、兵士の意識はそこで途と切ぎれた。
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「うん、大成功！」

　戦車のキューポラから顔を出すと、眼前に照らしだされた戦果を確認してイーリスは満足気に頷うなずいた。

　辺あたりに倒れ伏ふす、五人ほどの偵てい察さつ兵たち。しかし流血はみられず、あくまで意識を失っているだけのようだった。

　操そう縦じゆう手しゆ用のハッチから顔を出して、ユーリは辺あたりを見回し、顔にこそ出さなかったものの、イーリスの作戦のその第一歩が上う手まく行っていたことに驚きを感じていた。

「……まさか、本当にうまくいくとはな」

　作戦があったのは、確かである。だが、そうは言ったところでこちらの兵力はといえば、国境警けい備びの部隊が全員砦とりでの防備にあたっていることを考えるとたかだか戦車一輌と歩兵三名にすぎない。

　夜の森に潜ひそむ規模の分からない敵相手にたったこれだけで挑いどむというのは、一般的に無茶とか無む謀ぼうとか、あるいは馬鹿とか言われる行為である。

　だが、目の前のバ……姫君の表情はあくまで自信たっぷり。

「当然よ、うまくいかせるための作戦だもの。……それに」

　言って、イーリスはキューポラから身を乗り出すと──今彼女たちが乗っている戦車の車体をぐるりと眺ながめ、にやりと笑う。

「これも、思ったよりたくさん集まったしね」

　彼女らが乗っているのは『三さん式しき』と呼ばれる旧式自じ走そう砲ほう。そして、その車体に括くくりつけられていたのは──大量の、電球だった。

　ある種のファンシーさとか下品さを感じさせるそのやかましい有あり様さまに、ユーリは小さく呻うめく。

「……何度見ても酷ひどい絵え面づらだなぁ」

「必要なことよ、文句言わないの」

　急場で集めたのが丸わかりな大小不同のそれらはぎらぎらと光を放ち、辺あたりはにわかに真昼のような明るさとなっている。その光量は、周囲の敵影をあぶり出すには十分なものであった。

「姫様のお考えに異を唱となえるとはいい度胸ね、貴方あなた」

　ユーリの耳に聞こえたのは、エンジン音にも負けず凛りんと届く銀色の声。電飾戦車に驚いていた兵士たちを殴なぐり倒した張本人である、バーゼルの声だ。

　倒れ伏ふす兵士たちの真ん中に仁に王おう立だちしていた彼女の姿は、いつもとは違う「魔ま法ほう騎き士し」としての戦いくさ装しよう束ぞくだった。

　普段の制服の上に鋭衝セレーシヨンと呼ばれる刃止めの突とつ起きが付いた濃のう紺こんの部分甲かつ冑ちゆうを纏まとい、通信用のイヤホンと喉こう頭とうマイク、そして両手には肉厚のサーベルを携たずさえた姿。鎧よろいにはヒビ割れのように防御術式エンハンスの刻こく印いんが放つ紅あかい光が走っており、その姿は闇やみの中でも妖あやしげに光っていた。

「完全に敵の虚きよを突いた鮮やかな奇き襲しゆう──とても見事な作戦だったと思います、姫様」

「うふふ、ありがとー。バーゼルもお手て柄がらだったわ」

「勿もつ体たい無いお言葉です、姫様」

　イーリスの労ねぎらいに骨抜きになっているバーゼルを半眼で見つめつつ、ユーリは改めてイーリスの横顔を見つめ、あの時イーリスが告つげた作戦内容を思い返す。

　概がい要ようは、あくまで単純。ユーリとイーリスの搭とう乗じようする戦車に大量の電球をつけて動く光源に仕立て上げ、敵の潜ひそむ森に突入することで森を内側から照らして敵の位置をあぶり出す──という、それだけの作戦だ。

　とはいえ、敵が潜む森に正面から突っ込むのはいくらなんでもリスクが高い。そんなことをしようものなら敵の戦車に撃うち抜かれて終わりである。そこでイーリスがさらに考えたのは、北西の森にそのまま突っ込むのではなく、北側の斜面を大きく迂う回かいするルートであった。

　砦とりでの北は山の頂いただき側であり、急な斜面が入り組んだ、おおよそ車しや輛りようが──ましてや戦車が通れそうもない地形である。そちらなら敵の対戦車戦力も薄いだろう、というのがイーリスの見立てであった。

「それにしても、運が良かったわ。監かん視し哨しように配備されてたのがこの子で」

　しみじみと呟つぶやいて、イーリスが戦車の天てん井じよう部をいとおしげに撫なでる。

　確かに、彼女の言うとおり──他の車輛ではこの作戦を実行するのはやや難があったかもしれない。というのも、この戦車──『三さん式しき自じ走そう砲ほう』は、山岳戦を想定して設計された特とく殊しゆな自走砲なのである。

　同世代のものと比較しても小こ柄がらなその車体は細い山道でも進軍できるようにと設計されたもので、登とう坂はん能力を高めるために良質なエンジンやサスペンションが積まれている。もっとも、その代償として主砲は自走砲にもかかわらず小口こう径けいのものしか積めなくなってしまったのだが──ともあれ、今回はその設計思想が大いに役立ったのは確かだ。




　──と。イーリスらが作戦の第一段階成功を喜んでいると、不意にバーゼルがその金色の瞳ひとみを鋭くした。

　彼女は警けい戒かいするように周囲をぐるりと見回すと、ある方向で視線を止める。

「……ふん、なかなか反応が早いわねこいつら」

　視線の方向にあったのは、増援らしき敵兵四人。重厚な黒の全身鎧よろいを纏まとい、身の丈たけほどもある無ぶ骨こつな長剣を構えたその姿は突とつ撃げき兵へい──その中でも重装剣兵と呼ばれる兵科たちだ。

　対人強きよう襲しゆう戦に特化した兵科である彼らは魔ま法ほう騎き士しのそれに匹ひつ敵てきする防ぼう御ぎよ力を備えた術じゆつ式しき甲かつ冑ちゆう、そして鎧砕きアーマーキラーと呼ばれる肉厚の長剣を装備している。

　特にこの鎧砕きが曲くせ者もので、魔法騎士の防御術式を打ち破るための抗魔術術式が刻きざまれたそれは、旧式戦車の装そう甲こう程度であれば切り裂さいてしまえるほどの質量的な破は壊かい力も兼かね備える。

　それが四人も居るとなると、戦車であっても──特に回転砲ほう塔とうを持たず装そう甲こうも薄いこの『三さん式しき』では、囲まれてしまえば一巻の終わりだ。勿もち論ろん車しや載さいの機き銃じゆうであれば彼らの甲冑を撃うちぬくことも可能だろうが、生あい憎にくと弾薬は機銃のものに至るまで積まれていなかった。

「ご安心を、私がなんとかします。姫様には指一本触れさせません」

　自信満々にそう言い放って、バーゼルは腰のポーチから紅あかく光る石片──エリクシウムを取り出すと躊躇ためらうことなくそれを口に咥くわえ、

「術式展開・精せい錬れん術式一型・＜＜強襲アグレシオン＞＞＜＜迅れクルス＞＞」

　術式のイメージを固めるための鍵キとーなワるー詞ドを素早く唱となえるや否やそれをがりっと嚙かみ砕くだき──その、瞬しゆん間かん。

　彼女の鎧の紋もん様ようがひときわ紅あかく輝き出し、彼女の姿が、かき消えた。

「っ、な……!?」

　次の瞬間、聞こえたのはくぐもった呻うめき声。敵兵の一人が両膝ひざを折って力なく倒れ込み──崩くず折おれたその背を踏み付けるようにして、二刀を構えたバーゼルが残敵を睥へい睨げいしていた。

「な、魔法騎士だと……!?」

　残った三人は一瞬浮うき足あし立つが、すぐに各おの々おの腰の術式回路にエリクシウムを装そう塡てんして強きよう化か術式を発動させる。

「恐れるな、こちらは数で分ぶがある！　囲んで一いつ斉せいに……」

「一斉に、何だって？」

　隊長格らしき一人が言い終わる前にバーゼルは身を低くして一歩を踏み出し──どんな魔ま法ほうを使ったのか、数メートルはあった彼ひ我がの距離をその一歩で詰つめたかと思うと、逆ぎやく袈げ裟さの形に敵兵の胸きよう甲こうを切り裂さく。無駄のないその足運びは、『居い合あい』と呼ばれる異い邦ほうの剣術のそれとよく似ていた。

「貴様！」

　すかさず左右の剣兵が長剣を振り下ろすが、それも彼女の体を捉とらえるには至らない。

　右の斬ざん撃げきをわずかに身を捩よじって回避、左の横よこ薙なぎの一撃を左のサーベルで軽く受け流すとそのままバーゼルは彼らの間をくぐり抜け、隙すきを見せた左右の剣兵のその腰の術じゆつ式しき回かい路ろを両の剣で刺し貫つらぬく。

　瞬しゆん間かん、剣兵たちは膝ひざをついてその場に崩くずれ落ち──そのままぴくりとも動かなくなる。強きよう化か術式が破損し、自重に耐え切れなくなったのだ。

「これで、全員ね」

　事実を確認するように淡々と呟つぶやくと、バーゼルは両の剣を露つゆを払はらうように一振り。伝承の戦いくさ乙女おとめが如ごときその姿に、気づけばユーリは見み惚とれていた。

　いくら魔ま法ほう騎き士しとはいえ、完全装備の重装剣兵四人を相手にここまで一方的な勝負に持ち込むというのは尋じん常じようではない。彼女の練れん度どが人並み外はずれたものであることは、疑うべくもなかった。

「『……凄すごいな、君は』」

「……ふ、ふん。当然でしょう」

　ユーリの漏もらした驚かん嘆たんの声に、つんけんとした態度で答えるバーゼル。だがその声こわ音ねは若じやつ干かん照れを隠かくした様子で、歳とし相そう応おうの少女らしさを感じさせるものだった。

　と、そんな折──急に、イーリスがマイク越しに鋭い声を上げた。
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「『バーゼル！　後ろ！』」

「……っ！」

　刹せつ那な、彼女の背後の茂みからけたたましい音を立てて機き関かん銃じゆうの掃そう射しやがばら撒まかれる。見ると、新たに増援らしき重装兵の姿が三つ──しかし手に持っているのは長剣ではなく、大型の重機関銃だ。

　通常歩兵の持つ小銃程度ならまだしも、このクラスになると強化エンハンスの術式が掛かかっているとはいえバーゼルの軽装では被弾は許されそうにない。弾幕をかいくぐって『三式』の影に身を潜ひそめると、バーゼルは喉こう頭とうマイクを押さえて声を上げる。

「すみません姫様！　油断しました！」

「『怪け我がはない!?』」

「はい、ですが──」

　銃じゆう撃げきの雨の中、頭を出すことすらままならない。このままでは埒らちが明かない、そう思った矢先。

　突とつ如じよ轟とどろいたのは、ひときわ大きな銃声だった。

　立て続けに、三発。銃声というよりはもはや砲ほう撃音に近いそれが響き渡ると同時に、ひっきりなしに続いていた機銃掃そう射しやの音がぱたりと鳴り止む。

　おそるおそる見てみると、茂みの向こうでは重装兵三人が機銃にもたれて倒れている。皆気絶しているようで、その頭を覆おおう兜かぶとには大きな陥かん凹おうが出来ていた。

　狙そ撃げき──しかも、大口こう径けいの対物ライフルによるものだ。

「『お届け物だ、ちゃんと届いてるか？』」

　時を同じくして、無線越しに聞こえたのは狙撃手──ヴィルヘルムの声。その姿は見渡した限りでは見えそうにないが、それも当然だろう。

　彼が狙撃ポイントに設定していたのはユーリらの居る森とは谷を挟はさんで反対側。砦とりでから橋を渡った先にぽつんと建った見張り塔とうだった。

　距離にしてゆうに一キロはあるだろう。視界の悪い夜間の森で、これだけの距離から茂みに潜ひそんだ敵の頭を正確に狙ねらうというのは──並なみ大たい抵ていの技量ではない。

「ありがと、ヴィル。流石さすがは鷹たかの目ってところね」

「『そんな大それたもんじゃねえ、ただの老眼だよ。最近近くが見づらくてな……っと』」

　イーリスの賞賛に軽口で返した後、その声がやや警けい戒かいを帯びたものに変わる。

「『どうやら本命がお出ましらしいぞ、お嬢』」

「了解。バーゼル、乗って！」

　イーリスの言葉に従い、素早く戦車に乗り込むバーゼル。元々三人運用を想定したものではあるのだが、『三さん式しき』の正面装そう甲こうは傾斜を配した造りであるため車内の空間は若じやつ干かん狭せまくなっており──そんなわけで、急いで乗り込んだせいもあるだろう。構図としては、操そう縦じゆう手しゆ席のユーリの頭のそばにバーゼルのふくらはぎが見えるような格かつ好こうになっていた。

「なあ、頭を蹴けるのやめ……」

　ユーリが抗議の声を上げて振り向こうとした瞬しゆん間かん、

「今こっちを見たら殺すわ」

　若じやつ干かん慌あわてたバーゼルの声が届き、ユーリは今彼女がどういう体勢でいるのかを理解して顔を赤くする。そんな馬鹿なやり取りをしていると──突とつ如じよ。どん、と腹の底まで響くような重い音が夜の空気を震ふるわせた。

　敵の戦車が、こちらに気付いて攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだ。

「釣つれたわね。ユーリ、作戦通りに！」

「了解！」

　指示と同時にイーリスが手元のスイッチを切り、『三さん式しき』の全身の照明が一いつ斉せいに消灯。そのまま『三式』は小こ柄がらな車体をぐるりと信しん地ち旋せん回かいさせると、軽快な挙きよ動どうで即座に走り出す。

　森を搔かき分けながら、わずかな隙すき間まを縫ぬって斜面を駆かけ下りる『三式』。断続的な砲ほう撃げき音が続き、『三式』の履り帯たい跡あとのついた地面が抉えぐられる。

「……ライトは切ってるのに、まるで見えてるみたい！」

　イーリスの声に珍しく、動どう揺ようの色が混じる。確かに、敵戦車の狙ねらいはこの森の中、闇やみの中にもかかわらず異常なまでに正確に『三式』を捉とらえていた。

　敵車しや輛りようの砲口が、光を放つ──がしかし、その砲撃は車体を掠かすめるのみ。括くくりつけられた電球が砕くだけ、砲弾と装そう甲こうが擦こすれる不協和音が響く。

「……え？」

　イーリスが不思議そうな目でユーリを見つめる。無理もない、今の砲撃は──明らかに命中軌き道どうだった。それを回避するというのがどれだけの奇跡であったか、彼女はその経験則から即座に察知したのだろう。

　何か言いたげにユーリを見るイーリスだったが、しかし襲おそい来る第二射、第三射がそれを阻はばむ。

　ユーリは一心不乱に操そう縦じゆうを続け──やがて、進行方向に突とつ如じよ見えてきたのは、急な斜面の狭はざ間まに横たわった深さ一メートルほどの溝。

　まるで階段の段差のようなその溝めがけて『三式』はスピードを落とすことなく走り続け、

「……皆、口を閉じて！」

　イーリスがそう叫さけんだのと、ほぼ同時に。

　『三式』の車体が──空を、飛んだ。

「っ……！」

　奇き妙みような浮ふ遊ゆう感。そして一拍遅れて、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが体全体に伝わる。どうやら着地には成功したらしいことにほっとしていると、直後に背後で何かがひしゃげるような歪いびつな音が轟とどろいた。

　おそるおそるハッチを開け、ユーリは後ろを振り返る。

　今しがた『三さん式しき』が飛び越えた溝。そこに車体後部を沈ませ、主しゆ砲ほうを虚むなしく天に突き上げたような形で敵戦車が嵌はまり込んでいた。

「作戦成功ね」

　自信満々に戦果を確認するイーリスとは対照的に、ユーリは深いため息をつく。

「……生きた心ここ地ちがしなかった」

「でも、生きてるわ」

　とことんポジティブな発想である。真ま似ねしたいところだが、なかなかこの境地まで到達するのは難しそうだった。

　それにしても、とユーリは改めて行動不能に陥おちいった敵戦車を眺ながめる。

　イーリスの立てた作戦その二、囮おとり作戦。

　最初の砲ほう撃げきで、敵に機き甲こう戦力がいるであろうことは判明していた。だから、そいつを何とかしておびき出して撃破はしたい──ということで彼女が考えたのが、起き伏ふくの多い地形を使ったこの作戦である。

　国境沿いに広がる山脈群の山さん麓ろくに位置するこの森は、それゆえ全体が斜面になっており、部分によってはかなり急な傾斜を作っている。当然整備などされているはずもなく、いたるところに段差や溝が出来ており──今利用したのも、そんな地形の一つであった。

　通常、地図にいちいちそんなものは書き込まれていないのだが、そこは腐くさっても山岳国家スヴァイゼの国境警けい備び隊といったところか。彼らの所持していた地形図にはこういった地形が事細かに記録されていたのだ。

　イーリスは『三式』に過か剰じようなまでの照明を付けて森の暗くら闇やみを暴あばき、また、あえて目立ってみせることで敵戦車を引きずり出そうと考えた。

　他国の戦車は通常、平地での運用が基本であるためスヴァイゼのものほど──ましてや山地での運用を考えている『三式』のような機動性は持ち合わせていない。そんな戦車であれば、こうした悪地形に誘さそい込めば容易に行動不能になるだろうとイーリスは考え、実際に結果は目の前の通り。

　山岳戦せん闘とうに長たけたスヴァイゼ軍と、そうでない他国軍の練れん度どと地形理解の差。それが、勝敗を分けたのだ。

　たいしたものだ、とユーリはイーリスを見て思う。

　彼女はスヴァイゼの戦いを、よく理解している。だからこそこんな戦術を考え、実行できたのだ。それは実に見事だ──が。

「……自分を囮にするなんて、どうかしてる」

「ごめんね、ユーリ。危ないことに巻き込んじゃって」

「そういうことじゃない」

　眉み間けんにしわを寄せながら、ユーリはイーリスを睨にらむ。

　彼女の行動は、危あやうすぎる。己おのれのことを省かえりみることなく、ただひたすらに目的のための最善手を打とうとする。──たとえ、そのために己の命を秤はかりにかけることになろうとも。

「君はこの国の姫君だ。この国の、未来を背負っている人間だろ。なのに、こんな真ま似ね……」

　耐え切れず、非難するような響きでそう告つげて。しかしイーリスの反応はというと──なぜだか一いつ瞬しゆん、とても意外そうな顔をした後、

「未来を、背負う。……ああ、そうね」

　そう言って、小さく笑っただけ。

　その笑みは、いつもの彼女と同じ笑み。

　しかしユーリの目にはなぜだかそれが──とてつもなく、空くう虚きよなものに見えた。

「……ごめん、ユーリ。心配してくれてありがとうね」

　申し訳無さそうにそう言って笑うイーリスに、ユーリは物言いたげに口を開こうとし──しかし、その言葉は突然の轟ごう音おんと衝しよう撃げきに阻はばまれる。

「砲ほう撃!?」

　何事かと確認すると、『三さん式しき』の足元の地面が大きくめくれ上がっており──履り帯たい、そして転輪が半なかばで離り断だんしていた。

　立ち込める土つち煙けむりを睨にらみつけながら、イーリスはその先にいるものを注視する。

「……妙みようだわ。こんなに早く駆かけつけてくるなんて──」

　エンジン音を立ててゆっくりと近付いてきたのは──車外に三人ほどの重装剣兵を乗せた一輌りようの戦車だった。

　宵よい闇やみにまぎれるような漆しつ黒こくで塗装された、角ばったフォルムの中戦車。両脇には線の組み合わせのような簡単な紋もん様ようが塗装された幅はば広ひろの鋼こう板ばん──シュルツェンが取り付けられており、砲ほう塔とう部には見慣れない、大きな望遠鏡のような外装が据すえられている。

　その姿は間違いない。ヴィマール騎き士し連れん邦ぽう製のベストセラー戦車、『Ⅳ号戦車』だ。

　Ⅳ号はやや離れた位置で停車すると、砲角度を微調整するように上下左右に振り──『三式』にその砲口を向ける。

「……まずい、二人共、脱出！」

　イーリスが叫さけぶや否いなや鼓こ膜まくが破やぶれそうな轟音が響き渡り──同時に、『三式』の車体が炎を吹き上げる。

「イーリス、無事か!?」

「姫様！　無事ですか！」

「うん……なんとか」

　間かん一いつ髪ぱつ、車外に転がり出たユーリとバーゼルに抱かかえられるようにして、イーリスも無事脱出していた。額ひたいにすりむいたような傷がある以外は、別段大きな怪け我がもなさそうだ。

　イーリスの無事を確認して一安心したユーリだったが、しかし事態が好転したわけでもない。

　モーター音を立てながら回転するⅣ号の砲ほう塔とう。

　どうやら三人を探さがしているようだったが、『三さん式しき』の上げた炎で視界を遮さえぎられているらしい。

　それを見て取ったバーゼルはすぐさま駆かけ出すと、Ⅳ号の横手に滑すべりこんで迷いなくエリクシウムを口に咥くわえ、

「術じゆつ式しき展開、対戦車術式Ⅱ型──＜＜ＨＥＡＴ＞＞＜＜貫けフエウ＞＞！」

　刹せつ那な、ひときわ強い紅ぐ蓮れんの光が迸ほとばしり、一条の矢のようにⅣ号の横っ腹に突き刺さる。

　対戦車術式。彼女が使ったそれは攻こう性せい魔ま術じゆつと分類される、魔術という技術の一つの在あり方。

　その威い力りよくは凄すさまじく、戦車が相手であっても装そう甲こうの薄い部分を選べば容易に破は壊かいしてしまえるほどのものであるのだが──しかし、対戦車術式が直ちよく撃げきしたのと同時。シュルツェンに描かれた紋もん様ようが淡い光を発し、破は壊かいの光が霧む散さんする。シュルツェンの方にも小さな穴は開いていたが、しかし奥の車体は無傷であった。

「……抗魔術アンチマジツクですって!?　せこいものを！」

　抗魔術術式。魔術を構成するエリクシウムを離散させ、その効果を失わせる受動術式だ。

　使い捨てのシュルツェンに用いられるような簡易のものはすぐに回路が焼き切れてしまうのだが、それでも魔術による対戦車攻撃が普及した現在においては重要な防ぼう御ぎよ手段となっており、いまだ戦車が戦場で猛もう威いを振るえている理由のひとつでもある。

「なら、シュルツェンの無いところを狙ねらうだけ──！」

　Ⅳ号の背後に駆かけようとするバーゼル。しかし、下車した重装剣兵たちがⅣ号を守るように展開しており、その目もく論ろ見みは淡くも潰ついえてしまう。

　バーゼルを警けい戒かいして後退したⅣ号が、彼女にその狙ねらいを定める。

「くそ、まずい──！」

　居ても立ってもいられずにユーリは『三式』の陰かげから飛び出すが、しかしバーゼルまでの距離は遠い。

　そして次の瞬しゆん間かん──

「術式展開、対戦車術式一型改かい＜＜ＡＰアーマーピアツサー＞＞＜＜貫けアゴーイ＞＞」

　聞こえたのは砲撃音ではなく、どこか気の抜けたそんな詠えい唱しよう。

　一拍遅れて上空から雷いか槌づちのように堕おちてきた緋ひ色の光こう槍そうが、その車体後部を撃うち抜いていた。

　三重螺ら旋せんで構成されたその破は壊かいの光は、バーゼルが用いた魔術とは比べ物にならないほど太く、力強く──見ると、恐ろしいことにⅣ号戦車の車体は後ろ半分が完全に消し飛んでいる。

　そんな信じられない光景を前にして、ユーリは啞あ然ぜんとして呻うめく。

「……おいおい、なんだこれ」

　対軍術式や対城術式、あるいは先ほどバーゼルが行使した対戦車術式のように、攻性魔術にも種類がある。だが、その全てに共通するのは『強化エンハンス』などとは異なり、魔力というエネルギーの全てを「破は壊かい」にのみ注ぎ込むというその設計思想である。

　魔ま力りよくというのは、突き詰めれば高密度のエネルギー。それをただ破壊の一点に用いることで歩兵の火力を飛躍的に伸ばすことが出来るというのがその利点であり、それ故ゆえに従軍魔ま術じゆつ師し、いわゆる魔術猟りよう兵へいたちは戦況打開の手札として重要視されているのだが──しかし、これにも欠点はある。

　魔術の行使には適切な魔力の運用法、効果的な術じゆつ式しきなどを学ぶ必要があり、しかもその上遺伝的な適性によって素質が決まるため前線に出せる魔術師の数を確保しづらいという点。

　そして何より、一人の魔術師が行使できる魔術の威い力りよくには限りがあるという点だ。

　通常人間の体内に存在するエリクシウムはごく微量であるため、魔術師達は魔術を行使する際には高濃度のエリクシウムを直接摂取する──が、それでも普通の術者が扱あつかう術式では精せい々ぜい、適正距離でようやく中戦車の正面装そう甲こうに小さな穴を穿うがつのが限度。戦車自体の破は壊かいというよりは、搭とう乗じよう員いんやエンジンなどの内部部品にダメージを与える目的の方が主である。

　……だと、いうのに。

「魔術猟兵……!?　くそ、何人だ！」

　随ずい伴はんの歩兵たちが、騒然としながら辺あたりを見回す。その反応も当然であろう。

　今しがた放たれた、巨大な光こう槍そう。

　その膨ぼう大だいな光の束はどう見ても、数人がかりで行使する大魔術にも匹敵するものだったのだ。

　突然の、文字通りの横よこ槍やりの主を探さがす彼らに、

「呼んだー？」

　応こたえたのは上空──ひときわ背の高い木の上からの声。

「やっほー、皆無事みたいで何より何より」

　長い髪のところどころに木の葉を絡からませ、太い枝の上で脳のう天てん気きそうに手を振っていたのは美び貌ぼうの女性──イーリスの部下の一人、フランチェスカだ。

「……何してんの、あんた」

「いやー、真打ち登場だし目立っとかないとと思って。……でもヒヤヒヤしたわー、登ってる間になんかピンチっぽくなってて」

「誰が真打ちよ。あと、そんな理由で助けが遅れたわけ？」

「やー、バーゼルちゃんならなんとかなるかと思って」

　でへへー、とだらしなく笑いながら枝伝いに地上に降りてくるフランに、重装剣兵たちが一いつ斉せいにその剣先を向けて群がろうとする、が──

「あらあら、モテる女は辛つらいわね」

　にたりと笑うと、彼女はいきなりその豊満な胸の谷間に手を突っ込んで一ひと欠片かけらのエリクシウム片を取り出し、口に含んで一ひと言こと、

「＜＜光炸フラツシユバン＞＞」

　刹せつ那な、眩まばゆい光と同時にとてつもない大音響が響き渡り、ユーリは思わず耳を押さえてしゃがみ込む。ややあってから薄目を開けて状況を確認してみると、音響を間近でまともに食らった敵兵たちが気絶して倒れていた。

「魔ま術じゆつ師しだからって簡単に倒せると思ったら大間違いだっての」

　気だるげに呟つぶやくと、彼女は横たわる敵兵を避けながらイーリスの元へ歩み寄り、片手を上げる。

「やほ、姫様。無事でよかった」

「フラン、バーゼルを助けてくれてありがとう。……けど火力だしすぎ」

「いーのいーの。ちゃんと人入ってないとこ狙ねらったから」

　イーリスのダメ出しに手をひらひらと振って答える彼女は、あれだけの術じゆつ式しきを使ったというのにもかかわらず特に疲ひ弊へいした様子もない。

　……バーゼルといい、ヴィルヘルムといい、彼女といい。つくづく、イーリスの部下というのは化け物揃ぞろいらしかった。

　累るい々るいと倒れた敵兵たちを見回して、イーリスは顎あごに手を当てて眉まゆ根ねを寄せる。

「……にしてもこいつら、どこの部隊なのかしら」

　彼らの装備を改めて観察してみると、そのどれもが手入れの行き届いたものばかり。そもそもエリクシウムの消しよう耗もうが激しい重装剣兵が投入されている時点で、野や盗とう化した逃亡兵という線は薄そうだ。
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　ユーリは彼らを観察し──やがてフランが撃げき破はしたⅣ号に視線を移してふと、ある一点に目を向けた。

「ユーリ、何してるの？」

　イーリスの声掛かけを無視してユーリはⅣ号によじ登ると、その砲ほう塔とうに備え付けられた望遠鏡を改めて観察する。

　人の頭ほどの大きさのライトと、成人男性の腕より少し長いくらいの巨大な鋼こう筒とうが一体になった装備。その正体に気付いて、ユーリはイーリスに向き直る。

「これ、暗視装置だ。しかも最新式の投射受像型」

「……暗視装置ですって？」

　いわゆる光学機器の類たぐいを実用段階まで持ち込めている軍隊は数少ない。……というのも、この装置に使われている技術は非魔ま法ほう技術──先史文明の遺い残ざん物ぶつだからだ。

　魔術の恩恵が人々の生活の根こん幹かんまで浸しん透とうした現在において、わざわざ制約の多い旧技術を研究しようなどという人間は少ない。

　特に、魔術技術の発展している西側諸国ではこのような風潮が顕けん著ちよであり、先史技術のサルベージは多くの国であまり進んでいないのが現状である。

　そんな中で比較的研究が進んでいるのは他国に比べ先史技術を重視している【騎き士し連れん】だが──しかしこちらも、良質なガラスを製造するノウハウを持っていないために光学機器に関する評判は決していいものではない。

「……これだけの精せい度どの暗視装置、一体どこから」

　俯うつむいて思し索さくするイーリスに、フランはというと屈かがみこんで敵兵を指先で小こ突づきながら、

「さて、それじゃあどうしましょうか。こいつら適当に連れて帰っていろいろ吐はかせる？」

　などと物ぶつ騒そうなことを言ってのける。イーリスはそれに何か返そうとして──しかし、

「それは困るな、お嬢さんがた」

「誰!?」

　不意に聞こえたのは、男の声。バーゼルはすぐに反応し、剣を抜くと声の方へと切きっ先さきを向ける。

　声の主は、斜面の上方から彼女らを見下ろしていた。

　不吉な相を感じさせる瘦こけた顔に、幽ゆう鬼きのような銀の髪。漆しつ黒こくの軍服に包まれたその長身は細身ながら筋肉質で、そして、何より目を引くのは──虎テイーガーのような鋭い眼光を湛たたえるその灰色の瞳ひとみだった。

「いや、実に見事だった。まさかたったそれだけの戦力で、この『オルケストラ』を相手取るとは」

「『オルケストラ』ですって？」

　男の言葉に顔色を変えるイーリス。ユーリも、その名には聞き覚えがあった。

　近この衛え武官隊オルケストラ。それは【騎き士し連れん】所属の特とく殊しゆ部隊の名だ。

【騎士連】総そう領りようただ一人のみに仕つかえ、総領に仇あだ為なす者をあらゆる手段を以もつて殲せん滅めつする暴力装置──その悪名と武力を以て【騎士連】を西方一の軍国に仕立てあげたそれは、あの大戦争を生き抜いた者にとっては悪夢にも等しい名前である。

「何で軍国の死神部隊が、こんなところに」

「新しい玩具おもちやを手に入れたのでな、少しばかり余興を──と思ったのさ」

「玩具……この暗視装置のことか」

　ユーリの返答に、首しゆ肯こうで応じる男。

「軍国の死神部隊が、何の用だ。何だって、こんなところで──」

「遊びに付き合って頂いた礼に話して差し上げたいところだが──生あい憎にくと、それについては私の口から言う訳にはいかんのだ。すまないな、お嬢さん」

　芝居がかった動作で肩をすくめてみせた後、男はイーリスに向き直る。

「我々としても今回の件は独断でね。あまりそう大っぴらにされたくはないのだよ。分かるだろう、君たちも」

「……なら、なおさらこの人達を捕つかまえていろいろと聞いてみたくなるわね」

「それは困る。……お互いに、困ることになる」

　イーリスの挑ちよう発はつに、男は表情を崩くずさぬまま軽く指揮者のように右手を振る。瞬しゆん間かん、イーリスたちを囲むようにして、森の闇やみから黒こく鎧がいを纏まとった兵士たちが浮かび上がってきた。

「……これで脅おどしになると？」

「まさか。君たちの力はよく見させてもらった。……この程度の戦力ではせいぜい一人獲れるかといったところだろう。だが──」

　大型のライフルを構えた敵兵の一人が、その銃じゆう口こうを──倒れている味方に向ける。

「彼らの口を封ふうじることは、赤子の手を捻ひねるように容易たやすい」

「……なるほど」

　周囲を警けい戒かいしつつ視線で判断を仰あおぐバーゼルに、イーリスは首を振る。

「なら、とっとと連れて帰ってくれるかしら。自分の庭でいつまでも居座られるのは、あんまり気分がいいものじゃないの」

「賢けん明めいな判断だ。感謝するぞ、お嬢さん。……撤てつ収しゆうだ、早くしろ」

　男の指示が下ると同時に、周囲の敵兵たちが素早い動作で倒れた敵兵を運んで森の中へと消え──数分もしないうちに彼らの姿は魔ま法ほうのように消え失せて、残ったのは三輛りようの戦車の残ざん骸がいのみであった。

　彼らが消えた後も、イーリスはしばらく森の闇やみを見つめ続け──

「『……やっこさん達、どうやらちゃんと退ひいてくれたらしいぜ』」

「そう、よかった。……じゃあ作戦終了ね。皆、お疲れ様」

　ヴィルヘルムの報告を受け、喉こう頭とうマイクを押さえてそう号令すると、小さくため息をついてイーリスは天を仰あおいだ。

「……エスタリヒだけかと思ったら、【騎き士し連れん】の死神部隊に、新型の光学機器。……何も、起こらなければいいけど」

　碧あおの瞳ひとみに、月明かりが反射して銀色が煌きらめく。




　エスタリヒからの国書が届けられたのは、それから一週間後のことだった。
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　夢を、見た。

　いつもと同じ、代わり映ばえのしない悪夢。代わり映えのしない、おぞましい悪夢だ。

　いつも通りユーリの周囲に漂ただようのは死し臭しゆうと、仲間たちの骸むくろ。だからこの後の展開も知っている。

　死んだ心で彼らの亡なき骸がらを見る。それは、確認作業。悪夢が悪夢であることを確認するための、単なる作業だ。

　だが、しかし。そこにあった骸を見て、ユーリは目を見開く。

「っ……なんだよ、これ」

　自分の隣に倒れていたのは、おびただしい量の血の中に沈んだギリアムだった。

　驚いて周りを見て、ユーリは呻く。

　自分の周囲に、折り重なるように──見知った顔の骸が転がっていた。

　ヴィルヘルムに、アルニ。フランにバーゼル、そして──

「イー、リス？」

　金の髪を真っ赤に濡らし、目を見開いて崩くず折おれたその細い体を、ユーリは慌あわてて抱き起こそうとして──目が合う。そこにはあの太陽のような光はなく、ただ古い湖の底のように淀よどんだ闇やみが沈んでいた。

「おい、イーリス。しっかりしろ、なあ──」

　喉のどが張り裂さけそうなくらいに叫ぶユーリ。すると、不意に彼女の腕が動いた。

　機械仕じ掛かけのように不自然な、しかし素早い動きで彼女の手は──ユーリの右の目に、その細指を突き入れる。

「……っ、ぐぁあああああ……！」

　灼やけつくような痛みが走り、ユーリはイーリスの体を手放すと右目を押さえる。ごとりと力なく崩くずれ落ちた彼女は──うめき声を漏もらすユーリの顔に抉えぐり出した眼そ球れをぐちゃりと押し付けて、嗤わらった。

「貴方あなたは、また、見てるだけ」

「貴方は、また、守れない」

　幾いく重えにも響く、怨えん嗟さの声。頭の中で鐘かねが鳴るように痛みが響き、右から血の涙が、左から無色の涙が溢あふれ出る。音も、視界も、だんだんと滲にじんでいく。

「──空っぽで、無力な『魔ま法ほう憑つき』。貴方はまた、未来から背を向ける」

　そんな声を最後にして。

　ユーリの意識は、黒の中に埋うもれていった。
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　東部国境での事件の後始末を済ませてイーリスらがヴェーレンに戻り、一週間が経たった日の朝。

「……はぁ」

　卓たく上じように朝食を並べながらため息をついたユーリを、イーリスが不思議そうに見つめた。

「どうしたのユーリ。お腹でも痛いの？」

「違う」

「それじゃあお腹すいた？　いっしょに食べる？」

「違うし、別にいい」

「ほらほらユーリ、あーん」

「だから違うって！　っていうか何で腹はら具ぐ合あいの心配ばっかりなんだよ！」

　オムレツを一切れフォークに刺して差し出してきたイーリスに首を振ってそう返すと、ユーリはひときわ大きなため息をついた。

「……なあ、イーリス。君は気にならないのか」

「気になる……？　ああ、今日のお昼ごはんならお魚がいいわ、気分的に」

「はいはい了解……もう突っ込まないからな。それじゃなくて、先週のことだ」

　イーリスのボケを無視しつつそう本題に入ると、ユーリは彼女に向き直る。

「オルケストラ……【騎き士し連れん】の連中は明らかに何か企たくらんでたろ。いいのかよ、放っておいて」

　詰きつ問もん口調になってしまったことを後ろめたく思いつつ、しかしユーリは彼女にそう問うた。

　先週の東部国境での一件。あんな事件があったにもかかわらず、彼女はこの一週間そのことで何かをしていた様子もない。それが、ユーリにはもどかしく思えたのだ。

「いいのかって訊きかれたら、そんな訳ないと言いたいところなんだけど」

　珍しく歯切れの悪い調子で、行ぎよう儀ぎ悪くフォークを咥くわえながらイーリスは続ける。

「とはいえ、結局敵の尻尾も目的もロクに摑つかめていないし──今私たちに出来ることは、ぶっちゃけ何もないのよね」

「……今は相手の出方を待つしかない、ってわけか」

「悔くやしいけどね。……あ、牛乳ちょうだい」

　差し出しされたグラスに牛乳を注ぐユーリに、でも、とイーリスが付け加えた。

「待っていれば、きっと何かは動くはずよ。きっと」

　その言葉の意図するところは分からず、ユーリはただ、不思議そうに首を傾かしげた。
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　イーリスの朝食が済むと、ユーリは食器をしまったカートを押しながら青い絨じゆう毯たんが敷き詰められた長い廊下を歩いていた。

「待つしかない、か」

　先ほど彼女が言った言葉を、思い出す。彼女はああ言ったが、どうにも焦しよう燥そう感が晴れない。

　もっと、何か出来ることがあるんじゃないか。何か、変えられるんじゃないか。

「……何考えてんだ、俺は」

　自分は単なるコックであって、イーリスの仲間ではない。そのつもりでここにいるし、これから先だって変わるつもりはない。だから自分はこのことで何か考えたり、悩んだりする必要はない。そんな義務も、権利もない。そのはずなのに──あれから一週間。頭に浮かぶのは、先のオルケストラとの戦せん闘とう。

　銃じゆう撃げきの音、怒ど号ごう、立ち上る土つち煙けむりと炎、エンジンの駆く動どう音おん、鉄と汗の匂においのする狭せまい車内──忌いまわしくもおぞましい、戦場という名の空間。

　一度は振り払ったと思えたそれが、二度と関わり合いになるまいと思っていたそれが黒い靄もやのように再び体にまとわり付いてくるのを──実感してしまった。

　怖こわかった。恐ろしかった。……自分の命が失われることがではない。身近な誰かの命が失われるかもしれないという事実が──どうしようもなく恐ろしかった。

　頭の中を、あの悪夢がフラッシュバックする。皆の骸むくろを、そして、イーリスの真っ暗な瞳ひとみを思い出して。

「……ああくそ」

　妄もう想そうを振り払うように頭を振り、眼鏡めがねのつるに触れる。

　暴あばれそうになる心を無理やり押さえつけて、ユーリは大きく深呼吸をした後ゆっくりと歩き出そうとして。

　不意に、横合いから風が吹くのを感じて、ユーリは怪け訝げんな顔になった。見ると、窓が一箇所だけ開いて──外に、何かが垂れ下がっていた。

　近づいて見てみると、それはどうやらワイヤーのようだ。上の階の窓の縁ふちに鉤かぎ爪づめが引っ掛かけられており、そこから垂れ下がっている。

「……何だこれ？」

　呟つぶやきながら、ユーリが何気なく下を覗のぞこうとした、その時。

　不意に背後に気配を感じて振り向こうとして──刹せつ那な。

　ユーリは後ろから強い力で腕を極きめられ、窓まど枠わくに押さえつけられていた。

「……っ、なっ」

　首だけ動かして襲しゆう撃げき者しやの姿を見ようとする。押さえつけている腕を見る限り、どうやら男のようだ。

「見慣れない顔だけど、どこの刺し客かくだい君」

「……あんたこそ、何だ。【騎き士し連れん】の人間か」

「【騎士連】？　何言ってんだ、俺は……」

　わずかに戸と惑まどいを滲にじませる男の声。と、その時。

「シン、帰ってきてたのね！　……って、何やってるの、うちのコックに」

　廊下の向こうから聞こえてきたのはそんなイーリスの声。警けい戒かいした様子は一いつ切さいない。

「……コック？」

「うん。ちょっと前に新しく雇やとったの」

「……マジか」

　男の力が緩ゆるまったのを感じて、ユーリは慌あわてて抜け出すと距離を取る。見れば襲撃者の服の肩には、ユーリらのものと同じ徽き章しようが縫ぬい付けられていた。

　年齢は三十を過ぎたくらいか。顔立ちはそこそこに精せい悍かんだったが、ざんばらの黒髪と無ぶ精しよう髭ひげのせいでどちらかというとだらしない印象の方が強い。が、そんな中で漆しつ黒こくの目だけが猟りよう犬けんのように鋭く──まるで人を見み透すかすようで、ユーリは思わず視線を逸そらしそうになっていた。

　ユーリを軽く見つめたあと、男はイーリスとユーリを見比べて、はあと大きく息をつき。

「……すまん、勘かん違いだった。てっきりスパイか暗殺者か何かかと……本当に、すまん」

　先ほどまでの殺気はどこへか、フレンドリーな声こわ音ねでそう言って頭を下げてみせる。突然のことにユーリが戸と惑まどっていると、

「紹介するわ。彼はシン。一応私の部下よ」

　男を指してそう告つげた後、イーリスは男──シンに向き直る。

「それで、貴方あなたが戻ったってことは……」

「ああ。ちゃんと例の件の返答は受け取ってきてる。こいつを」

　シンが懐ふところから──紋もん章しようで封ふうされた一通の書簡をイーリスに手渡す。

「……大事な書類なんだから、もうちょっと丁てい寧ねいに扱あつかって欲しいわ」

「ちょいとドタバタしててな。一応そいつだけは守り抜いたってことで手打ちにしてくれ」

　おどけるように肩をすくめてみせるシンをよそに、イーリスは書簡の封を切って中身にさっと目を通した後、ユーリに手渡す。

「何だったんだ？」

「この前エスタリヒに送りつけた密みつ書しよのお返事。読んでもいいわよ、貴方にはその権利がある」

　イーリスの言葉に従いユーリは書面に目を走らせ、やがて怪け訝げんな顔になる。

「……『エスタリヒとスヴァイゼの間で、極ごく秘ひにて和平会談を開きたい』？」

　和平も何も、エスタリヒはスヴァイゼの友好国の筈はず。意味が分からずに戸と惑まどうユーリに、

「ほら、待てば動く──私が言った通りでしょ」

　自信に満ちた声で、イーリスはそう告げたのであった。
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　エスタリヒ公こう国こく。

　強国ヴィマール騎き士し連れん邦ぽうから自治を認められたアジール人たちによる独立国家であるこの国は、堅けん実じつさと器用さで知られるアジール人職人たちの技術力を土台にした産業──特にガラス製品の交こう易えきで多くの利益を上げてきた技術国家である。

『独立性』に重きを置く彼らは【大戦争】当時も東西陣じん営えいに迎げい合ごうすることを厭いとい、スヴァイゼ同様小国ながらも『要かなめの四国』として中立を保ち続けようとした──のだが、【騎士連】からの度たび重かさなる圧力に負け【西主連アライメント】に与くみする形で戦争に参加。とはいえそんな中でも決して友好国であるスヴァイゼに対しては敵対行動をとらなかった唯ゆい一いつの国──

「だった、はずなんだけどね」

　いつもの会議室。私兵達が集まる中で、ため息混じりにイーリスがこぼした。

「二週間前のエスタリヒの襲しゆう撃げきのこと、覚えて……ないわけがないか」

「ああ」

　忘れるはずもない。不戦地帯を踏み越えて、戦車まで持ちだして戦せん闘とう行為を行ったエスタリヒ兵たち──それは先ほどイーリスが言ったとおり、ある意味ユーリにとっての切きっ掛かけでもあるのだ。

「実は、エスタリヒがああいう風にちょっかいを掛けてきたのはあれが初めてってわけでもなくてね。実はあれより前も、何度も同じようなことを繰り返してこっちの出方を窺ってきてた。……一応国境警けい備びの人たちには手を出さないように指示してあったんけど、そのせいもあってあいつら最近は余よ計けいに図ずう々ずうしくなっててね」

「まさか戦車まで持ってくるってのは想定外だったな。加か減げんってもんを知らねえ」

　あくまで軽い調子で、横合いから挟はさんできたのはヴィルヘルムだ。

「いつもは精せい々ぜい歩兵の一個小隊くらいがちょっかい掛けてくるだけだったしねぇ、それこそこっちも戦車でも出して脅おどかしてやれば十分だったんだけど……やっぱ、よっぽどあの密みつ書しよが届いてほしくなかったってことなのかしら」

　更さらに、苦笑交じりに言ったのはフラン。彼女の口から飛び出した「密書」という単語にぴんときて、ユーリはイーリスに向き直るとひとつ問いを投げる。

「……そういやずっと聞きそびれてた気がするんだが、あの時……何で俺は襲おそわれたんだ？　そういやあいつらも密書がどうとか言ってた気がしたけど」

　その問いに、イーリスはややバツが悪そうな顔になる。

「ああ、それは──うん、まあ、なんというか手違いみたいなものでね。丁ちよう度ど密書の運うん搬ぱんに使ったのが貴方あなたが乗ってたのと同じ型の車しや輌りようだったのよ。で、運ぶ時間も丁度前後してたから多分、間違えたんじゃないかなって」

「そんなことで俺はあんな目に……」

　真相を聞いてみれば、だいぶ気が滅め入いる話だった。

「……で、公こう国こくの連中が躍やつ起きになってまで奪うばおうとしたっていうその密書は一体どういう内容だったんだ？」

「大たい公こう宛あてに遺い憾かんの意を、ちょっとね」

　冗談めかしたイーリスの言葉に、ユーリは訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「……何であいつらは、わざわざ軍隊を出してまでそれを奪おうとしたんだ？　受け取って無視するだけでよかっただろ」

　そんな素朴な疑問に、イーリスはひとつ頷うなずくと、

「もし大公本人が、つまりエスタリヒ全体が戦争を望んでいるのならその通りでしょうね」

「……どういうことだ？」

「まあ、私もこうして大公直じき々じきの返信を受け取るまでは見み極きわめかねていたんだけど」

　前置くと、彼女は目を伏ふせる。

「多分エスタリヒは今、急進派と穏おん健けん派で真っ二つに分かれている。……ほら、見て」

　例の書簡を開くと、イーリスはある部分を指差してみせた。

「『一連の侵しん犯ぱん行為は大たい公こう本人も把は握あくしていなかった。改めて今後のことについて直接話す場を設もうけたい』──そう書いてあるでしょ。おそらくだけど、今回のことは大公本人の意図したことではなく急進派──つまり、戦争をさっさと始めたい奴らが勝手にやったこと。まあ真しん偽ぎのほどはどうあれ、大公の意向としては事を荒立てたくないっていうのが本意のはず。……で、ここで改めてくえすちょん」

　突然ぴんと指を立て、彼女はなにやら気取った言い方で続ける。

「何な故ぜあいつらは密みつ書しよを奪うばいとろうとしたのでしょう」

　そんな問いかけに、ユーリは少しだけ考えると、

「……密書が渡ることで大公に事態が露ろ呈ていすることを、恐れた？」

「その通り」

　答えに満足した様子で彼女は続ける。

「今のところ仮定だけど、急進派は戦争を仕し掛かけようとしていることがバレるのをひどく恐れている。……つまり、エスタリヒ国内では彼らの主張はあまり支持を受けてはいないということ。だから私は、まだ話し合いの余地は十分にあると考えたの」

「話し合って、どうするんだ？」

「大公側の協力を仰あおいで急進派を抑おさえてもらうわ。勝手に他国に喧けん嘩かを売ったとあれば、流石さすがに責任問題になってくるでしょうしね」

「……もし、アテが外はずれたら？」

「その時は、その時よ」

　あっけらかんとそう言い切ると、イーリスは手元の書簡を横目に、皆に向けて口を開く。

「日程は四日後。場所はフリュンドルを指定してきたわ」

　フリュンドル。公こう国こくとスヴァイゼの国境付近、不戦地帯のすぐ側に位置する都市だったはずだ。だが、ユーリの記憶が確かなら──そこは、公国の領内である。

「……イーリス、君はその提案に乗るつもりなのか」

「もちろん」

「……危険だ。敵かもしれない国にわざわざ乗り込んでいくなんて、どんな罠わながあるか分からない」

「俺も同感だね」

　抗こう弁べんするユーリを追って口を開いたのは、シンだった。

「俺が密書の返事を受け取ってスヴァイゼに戻るまでの間、三度襲しゆう撃げきを受けた。お陰かげで車も潰つぶされて、国境からこっち徒歩帰り。ひでぇ目に遭あったよ」

　大おお仰ぎように肩をすくめてみせるシンの服は、言われてみればあちこち泥どろ塗まみれだったり裂さけていたりでかなり傷いたんでいる。

「なかなかロックな格かつ好こうね。痛々しいわよいろんな意味で」

「うるせぇっつの」

　茶々を入れるフランをいなしつつ、シンは少しだけ声のトーンを落とす。

「……あの調子じゃ多分、過激派の奴らは相当切せつ羽ぱ詰つまってるぜ。たとえ大たい公こうにその気がなくても姫君がこの状況下で公こう国こくに入るのはかなりリスキーだと思うんだが──どうだ」

　そんなシンの進言を受けて、しかしイーリスは考える素振りすらなく首を横に振る。

「二人の言うことも尤もつともだけど、でも──多分、今はきっと動かなきゃいけない時よ。後ご手てに回ることしか出来ない私たちだけど、だからこそ。攻せめ時を逃してはいけない──違うかしら」

　そんなイーリスの言葉に、最初に頷うなずいたのはヴィルヘルムだった。

「ま、お嬢がこう言う以上仕方ないだろ。それに……そのための俺たちだ、違うか？」

「その通りよ。私たちが居る限り、姫様を危険な目に遭あわせたりはしない」

「ありがと、ふたりとも。それに、シンやユーリも」

　同調するように頷くバーゼルに笑いかけ、それからユーリにも優しく微笑ほほえんでみせた後、イーリスは続ける。

「皆も危ない目に遭わせることになるけど、ごめん。でも、頼りにしてるわ」

「……そう言われちゃゴネてもいられんね。やれやれ」

　仕方なさそうに苦笑すると、シンは芝居がかった所しよ作さでお手上げのジェスチャーをしてみせると、目を閉じ椅い子すにもたれかかった。……結果、自然と周囲の視線がユーリに集まる。

　その視線にたじろいだようにユーリは言葉に詰まり──やがて、頭をくしゃりと搔かいて、

「……あーもう分かったよ、分かった。勝手にしてくれ」

　やけくそ気ぎ味みにそう言うと、イーリスはにへらと笑った後に皆へと向き直り、表情を引き締しめる。その表情には揺ゆらぐものはなく、瞳ひとみはただ何か大きなものを信じているように、真っ直すぐな光を湛たたえ続けていた。

「それじゃあ皆。急だけど、出しゆつ立たつは明日になるわ。各人それまでに準備を済ませておいて」

「『了解』」

　七人分の返事が重なる。イーリスは彼らを一度見回すと、すぅと小さく深呼吸して、

「じゃ、解散！　皆の働きに、期待しているわ」

『イーリス』ではなく、『姫君』として──力強く、そう告つげたのであった。




　　　　　■




　その翌日。イーリスはすぐさま出立の準備を進め、昼前にはヴェーレンを後にしていた。目的地である国境の街、フリュンドルへの道のりは首都から車でおよそ二日。会談の日取りを考えると、余裕がないにも程ほどがあった。

　移動は目立つのを避けるために編成は彼女とその私兵のみ、それ以外の護ご衛えいなどは一いつ切さいなし。兵員輸送用の軍用トレーラーの中に押し込められるようにしての、まるで一国の姫君のそれとは思えないものだ。

　そんなすし詰め状態の車内で、

「……何で、来るなんて言っちまったかな」

　ぐったりとした表情で、ユーリはそう呟つぶやきながら事の顚てん末まつを回想してみる……と言っても、大したことがあったわけではない。一週間前同様、ユーリ自みずから志願してのことであった。

　イーリスは来なくても構わないと言ったし、強制するものは誰一人居なかった。

　だが──あの夢。あの悪夢を思い出して、ユーリは居てもたっても居られなくなっていた。

　そして気付いた頃には──自分も同行する、と口を滑すべらせていたのである。

　我ながら勢いで行動しすぎだ、とユーリはため息をつくと周りを見回す。

　出発して二日目の早朝。丁ちよう度ど、国境を超えた辺あたりだろうか。車内では、並んだ座席の上で皆、熟じゆく睡すいしているようだった。ちなみにアルニは王おう立りつ府ふで留守番、シンは運転中でこの場にはおらず、現在居るのはユーリを除けばヴィルヘルムとフラン、イーリスとバーゼルの四人である。

　隅すみの方でひっそりと目を閉じているヴィルヘルムに、床に転がり落ちて苦く悶もんの表情を浮かべながらもぞもぞ蠢うごめいているフラン。バーゼルとイーリスなどは肩を寄せあって、まるで仲の良い姉妹のようにも見える。

　そんな彼女らの寝顔を見つめて──しかし、またあの悪夢を思い出しそうになってユーリは外へと視線を移してみる。

　どうやら比較的標高の高いこの辺り特有の気候らしいが、窓の外には朝あさ靄もやが立ち込めており数メートル先すらぼやけて見える。その上、今走っている街道の両脇には並へい走そうするように森林が広がっていて、視界だけでなく見通しも絶望的だった。

　と、そんな外の様子をぼんやりと見ていた時のこと──進行方向に何かが見えた気がしてユーリは目を凝こらしてみた。それと同時に、運転席のシンから無線越しに声が届く。

「『……あー、悪いがちょいと停車するぜ。どうやらお客さんみたいだ』」

　普段通りの、世せ間けん話ばなしでもするような声こわ音ね。しかしその一いつ瞬しゆんですぐに車内の皆が目を覚まし、空気ががらりと変わったのが肌で感じられた。

　無線機を取って、イーリスが目をこすりながらもシンと連絡を取り始める。

「ふぁあ、おはよ……障害の規模は？」

「『おう、起こして悪いなお嬢。……お客さんがたはとりあえず見える範囲で、二十人。見た感じ正規兵じゃあねえな、軍人崩くずれの野や盗とうってとこだろう。進路塞ふさいで停止指示出してきてるが、どうする』」

「……そうね、無理やり突とつ破ぱしてもいいけど」

　おいおい、とユーリは心の中で突っ込む。

「けど、もうエスタリヒ領りよう内ないだしあまり騒ぎを起こしたくないわ。とりあえず指示に従って、穏おん便びんに済ませられそうならそうして。他メンバーは……いざという時の為ために、戦せん闘とう準備」

「『うい』」

　彼女の指示通りゆっくりとトレーラーは速度を落とし、やがて停止。小窓の外を見ると、シンが外に降りて何やら周囲を取り囲んでいる男どもと話し始めたのが見えた。

　内容は、聞こえない。ただ代わりに、トレーラーを囲む人数が徐々に増えてきているのが分かる。薄汚れた野戦服を着込み、手には使い古した小しよう銃じゆうを構えたその出いで立ち。シンの言った通り、恐らくは軍規違反なりで軍を追われそのまま野や盗とうに成り下がった野の良ら部隊だとか、そんなところだろう。

　荷台を見せろとでも要求しているのか、彼らの隊長格と思おぼしき巨漢がシンに詰め寄っている。やがて、どうやら決けつ裂れつしたのか彼らはシンに銃口を突きつけると一いつ斉せいにトレーラーの荷台の方へと歩き出してきた。

　十数人分ほどの足音がだんだんと聞こえてくる。狭いトレーラーの中に逃げ場はなく、もし開けられればどうなるのかは、考えたくはなかった──が。

「やっぱ、こうなるか」

　呟つぶやいたのは、ヴィルヘルムだった。

「で、どうするよお嬢」

「うーん、平和に済ませたかったんだけどなぁ」

　夕飯の材料が足りなくなっちゃったー、程度の気楽な様子で呟くと、イーリスはやれやれと肩を落とし、

「まあ、こうなったらしょうがないわよね。……総員に告つぐ、えーと、何か襲おそってきた奴らを──とりあえず殲せん滅めつ。命は取らないように」

「『了解』」

「……ふぁぁ、ねむう……それじゃあ、まあ」

　どこか気の抜けたイーリスの声と同時に、荷台の扉が、

「戦争を、殺すわよー」

　開いた、その瞬しゆん間かん。

　扉を開けた野盗の一人。二メートル近いその巨体が、冗談のように宙を跳はね飛んだ。

「なっ……!?」

　予想だにしない展開に浮き足立つ野盗たちの前に見えたのは、蹴けり抜いた姿勢で足を高く上げたバーゼルの姿だった。

　戸と惑まどうように見つめる野盗達。そんな彼らを前にして、バーゼルはエリクシウムを咥くわえる。

「術じゆつ式しき展開・精せい錬れん術式一型・＜＜強襲アグレシオン＞＞＜＜迅れクルス＞＞」

　その体が紅あかい燐りん光こうを纏まとうや否いなや彼女は力強く踏み込み──刹せつ那な、彼らの胴どうに、首にと流れるように峰みね打うちを打ち込んでいく。それは戦いくさというよりも、むしろ踊っているようにすら見えるような優美な動作。

「くそ、魔ま法ほう騎き士しだとぉ!?」

「怯ひるむな、相手は小娘一人なんだぞ！」

　隊長格の男が叫ぶと、浮き足立っていた野や盗とうたちは彼女に銃じゆう口こうを向け──しかし、

「じゃあ悔くやしがりなさい、あんた達はその小娘にボッコボコにされて負けるのよ！」

　鋭い踏み込みと共に至近に詰め寄った彼女の振るった一いつ閃せんで、彼らの構える小銃はその半なかばから切り飛ばされただのがらくたへと化す。

　と、そんな彼女の背後から、

「くそ、このアマ……！」

　野盗が一人彼女に抱きつこうとして近寄り、しかし、

「寄るな、臭くさいのよ！」

　振り向きざまに彼女が放ったハイキックがその顔面を砕くだき、あっさり撃げき沈ちん。スカートなのもあってわりときわどい絵え面づらだ。

　さて、そんな彼女の無む双そうっぷりを眺ながめながら、

「おうおう、相変わらず飛ばすねぇ」

　と、軽い調子で頷うなずいているのはシン。五人ほどに銃を突き付けられた状態のままだというのに彼はおもむろに上げていた両手を下げると、

「てめぇ、勝手に……」

「俺もちょいと頑がん張ばらんとな」

　野盗達が引き金を引くより早く身をかがめ、そのまま回し蹴げりで彼らの体勢を崩くずしたかと思うと、

「あらよっと」

　いつの間にか手に握にぎっていた金属製のワイヤーを彼らの首に絡からませ、軽く力を込め──それだけで囲んでいた五人はあっさり泡あわを吹き、そのまま沈ちん黙もく。彼は妙みように得意げな表情で、

「一いつ丁ちよう上が……」

「危ない！」

　何か言いかけた途と端たん、血相を変えたバーゼルの飛び蹴りを食らって顔面から地面にダイブしたような情けない格かつ好こうで倒れる。

「……なあ、ロッテちゃん、そんなに足あし癖くせ悪いと男に逃げられるぜ？」

「うっさいわよ三み十そ路じ。むしろ感謝してほしいくらいだわ。私が助けてやってなかったら今頃さぞすっきり愉快な頭になってたわよ」

　言いながら彼女が指差した先。丁ちよう度ど足元あたりに開いていたこぶし大ほどもある弾だん痕こんを見て、シンが呻うめく。

「うげ、狙そ撃げき手しゆかよ……」

「となると、俺の仕事だな」

　彼の言葉に応じるようにヴィルヘルムがのそっとトレーラーから出てくる。その手には、古びた木製ストックの狙撃銃じゆうを持っていた。

「もう一回くらいお前さんが撃うたれてくれると完全に把は握あく出来そうなんだが、頼めねえか」

「冗談キツイぜおやっさん……」

　と、軽口を叩たたきながら彼は無む造ぞう作さに街道右手に広がる森に向かって一発、銃撃げきを撃ち込む。

　瞬しゆん間かん、微かすかに聞こえたのは短い悲鳴。それを確認するとヴィルヘルムはただ一つ頷うなずき、

「よし、これであらかた片付いたか……って、んん？」

　何かに気付いたように黒黒とした森を睨にらむ。

「どうしたの、ヴィル」

　トレーラーの中、流れ弾だまに当たらないようしゃがんだ姿勢のまま問うイーリスに、ヴィルヘルムは少しだけ眉まゆをひそめ、

「……マズイな、戦車だ」

　彼の言葉と同時に、みしりみしりと木をなぎ倒す音と共に森の中から一輌りようの戦車が飛び出してきた。

　くすんだ緑と茶の迷めい彩さい色で塗られた軽戦車。Ⅳ号戦車とよく似たフォルムだが、どこかで拾ってきたと思おぼしきボロボロのシュルツェン（抗魔術アンチマジツクの刻こく印いんのない、ただの鉄板だ）を括くくりつけ、装甲板にはみっしりと革袋や土のうが敷き詰められたその姿は半なかば異い形ぎようめいている。【大戦争】初期のエスタリヒの主力車輌、Ⅲ号戦車だ。

「ははは、形勢逆転だな、ざまあみやがれ……！」

　よろよろと起き上がった隊長格の男。勝ち誇ったようにそう言いながら彼は戦車に乗り込み、

「おい、男はいいが女は殺すんじゃねえぞ！　へへ、俺たちをコケにしたことたーっぷりと後悔させてやる！」

「……うわ、キモっ」

　ねっとりとした男の視線に心しん底そこ嫌いやそうに呻うめくバーゼル。どこか緊張感に欠ける状況だが、しかしオンボロとはいえ戦車に睨にらまれたこの状況は決して芳かんばしくない。

　どうにかしなくては──と思し索さくを巡めぐらすユーリたちのもとに、




「『警けい告こくする。速すみやかに武装を解除し投降せよ。さもなくば、我々はただちに武力行使による問題解決を行う。繰り返す、速やかに武装を解除し、投降せよ』」




　──と。

　突とつ如じよ届いたのは、拡声器越しの低い男性の声だった。

「……あれは」

　声の出で処どころを探さがすと、それは敵戦車らと街道を挟はさんで真向かい側に位置する小高い丘。そこから砲ほう塔とうだけを覗のぞかせて一いつ斉せいに彼らに照しよう準じゆんを向けた、八輛りようほどの中戦車の群れだった。

　野や盗とうたちのスクラップ手前のようなオンボロとは違い、こちらは一様にグレーで塗装され、砲塔側部にエスタリヒ公こう国こく軍の紋もん章しようが描かれている。車種も公国の現在の主力であるⅣ号戦車であり、そこからも彼らの素す性じようは容易に予想できるというものだった。

　ややあって戦車隊は丘を越え、街道を封ふう鎖さするように停車する。その中から濃のう緑りよく色しよくの軍服を着込んだ兵たちがぞろぞろと降りてきたかと思いきや、すっかり戦意喪そう失しつした様子の野盗たちを取り押さえる。

　そう、間違いない。彼らは──公国の軍隊だ。

「その車輌の国章……スヴァイゼの『姫君』とそのご一行で間違いはございませんかな」

　突とつ如じよ低く響いたそんな声に振り返ると、居並ぶⅣ号の中央、指揮官旗の付いた一輛から一人の男が降りてこちらへと歩み寄ってきた。

「……失礼ですが、貴方あなたたちは？」

　警けい戒かい心を隠かくさないイーリスに、男──禿とく頭とうで、見るからに軍人然としたがっしりとした体格である──が、その巨きよ軀くを丸めて深々と一礼して見せる。

「おお、失敬。申し遅れました、私はエスタリヒ軍部中ちゆう将じよう、バユーズ・シュマイゼル。件くだんの会談のためフリュンドルへと馳はせ参じる途中、丁ちよう度ど貴方方がたを見かけまして──僭せん越えつながら、こうして助すけ太だ刀ちさせて頂いた次第でございます」

　そんな自己紹介と共に差し出された彼、バユーズの手を取り、イーリスも、

「救援有難うございます。……スヴァイゼ王国女王、イーリス・アステリア・スヴァイゼです」

　そう一礼を返した後、少しだけ訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、

「……ええと、確か手紙では大たい公こう様はお見えにならないということでしたが。中将、貴方が今日のご名みよう代だいということなのでしょうか？」

　そんな問いに、バユーズは少しだけ苦にがい表情を浮かべ、

「あー、えーと……殿でん下かは少々お体の具合が優れないようでしてな。我々としても悩んだのですが……しかしこの会談は我々の行く末を──いえ、ひいてはこの大陸全体の均きん衡こうを左右するものであるということは重々承知の上。ぜひとも両国の最高指導者同士での話し合いを、と殿下もおっしゃっていましたので……その」

「？」

　どうにも歯切れの悪い彼の物言いに一同が首を傾かしげた、その時だった。

「へぇ、あなたが噂うわさの『姫君』？」

　バユーズらの後方から聞こえたそんな言葉に視線を移すと──そこに、いつのまにやら二人の人物が立っていた。

　紋もん章しよう入りの黒の軍服を着込んだ長身の男と、豪ごう奢しやな赤いドレスに身を包んだ育ちのよさそうな少女の二人組。そしてその男の方は──見覚えのある顔。

　一週間前に襲しゆう撃げきしてきた、あのオルケストラ武官だった。

「……あいつは」

　動どう揺ようと警けい戒かい心をたぎらせるユーリとは対照的に、イーリスはまるで男の方など見えていないように少女の方だけを見つめる。

「……ええと、そうですが」

「ふぅん」

　警戒心を顕あらわにして答えたイーリスにそれだけ返すと、彼女はその艶つややかな黒髪を揺ゆらしてイーリスの前にずいずいと歩み寄るやいなや不ぶ躾しつけにじろじろと上から下まで眺ながめ、

「ねえ貴方あなた、歳はいくつですの？」

　開口一番、そんなことを尋たずねてくる。

「……十六、ですが」

「あら、わたくしと同じですわね」

　何がおかしいのかくすくすと小こ悪あく魔ま的に笑う彼女とイーリスの間に、

「も、申し訳ございません『姫君』！　大変なご無礼を……」

　ひどく慌あわてた様子で割って入ったのはバユーズだった。

「あら、無礼とはよくいいますわね軍人程度の分ぶん際ざいで。……父上に、あることないこと言ってあげましょうか？」

「ぐ……」

　少女のそんな言葉ひとつで、まるで死刑宣告でも受けたかのように表情を固くし、黙だまり込むバユーズ。そんな彼を横目で睨にらみながらふん、と不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす少女に、イーリスはおずおずと問いかける。

「あの、それで……貴方は？」

「ああ、これは失礼。申し遅れましたわね、『姫君』さん」

　ぱぁっ、と効果音が入りそうな程ほどに一転して表情を明るくすると、少女はにんまりと満面の笑みを浮かべてイーリスに向き直り、

「わたくしの名はシオン・ウルスラ・エスタリヒ。……今回の会談では我が父の名みよう代だいとして参りましたの。以後、お見知り置きを」

　彼女──シオンはそう告つげるとゆっくりとスカートの裾すそをつまみ、洗練され、完成され尽つくした優雅な一礼をイーリスへと向けたのであった。




　　　　　■




　そんなこんなで一ひと悶もん着ちやくあった後、イーリスらがフリュンドル入りを果たしたのは結局、その日の昼過ぎのことだった。

　護ご衛えいの戦車隊を市外で待機させ、城ほどもある巨大な城じよう壁へきをくぐり抜けると──広がっていたのは、赤レンガで組まれた家々が立ち並ぶ、伝統的な面おも影かげの色濃い街並み。その牧歌的な光景は、周囲を囲む壁との対照である種の異様な風ふ情ぜいを漂ただよわせている。

『砦さい都と』フリュンドル。先史文明期に一度世界を崩ほう壊かいさせたという災害──『竜りゆう』に対抗するべく構築された巨大要よう塞さいの名残なごりである城塞都市であるが、しかし意外にもこの壁がかの【大戦争】当時にはその本領を発はつ揮きすることはなかったという。

　当然と言えば、当然。スヴァイゼとエスタリヒの国境に位置するこの街は戦時中、結局一度も戦場になることはなかったからだ。

　あの大戦の中にあって平和を保ち続けた数少ない場所。そんな場所が、今まさにこの国の──下へ手たをすれば大陸中の行く末を握にぎる要かなめとなっている。

　ひどく皮肉な話だ、と、ユーリは思った。




　会談場所である国営会館──通称『旧きゆう司し令れい部ぶ』は、市街地中央部に建てられた大きな石造りの建物だった。

　周囲には広大な庭園が広がっており、至るところで色とりどりな花々が、木々が、春の日差しを受けその枝葉を広げている。

　その奥に鎮ちん座ざする本棟はこれまた巨大で、規模としてはそれこそスヴァイゼ王おう立りつ府ふほどもある。聞く所によればこれも先史文明期の建造物だということだが、長い年月の洗礼を受けているにも関わらずその存在感には衰おとろえは見えなかった。

　イーリスらが通されたのは、そんな『旧司令部』二階──豪ごう奢しやな装飾で飾られた、貴き賓ひん用の応接間だった。

　中央の木もく卓たくを囲んで座ったのは、シオンとバユーズ、そしてイーリスの三名。扉際ぎわにはヴィルヘルムと、そしてなぜかユーリも護ご衛えいとして立たされていた。

　向かい合う形で座る二人。先に口を開いたのは、シオンだった。

「さてと。それじゃあ早速始めてしまいましょうか。……ところで『姫君』さん。貴方あなた、『スコアレット』はお好き？」

「……一応、ルールくらいなら知っています」

「なら結構。どうせ退屈な話ばかりですもの、折せつ角かくだし一局付き合って下さいな」

　愉たのしげにそう告つげてシオンが指を鳴らすと、一人の男が折り畳たたみ式の盤ばんを提さげて入室してきた。その男を一いち瞥べつして、ヴィルヘルムの視線がやや鋭いものへと変わる。

「……なあ、おい。話を始める前に──そこの旦だん那なもよ、名乗って貰もらえんかね」

　不吉な相を感じさせる瘦こけた顔に、幽ゆう鬼きのような銀の髪。そして灰色の──虎テイーガーのような鋭い眼光を湛たたえる瞳ひとみ。間違いなく、あの時の男である。

「ああ、紹介がまだでしたわね」

　少しだけ訝いぶかしげな色を交まじえたヴィルヘルムの問いにシオンが首で促うながすと、男はシオンの背後に控ひかえてこちらに深々と一礼を向ける。体の軸じくが寸分たりともぶれていないその動きはまさに武人、とでも言ったところで、ユーリ程度ですら彼がただの文官などではないであろうことは容易に見て取ることができた。

「申し遅れた。改めて、名乗らせて頂こう。私はエーリヒ・ヘスラー大たい佐さ。ヴィマールが近この衛え武官隊──オルケストラの上級武官だ。本日は【騎き士し連れん】からの軍事顧こ問もんとして同席させて頂いただいている」

　こちらを見ても眉まゆ一つ動かすこともなくそう告つげたヘスラー。その言葉に、にわかにヴィルヘルムの表情が硬くなる。ユーリも同じだった。

「……失礼ですが公こう女じよ殿でん下か。どういうことなのか、お聞かせ願えますか？」

「どういうこと、とは？」

　ガラス製のスコアレット駒こまを並べながらわざとらしくそう返す彼女に、珍しくヴィルヘルムが食い下がる。

「決まってんだろう。何な故ぜオルケストラが……【騎士連】の戦争屋が、スヴァイゼと公こう国こくとの会談に同席してんのかってことだ」

　表面上こそいつも通りであるものの静かに唸うなる彼に、答えたのはバユーズだった。

「知っての通り、【騎士連】は我らエスタリヒと切っても切れぬ関係にありまして……ですから、その、斯か様ような重要な局面において【騎士連】を通さずに話を進めるわけには行かないのです」

　どこかしどろもどろなその様子から、ユーリも事情を把は握あくする。

　表面上は、現在エスタリヒは戦時中の【騎士連】との関係から脱だつ却きやくしている──ことに、なっている。しかし実情はといえば、いまだこうして国の方針にすら口出しされてしまうほどに、エスタリヒは【騎士連】に弱みを握にぎられ続けているというわけだ。

「……は、成なる程ほどね。どうする、姫君」

　肩をすくめてそう問うたヴィルヘルムに、イーリスは少しだけ沈ちん黙もくした後、

「……分かりました。ですが、一つだけ確認を」

　そう前置くとヘスラーへと向き直り、

「貴方あなたは──ヴィマール騎士連れん邦ぽうは、何があろうとこの件について一いつ切さい口を挟はさまない。そう約束して頂けますか？」

　毅き然ぜんとした態度でそう告つげる。言われた方のヘスラーはというと不吉げな笑みを口元にちらつかせたまま、芝居がかった様子で恭うやうやしく一礼し、

「私の立場はあくまで客員の軍事顧こ問もん。異を唱となえる権利はないし、その意志もない。これでよろしいかな？　『姫君』」

　そう告つげる彼を数秒じっと見つめた後、

「……はい。失礼しました、ヘスラー武官」

　そう告げたイーリスを見て、シオンは満足そうに頷うなずいて口を開く。

「さて、それじゃあ始めるとしましょうか。……先せん攻こうは貴女あなたでいいですわよ」

「そうですか。じゃあ──先日の件について」

　無む造ぞう作さに『戦車』の白しろ駒こまを進めると、イーリスは淡々と続けた。

「書簡でお伝えした通り、これまでに何度も貴方あなた方がたの軍隊が不当にエスタリヒ・スヴァイゼ間の不戦地帯に侵しん入にゆうしていることが確認されています。……それだけじゃない」

　言葉を一いつ旦たん切ると、イーリスはちらりとヘスラーを一いち瞥べつし、

「一週間ほど前のことです。エスタリヒの商人が、『三つ首トライセプス』を無許可で通行していたことが分かりました」

「……それが、何か？」

　手元で黒駒を弄もてあそびつつ、少しだけ、訝いぶかるように眉まゆ根ねを寄せるシオンに、しかしイーリスはそこで一旦言葉を区切ると、手元の白駒を軽く掲かかげてみせた。

　窓から差し込む陽の光を受けて七色に煌きらめく、ガラス細工の『歩兵』駒。それはもはや、美術品と行っていいほどの優美な美しさを兼かね備えている。

「綺き麗れいですね、この駒」

「そうでしょうとも。ガラスの製造に関しては、我々公こう国こくは世界に誇れる技を持っておりますからな」

　と、イーリスの言葉を受けて自じ慢まん気げにそう語りだしたのはバユーズだった。

「御ご覧らんください、その透とう明めい感。これは公国の職人の伝統的な研けん磨まの技によるものでしてな……ほら、底の部分に刻こく印いんがあるでしょう。ガラス細工は我が国の誇りですからな、他国の二流品と区別するためにも、こうして全てのガラス製品には製造工房の印が刻きざまれておるのです。……ああちなみに、昨今は兵器の類たぐいにも流用を考えておりまして──」

「バユーズ」

　シオンの一ひと言こと。特段強い口調でもないにもかかわらず、それだけでバユーズは慌あわてたように萎い縮しゆくして口を閉ざした。

「……失礼しましたわ、姫君。本題の方を続けて頂けるかしら」

「ええ。そうですね……じゃあバーゼル、入ってきて」

　イーリスの言葉に、応接間の扉が開いて「失礼します」という一礼の後、バーゼルが何やら布に包まれた巨大な筒つつを抱かかえて入ってきた。

　重々しい音とともに床に置かれたそれは──見覚えのあるものだった。

「……何ですの、これは」

　不思議そうにまじまじと見つめるシオンに、イーリスは淀よどみなく答える。

「これは先日、不戦地帯に対し侵しん犯ぱん行為を行っていた【騎き士し連れん】の戦車が装備していた暗視装置です」

「……はあ。それで、それがどうしたって言うのかしら。少なくとも、我々エスタリヒとは何の関係も……」

「いえ、これを見て下さい」

　言って、イーリスが装置側面底部を指さす。よく見てみると、そこには細かい数字ともうひとつ──小さな印いん章しようが刻こく印されていた。

「薄うす雪ゆき草そうと王おう冠かん、そして交差する鎚つちの刻印。これは──公こう国こくの工こう廠しようの紋もん章ですね」

　その瞬しゆん間かん、場の空気が──がらりとその温度を変えた気がした。

　一瞬の静せい寂じやくが場を支配する中、イーリスの駒こまが盤ばんを打つ音が響き渡る。

「公国のガラス産業は、先ほどバユーズ中ちゆう将じようがおっしゃった通り、列れつ強きようにも引けをとらないものですから──公国製の光学機器を買い入れたいと考えている国は少なくないはず」

　シオンの顔から先さき程ほどまでの笑みが消え、バユーズの方もその顔の皺しわを濃くする。そんな中、ヘスラーだけが依い然ぜん余裕の表情を浮かべていた。

「これは、あくまで私の推測ですが」

　そう前置くと、イーリスは三人を見回して口を開く。

「公国は、禁止されているはずの兵器の輸出を行っている──違いますか？」

「何をおっしゃいますか！」

　ひどく慌あわてた様子で抗こう弁べんしたのはバユーズであった。だが、それも当然だろう。

　中立国である『要かなめの四国』は、そのどれもが原則として兵器の輸出入を禁じている。兵器の取引を介して他国との間に力関係を生じてしまうことを防ぐためだ。

　とはいえ、かの【大戦争】の際にスヴァイゼ以外の国々は皆その中立の立場を一度失っており、そのため現在各国が使用している兵器は周辺国家のライセンス品が殆ほとんどなのだが──ともあれ。それでも名目としては、兵器の輸出入が禁じられていることは事実。

　もしもそれが破やぶられているとなれば、周辺諸国からのバッシングは相当のものとなるだろう。

「わ、我らが公国では、大公殿でん下かの命により他国への兵器の輸出は完全に禁じられている！　それは──【騎士連】相手でも例外ではない！」

「つまり、この刻印は偽にせ物ものだと」

「決まっている！」

　と──大おお見み得えを切ったその瞬間、バユーズははたと何かに気付いた様子で顔を青くした。

「中ちゆう将じよう閣かつ下か。どうして貴方あなたは、この刻印が偽物であると即座に言い切れたんですか？」

「……あ、ぐう──」

　冷たく鋭い刃やいばのようなイーリスの問いに、バユーズは脂あぶら汗あせを浮かべて言い淀よどむ。と、

「うちのば……部下を虐いじめるのはよしてくださいな。彼は噓うそをつくのは得意じゃありませんの」

　バユーズに代わってそう告つげたのは、シオン。その顔に昏くらい笑みを浮かべながら真っ直すぐにイーリスの目を見み据すえると、やがて彼女はぱち、ぱちと、小さく拍手してみせた。

「……面おも白しろいお話でしたわ、スヴァイゼの『姫君』。そうですね、百点満点で言えば七十点程度ですわ」

「七十点、ですか」

「ええ。まだ満点とは言えませんわ」

　言いながらシオンはゆったりとした手つきで駒こまを進め、黒駒の『歩兵』が白の『魔ま術じゆつ師し』を一体打ち倒す。

　彼女の表情に依い然ぜん浮かび続ける邪じや悪あくな笑みに、ユーリは本能的に、何か嫌いやなものを感じる。

　イーリスは、「大たい公こう側はあくまでスヴァイゼとの和平を望んでいるはず」と言っていた。大公側はこの件について把は握あくしておらず、恐らく軍内部の過激派が暴走しているのだ──と、そう考えていた。

　だが、それは、本当にそうなのだろうか？

　大公の名みよう代だいを名乗る目前の少女。彼女の発言はまるで、最初から全てを把は握あくしているかのようで。それはつまり──

「……エスタリヒ大公は、この件に直接関わっていらっしゃるのですか」

「さあ、どうかしら。それに、もしそうだとしたら──どうだというのかしら？」

　どこか挑ちよう発はつ的なシオンの物言いに、しかしイーリスは機械のように表情を変えず、

「どうということもありません。貴方あなた方がたがどうであれ、私達の目指すものは変わりませんから」

　と、それだけ言ってのける。

　シオンはそんな彼女の様子に少しだけ表情を変えたが、しかしすぐにもとのにやついた笑みを取り戻し、

「そうですの。……ふふ、つまらないことを言ってしまって申し訳ありませんでした、姫君。ご心配なく、わたくしたちは、スヴァイゼとの友好関係を維い持じすることを基本的には望んでおりますわ」

「基本的には？」

「ええ」

　いまいち真意の見えない調子でそう答えると、彼女は盤ばん面めんを見つめ、思し案あんするように手駒を唇くちびるに当てる。

　盤上の白駒は七、黒駒は九──イーリスがやや押されている形だ。

「エスタリヒの現在の情勢については、どの程度御存知ですの？」

　不意に、盤ばん上じようを見つめたままでシオンが口を開く。

　唐とう突とつな問いにイーリスは珍しく面めん食くらったように瞼まぶたを瞬またたかせると、横目でヘスラーの方を見つつ、返す。

「……戦時中の【騎き士し連れん】との同どう盟めい関係がいまだくすぶり続けているということと、あとは、昨さつ今こん戦争推進派の活動が活発になったという話は聞いています」

「ふぅん。内情のゴタゴタを他国に気け取どられないようにと一応は手を打っていたはずなのですが……随ずい分ぶんと良い目と耳をお持ちのようですのね。羨うらやましい限り」

　言葉と裏うら腹はらに特に驚いた様子もなく、シオンは一手を進めた後再び口を開く。

「まあ、大おお筋すじのところはその通り。あの【大戦争】で国土を荒らされ、多くの資源を、民を失った今の我々は──恥ずかしながら【騎士連】に、『西せい方ほうの剣』たるあの軍国に真っ向こうから三み行くだり半はんを突き付けることも叶かなわぬ状況。最近では議会にまで【騎士連】のご機き嫌げん取りにご執しゆう心しんな連中が増えてきて──挙あげ句くの果てにはスヴァイゼに侵しん攻こうし、併がつ合ぺいすべきなんて言い出す阿あ呆ほうまで出始めた始末ですの。困ったことに」

　まさに隣にその【騎士連】の人間が居るのだが、大丈夫なのだろうか。思わずヘスラーの方を見ると、彼は目を閉じ腕を組み、口元に意い味み深しんな笑みを浮かべるばかり。

「……大方の顚てん末まつは分かりました。つまりは、今回の件はそういった【騎士連】派の人間の主導──とおっしゃりたいのでしょうか」

「ええ」

　余裕たっぷりに頷うなずくシオンに、イーリスは表情を固くしたまま、重ねて問う。

「では、もう一つお訊きしたいのですが──何な故ぜ貴方あなた方がたは、彼らの行為を把は握あくしていながら野放しにしていたのですか？」

　そんな彼女の問いに。シオンはというと、驚くでも怒るでもなく。

「決まっているでしょう。そうするのが、都つ合ごうが良かったからですわ」

　ただ笑ったまま──それだけ答えて、駒を進める。

　彼女のそんな返答に、ユーリは疑問を深くして思わず言葉を漏もらす。

「……どういうこと、なんだ？」

「おや、察しの悪い方ですのね。姫君の従者なのに。……まあいいですわ。では、そこの殿との方がたにも分かりやすいよう言い直しましょう。我々大たい公こう派は【騎士連】派の暴走を体ていよく利用し、あわよくばスヴァイゼを併合し──いずれはこの大陸に再び戦争を起こすことを望んでいると、つまりはそういうことですわ」

　そう返す彼女の表情は至って平然としていて。何よりそこには、何の迷いもなかった。

　何かを信じる者の目。それはどこか──イーリスのそれとよく似ていて。それ故ゆえに、ユーリは余よ計けいに困こん惑わくして問いを重ねる。

「何で、そんなことを……」

「民のため、そして、国のために決まっているでしょう」

「国の、ため？」

「そうですわ」

　オウム返しのユーリに、シオンは小さく頷うなずき返す。

「先ほども言いました通り、今の我々は色々なものを失いすぎた。だからこそ、一国も早く国を立ち直らせるためにも、我々には──いえ、我々にとっても戦争は必要なのです。……戦争という、ビジネスが」

「ビジネスって……どういうことだ」

　シオンの告つげた言葉の意味が理解できずにユーリが問い返すと、代わりに隣のヴィルヘルムが、何やら納得したように感かん嘆たんの声を漏もらす。

「ははぁ、見えてきたぜ。つまりは公こう女じよ様、君らは──戦争特とく需じゆを再来させて国を潤うるおそうと、それが狙ねらいなわけかい」

「ご明めい察さつ、ですわ」

　ヴィルヘルムの言葉に頷くシオン。そのやりとりの意味を理解して、ユーリは目を見開く。

　小国でありながら、大陸でも有数の技術大国と称されるエスタリヒ。その主要な産業は先に述べたようにガラス製造であるが、機械工業、特に戦車などを含む大型術じゆつ動どう機械などの製造に関する技術力も高い。

　もしも再び戦争が始まることになれば、当然西側諸国はエスタリヒの優秀な兵器群をこぞって求めるようになり、そうなれば──資源に乏しいこの国でも、きっと莫ばく大だいな利益を得ることが出来るだろう。

　恐らく、彼女は──いや、エスタリヒ上層部はそれを狙っているのだ。

「いくら質のいい兵器を造ったところで、使い道がなければ買い手はつきませんからね」

　シニカルに笑いながら、そう言って肩をすくめるシオン。もはや相手が一国の公こう女じよであることも忘れ、ユーリは彼女を真っ向こうから睨にらみつける。

「……そんなことの為ために、戦争を起こそうっていうのか」

「そんなこと、とは心外ですわね。他ならぬ、国のためですわ」

「戦争が起これば、また沢たく山さんの人が死ぬんだぞ」

「ええ、知っています」

　静かにそう答えて、シオンは盤ばん上じようを見つめる。

　盤上に倒れる、『死』んだ駒こまたち。

　彼らを一いち瞥べつした後──しかしすぐに冷めた眼まな差ざしでユーリを睨み返して、

「それでも、我々は選ばなければいけなかった。他国を踏み台にして生き延びるか、それをせずに緩ゆるやかに死ぬか──選ばなければ、いけなかった」

　そう告つげる彼女の言葉は、ただ淡々としていて。それはただひたすらに、事実のみを述べているといったふうで──だからユーリは、言い返すことが出来なかった。

　彼女たちのしようとしていることは、間違っている。

　けれど、国を、民を守るためには、恐らくそれは正しいと言える選択のひとつなのだ。

　唇くちびるを嚙かみ、目を伏ふせるユーリから視線を外はずすと、シオンはイーリスへと向き直り、

「そういうわけですから、姫君。我々が望むのはあくまであの【大戦争】であって、スヴァイゼとの小こ競ぜり合いなどではありませんの。無む益えきな戦いくさを、無用な流血を回避するためにも──どうか【西主連アライメント】の軍門に、下っては頂けないでしょうか」

　と、そんな懇こん願がんにも似た申し出を突きつけたのであった。

　イーリスを見ると、彼女はシオンに答えることなく目を伏ふせて小さく嘆たん息そくした後、おもむろに口を開き、

「貴方あなた方がたの言い分は、分かりました」

　一ひと言こと、それだけ返す。彼女の返事にシオンはというと、先ほどまでと変わらぬ余裕ある態度で──しかしどこか緊張が緩ゆるんだ様子で、

「では、合意して頂けるということですの？」

「いいえ」

　イーリスは怜れい悧りな声こわ音ねでそう一言だけ告つげると、卓たく越ごしにシオンを見み据すえて、

「お忘れですか。私たちは、戦争をしにきたんじゃありません。……平和のために、ここに来たんですよ」

「では、どうするのでしょう？」

「貴方方がこちらの要求を吞のんでくれるように、ちょっとだけ頑がん張ばることにします。……丁ちよう度どエスタリヒの要人が二人……ついでに【騎き士し連れん】の武官も、一人。貴方方を人質に取って、大たい公こう殿でん下かを脅きよう迫はくするなんていうのも手ですよね」

　言うと同時に、イーリスは駒こまを動かす。

　見れば盤ばん面めんに残っている白駒は『戦車』と『歩兵』がひとつづつで──それでも彼女は迷いのない手つきで駒を進める。

「……なっ、姫君!?」

「ほう」

　あっけらかんと告げたイーリスに、バユーズは魚みたいに口をぱくぱくさせ、またヘスラーの方は、誘ゆう拐かい宣言を受けたにもかかわらず愉たのしげに笑うのみ。

　シオンはというと、こちらも流石さすがに一いつ瞬しゆん驚いたようにその翡ひ翠すい色の瞳ひとみを見開いた後、すぐにその目をきつく細める。

「本気で言ってますの？　貴方」

「ええ、勿もち論ろん。確かに、国境沿いの街とはいえ貴方達を連れてスヴァイゼまで脱出するのは骨が折れるでしょうけど……それでも、うちの部下たちは優秀ですから」
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　静かなる言葉の応おう酬しゆう。と同時に盤ばん上じようの戦争もまた、駒こまを打つリズミカルな音を響かせ続く。

　黒の大群が白に群がろうとして──しかしイーリスは紙かみ一ひと重えでその攻せめを受け流し続ける。

「……そういうことを訊きいているわけではありませんわ」

　苛いら立だった様子のシオンに、しかしイーリスはゆったりとした調子のまま、

「本気ですよ。……貴方あなたの話を聞いた限り、今の私スヴアイゼに出せる手札はもうそれしかありませんから──なら、私は躊ちゆう躇ちよしません。全力で、平和を遂すい行こうするだけです」

「……貴方の言っていることは、そこらのテロ屋と何ら変わらない。そんなのは、平和の押し売りですわ」

「そうですね。けど、それで平和になるというのなら──私はそうするだけです」

　かたん、と。駒を進める澄んだ音が、響き渡る。

　翠すい青せい色の瞳ひとみを煌きらめかせてそう告つげる彼女の言葉はあくまで和なごやかで。しかし、そこには冗談を言っているような気配は一いつ切さいない。

　何かを信じ続けるその瞳は、ただ揺ゆるがぬ太陽のように燃え盛るのみ。

　シオンとイーリスは、互いに見つめ合う。

　沈ちん黙もくの幕が下りて、周囲が固かた唾ずを飲んで見守る中──やがて、

「……は」

　最初に声を漏もらしたのは、シオン。

　俯うつむいて、肩を震ふるわせ。やがて顔を手で覆おおい天てん井じようを仰あおぐと彼女は、

「あははははは！　噂うわさには聞いていましたけれども……なるほどなるほど、相当に面おも白しろいお方ですのね貴方あなた！」

　驚いたことに、楽しくてしょうがないといった様子で大笑したのであった。

　皆が一様に啞あ然ぜんとした表情で見守る中シオンは笑い続け、イーリスはというと、彼女も流石さすがに面めん食くらった様子で目をぱちくりさせて彼女を見つめる。

　ひとしきり笑ったあとシオンは目に涙を溜ためながらイーリスの方へと向き直り、

「ふふ、失礼。貴方を試すためにふたつほど、つまらぬ噓うそをついてしまったこと──その非礼をお詫わびしますわ、姫君……いえ、イーリスさん」

　打って変わって棘とげ々とげしさの抜けた態度でそう告つげると、ぺこりと頭を垂れるシオン。

「噓、ですか」

「ええ。あわよくばスヴァイゼを引きこもうと考えていたのは事実ですが──しかし、それは決して我々の本意ではありません。友好国を売ってまで日ひ銭ぜにを得なければならないほど、落ちぶれたつもりはありませんわ。それに」

　きらきらと煌きらめくスコアレット駒こまを掲かかげて、それをどこか優しげな瞳ひとみで見つめて。

「これは、私たちの誇りです。それを売ってまで生き延びるなんて──そんなのは、真まつ平ぴらごめんですわ」

　そう言って、先ほどまでとは違う、どこか角かどの取れた笑顔をイーリスに向けてみせた。

「……なるほど。ですが……だとしたら何な故ぜ、そんな噓を？」

「言ったでしょう、試したのですわ、貴方を。……正直に申し上げれば、わたくし貴方の事をあまり信用してませんでしたの。所しよ詮せんはお飾りの姫君。ただ流されるがままにここにいるだけの子供だろう──ってね。ですからこうして、少しばかり脅おどかして反応を見てみようと思ったわけなのですが……ふふ、まさかこういう風に出られるとは思ってもみませんでしたわ」

「で、殿でん下か！」

　歯に衣きぬ着せぬそんな彼女の物言いに再びバユーズが顔を青くし、しかしイーリスは。

「それで、どうでしたか？」

「えくせれんと、ですわ。貴方のその目……その、気持ち悪いまでに真っ直すぐな目。わたくし、実に気に入りました。完敗です」

　白駒ただひとつが残った盤ばんを見て──シオンはどこか清すが々すがしげにそう告げて。

「貴方あなた方がたの言う平和とやら、見せて頂くことにしますわ」

　そう言って、にっこりと微笑ほほえんでみせた。

　そんな彼女の言葉に戸と惑まどいを隠かくせない様子で、割り込んできたのはバユーズ。

「しかし殿でん下か、大たい公こう殿下の許しもなしにこんなことをご決断なさっては……」

「父上には後でしっかり説明しますわ。出来れば戦争なんてしたくない、という気持ちは同じですもの。きっと分かってくださるはずです」

「ですが……」

　なおも食い下がるバユーズに、シオンは鬱うつ陶とうしげに眉み間けんにしわを寄せると、

「黙だまりなさいバユーズ。わたくしは父上の名みよう代だい。わたくしの決定は、エスタリヒ大公の決定も同然──それに異を唱となえるというのならば、それ相応の覚かく悟ごをすることですわ」

　芯しんまで冷えるような声こわ音ねでそんな抗こう弁べんをばっさり切り捨てる。バユーズはなおも複雑気な表情でヘスラーの方へと向き直ると、

「ヘスラー大たい佐さ、貴方あなたは……【騎き士し連れん】の意向はどうなのですか!?」

　焦あせりすら感じる様子でそう問うが、しかしヘスラーは首を横に振り一ひと言こと、

「生あい憎にくと、口を挟はさまない約束でしてな」

　その言葉にバユーズは一いつ瞬しゆんだけ奇き妙みような──憎にく々にくしげな視線を彼に向けた後、頭を抱かかえて席につく。それを確認するとシオンはイーリスの方へと向き直り、

「さて、イーリスさん。何かまだ、聞きたいことなどございますか？」

「……では、ひとつだけ」

　頷うなずくイーリスに彼女は目を細め、その形の良い眉まゆを思し案あんげに動かす。

「あら、何かしら」

「こちらの要求を吞のんでくださるとおっしゃいましたが──見返りは？」

「ですから言っているじゃあありませんか。私は貴方のことを気に入った、と。見返りなんてみみっちいことを言うつもりはありませんわ。……ひょっとして、私のことが信用できないとでも？」

　不敵な笑みを浮かべたままそう答える彼女に、しかしイーリスの表情は晴れない。

「正直に言えばそうです。貴方がそうであったように、私も貴方のことを知らない。決して公こう国こくにとって得とは言えない選択肢しなのに、たったそれだけの理由でこちらの要求を全面的に受け入れてしまうというのは──私からしてみれば、奇き妙みようです」

「ははぁ、なるほどなるほど。確かに貴方のような方からしてみれば、そうでしょうね」

　芝居がかった動作で頷うなずくと、彼女はちろりとその真っ赤な舌を見せ唇くちびるを湿らせる。

「……ではお答えする前に、先ほど言い忘れていたことを言っておきますわ」

「言い忘れていたこと、ですか？」

「ええ。わたくし、ふたつ噓うそをついていたと申しましたわよね」

　にやにやと。

　とっておきの秘密を打ち明けるような、高こう揚ようを秘めた薄笑いを浮かべながら。

「民のため、国のためを想っている──なんて申し上げましたけど、あれは全部噓っぱちですわ。わたくしは自分が楽しければ、自分さえ良ければこのエスタリヒがどうなろうが知ったことではない。そういう人間ですの」

　イーリスを映うつす、その昏くらい眼め。

「そう、貴方あなたのような平和の化け物とは違って。わたくしは──人間ですのよ」

　それだけはまるで、月のように冷ややかなものだった。
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　話し合いが大おお筋すじのところで合意を得た辺あたりで、ユーリら護ご衛えい（不本意ながら）は追い出されるような形で応接間を後にしていた。

　「二人きりでもう一局打ちたい」とのシオンの言葉だったが、さて、いかがなものやら。バユーズは渋しぶっていたものの、なにせこんな国境沿いの辺へん鄙ぴな街。そこまで神経質に護衛を続ける理由もないだろうという理屈でゴリ押され、渋々納得していた。

　ならばコックらしく晩ばん餐さんの準備でも手伝おうかと思えば、しかし当然のことながら食事の用意は全てエスタリヒ側が取り仕切っており、ぽっと出のユーリなぞが厨ちゆう房ぼうに通してもらえるわけもなく。そんなわけで手持ち無ぶ沙さ汰た、もとい自由の身になったユーリはというと。

「……疲れた……」

　二階の客間のベランダから庭を見下ろしつつ、もう何度目か分からないため息をついていた。

　理由はといえば言うまでもなく、先ほどの一件である。

「お姫様ってのは皆ああなのか……？　もっとこう、ほわーっとしたもんじゃないのか……？」

「ま、現実ってのは得てしてそんなもんさ」

「そりゃまた、夢も希望もない……ってぇ!?」

　不意に掛かけられた言葉に思わずそう返しそうになり、そこでユーリは異変に気付く。

　声は、ベランダの欄らん干かんから身を乗り出していたユーリの、その頭上から聞こえてきたのだ。

　啞あ然ぜんとするユーリをよそに、

「よっこらせ」

　と、やたらオヤジ臭くさい声と共にワイヤー伝いで上の階から下ってきたのは黒髪の男──シンだった。

「……何してんすかあんた」

「おいおい、露ろ骨こつに怪あやしむなよ」

「ベランダでクライミングの練習するような人間が怪しくないならこの世に怪しい奴なんて居ませんって」

「どうしようもなくド正論だな──とまあ、それはいいや。それよりユーリ君、だったか。ちょいと頼みがあるんだがいいか？」

　軽い語調でそんなことを言いながら、手慣れた動きでベランダに降り立つシン。

「頼み、ですか？」

　藪やぶから棒ぼうなそんな言葉に、ユーリが身構えていると──

「……ちょいと昼飯食い損そこねちまってな。すまん、なんか作ってくれねえか」

　と。そう言ってシンは、両手を合わせながら頭を下げたのであった。
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「悪いな。いきなり無理言っちまって」

　客間中央のソファに腰掛かけ、保存用の干し肉とピクルスを黒パンに挟はさんだだけの簡素なサンドイッチをかじりながら、開口一番シンはそうユーリに告つげた。

「いえ、どうせ暇ひまでしたし。……っていうか、すいません。そんなもんしか出せませんで」

　当然のことながら一応は貴き賓ひん用であろうこの客間に台所が備え付けられているわけもなく、それゆえにどうしようもないといえばどうしようもないのだが──とはいえ、結局保存食をそのまま出す形になってしまったことは料理人としてはいささか屈くつ辱じよくであった。

「いやなに、十分すぎるくらいさ。流石さすがは姫君の選んだ料理人ってとこかね……まあ、オムレツの出来はアレだったが」

「ぐ」

　やはりユーリのオムレツはイーリス以外の受けは悪いらしい。……何な故ぜだ。そんなことを悶もん々もんと悩むユーリをよそに、シンはどこ吹く風な様子でサンドイッチをかじりつつ、

「しかしまあ、よく分からんな。君は何で、コックになんてなろうと思ったんだ？」

　なんて、唐とう突とつにそんなことを訊きいてくる。

「なんでって……えらく、いきなりですね」

「いや、だってよ。君はアレだろう、あの【戦争殺し】にいた……ある意味、エリートだったわけだろ？　……それがいきなりコックってのは、言っちゃあ何だがちょいと唐突に思えるぜ？」

　シンの言に、ユーリは苦笑ともつかない微び妙みような表情を浮かべながら頭をかく。

「……大した理由じゃないんですけどね。昔、隊で食事当番に当たった時にたまたま作った料理が褒ほめられて。それで──自分の料理で喜んでもらえるのって、案外悪い気分じゃないなって思ったんですよ」

　今にして思えば、本心から褒められたのかどうかは分からないが──ともあれ。まだ子供だった自分にとっては、周りの大人達に認めてもらえたというのはこの上なく衝しよう撃げき的なことだったのだ。

　親もなく、ただ戦争の中で生きていた自分。

　そんな自分が敵を殺すだけでなく、誰かを幸せにすることが出来るというのが──とても素晴らしいことのように思えたのだ。

　ユーリのそんな答えに、しかしシンはというと、

「なるほど、な」

　と、自分から話を振ってきたわりにそれ以上何を言うでもなくただそれだけ呟つぶやくと、彼はサンドイッチの残りをさっと平らげる。向かいからそんな彼を注視しつつ、ユーリは本題を思い出して改めて口を開く。

「そんなことより。……あんな所で一体何してたんですか？　言っちゃあなんですけど、どう見ても不審者まっしぐらでしたよアレ」

　アレというのは勿もち論ろん、先ほどの壁へき面めんクライミングのことである。ユーリのそんな追求にシンは痛いところを突かれたといったふうな苦にがい顔を浮かべ、

「……言い返せないところが何とも辛つらいがな。とはいえ一応、あれもれっきとした姫君からの頼まれ事でな」

「頼まれ事？」

「ああ。屋敷の構造とか防ぼう衛えい上の弱点とか、色々見て来いとのお達しでな」

　彼の告つげたそんな内容に、ユーリは先さき程ほどのイーリスの発言を思い出す。

「……戦争でもする気ですかあのお姫様は」

「かもな。あのお姫様ならやりかねん」

　小さく笑ってそう返した彼の言葉は果たして本気なのか冗談なのか。戸と惑まどうユーリに構わず、シンはにやりと笑いながら続ける。

「ともあれ。そんなわけでああやって見回ってたら偶然君が辛しん気き臭くさい顔してるのが見えてな。気になったからちょいと立ち寄ってみる事にしたってわけさ」

　腹も減ってたしな、と付け足して意い味み深しんに笑う彼に、ユーリはバツの悪そうな表情を向ける。

　いい加か減げんそうに見えるがその実かなり、人のことによく気がつく男らしかった。

「そんなに辛気臭い顔、してましたか」

「おう。あのまま飛び降りるんじゃねえかってヒヤヒヤしたぜ──ってのは流石さすがに冗談だがな。……何か悩みでもあんのかい？　良ければ相談くらいには乗ってやるぜ？」

　シンのその言葉には、特に裏があるようには思えない。ただ当たり前に心配──はしていなさそうだが、相談に乗ってくれようというのは本心のようだったため、ユーリは少し逡しゆん巡じゆんした末に話し始める。

「いやまあ、大したことじゃないんですけど。ただ、ちょっとあてられたっていうか」

「ほう？」

　眼下に広がる街並みに視線を遣やりながら、ユーリは苦笑を浮かべる。

「イーリスも、あのエスタリヒの公こう女じよ様も……二人共俺よりよほど色々なことを考えて、しっかり一本芯しんを持って生きてるって感じで。それと比べて俺には、何もない。オムレツのひとつもマトモに作れなければイーリスの手を取ることすら出来ない、どっちつかずの半はん端ぱ者もので──なんていうかホント、情けないなーって」

　言っている間に落ち込んできて、再び大きなため息をつきながら苦笑するユーリ。そんな彼の様子をシンは何も言わずに横目で見つめ──やがて、

「半はん端ぱ者もの、か」

　小さく呟つぶやいた後、彼はくくっと低く笑う。

「……笑えるような話をしたつもりはないんですが」

「おう、すまんすまん。思い出し笑いだ」

　全く悪びれた様子もなくそう返すと、彼は顔をユーリの方へと向けて続ける。

「君は自分のことを半端者だと言ったが……だがそれは、言うほど悪いもんでもないと思うぜ？」

「そういうもん、ですかね」

「ああそうさ。半端者ってのはつまりは何にも染まっていないってこった。善にも悪にも、大にも小にも。戦争にも、平和にも──そしてあの姫君にも、な」

　淡々と告つげるシン。その口元には笑みが浮かんだままだったが、しかしその真っ黒な瞳ひとみに浮かぶのは冬の曇どん天てんのように淀よどんだ光だ。

　シンが、口を開く。

「ユーリ君。君には姫君は、どう見えている？」

「どうって……」

　そんな唐とう突とつな問いに首を傾かしげつつ、ユーリは少し悩んだ後に答えを返す。

「……凄すごいな、としか」

　我ながらにひどい答えだと思ったが、シンはしかし茶ちや化かすことなく、むしろ同意するふうに小さく頷うなずく。

「そう、『凄い』。全くもってその通りだ。父親が死んで、あの歳としで国を背負って。のみならず俺たちみたいなのを率ひきいて平和の為ために戦って……それは間違いなく、まごうかた無く凄いことだ。けどな」

　彼の目が、すっと細められ。

「彼女は確かに凄いが──けれどどうしようもなく、正しくない」

　告つげられたそんな言葉に、ユーリはただ、鸚おう鵡む返しに呟つぶやく。

「正しく、ない？」

「ああ、そうだ。……なあ、ユーリ君。彼女が何でこんなことをしているのか、分かるか？」

「……平和のため、じゃあないんですか？」

「正しいが、正確じゃあない」

「……？」

　シンの答えの意味が了解出来ずに、ユーリは眉み間けんの皺しわを深くする。そんなユーリをしばらく見つめて彼はふっと小さく口を歪ゆがめると、

「彼女はさ、願ったんだ。……いや、呪のろったとでも言ったほうが相応ふさわしいか」

　シンの言葉に、ユーリは震ふるえる声で問い返す。

「……願ったって、何を」

「平和を。そして彼女から全てを奪うばった戦争、それ自体に──復ふく讐しゆうすることを」

　シニカルな笑みと共にシンが告つげたそんな答えに、ユーリは点と点が繫つながっていくのを感じる。

　戦争への、復讐。平和による、戦争の撲ぼく滅めつ。それはつまり──

「……戦争を殺すための、平和……？」

　ユーリの呻うめくような呟つぶやきに、返ってきたのは無言の首しゆ肯こう。

　腕を組んで沈ちん黙もくを守るシンに、ユーリは溢あふれ出しそうな何かに蓋ふたをしながら、絞しぼり出すように問う。

「……あいつは。イーリスは、何でそんなものを願ったんだ」

　シンの言を信じるなら、イーリスはあの戦争で何かを喪うしない、それ故ゆえに戦争殺しを求めた──復讐者だということになる。

　終わりなき平和のための戦争に自みずからの身を捧ささげることを選んだ、あの小さな姫君は。

　一体何な故ぜ、そんな歪いびつな平和を願ったのか。

　ユーリの問いに、シンは目をすっと鋭く細めて、

「あいつは──」

　と、彼が言いかけたまさにその時。

「ユーリ、ちょっといいかな……って」

　まさにその当事者であるイーリスが、いきなり部屋に入ってきた。

「……っ!?」

　露ろ骨こつに慌あわてふためくユーリとは対照的に、

「お、話し合いはもう終わったのか。早かったな」

　と、シンはあくまで泰たい然ぜんとした様子でそう返す。このへんは流石さすがに大人おとなといったところだろうか。一ひと欠片かけらの動どう揺ようすら見せないその様さまは、もはや詐さ欺ぎ師しのようですらあった。

「うん。だからちょっと気分転換がてら散歩に行こうかと思って、ユーリを誘さそおうと思ったんだけど……貴方あなた、なんでここにいるの？」

「いやなに、ちょいと新人に先せん輩ぱいからの訓示をな。サボってたわけじゃあないから安心してくれ」

　口元を歪ゆがめて答えた彼をイーリスは半眼で見つめた後、すぐに普段通りの様子でユーリに向き直る。

「……まあ、それならいいけど。じゃ、兎とも角かくそういうわけだからユーリ。準備出来たら玄関前に来てもらっていい？」

「え？　あ、ああ。分かった。すぐ行くよ」

「ん、ありがと」

　そう言って柔らかく笑うと、彼女は踵きびすを返して部屋を出ようとして、

「ああ、そうそう」

　そこで再び顔だけシンの方に向けると、

「まさかないとは思うけど、あんまり余よ計けいなことをユーリに吹きこまないでよね？」

　頰ほおを膨ふくらませてそう告つげ、今度こそ彼女はドアを閉めて完全に立ち去る。

　遠くなる足音を聞きながら、シンは小さく息を吐はき、

「おっそろしいお姫様だぜ、全く。……よっと」

　言葉とは裏うら腹はらに軽い調子でそう呟つぶやき彼はおもむろにソファから立ち上がると、ベランダの方へと歩き出し手て摺すりに足をかける。

「それじゃあ釘くぎも刺されたことだし、いい加か減げん仕事に戻るわ」

　そう言い残して壁を下ろうとする彼に、ユーリは慌てて声を掛ける。

「シン……さん」

「ん？」

「あんたは何で俺に、こんな話をしたんだ？」

「何で、か。……んー、そうだな」

　そんなユーリの問いに、彼は顎あごに手を当てて少しだけ考えた後。

「……ひょっとしたら俺は君に、期待してるのかもしれん」

「期待？」

「ああ」

　首を傾かしげるユーリに、シンはゆっくりと頷うなずくと。

「君ならあの姫君をもっと面おも白しろくしてくれるかもしれんってな。……そう思うのさ」

　そう言って、にたりと──まるで詐さ欺ぎ師しのような笑みを、浮かべてみせたのであった。










　　　　　■６■




　イーリスと共に街へ出たのは、空の端はがほんの少し赤みを帯びた頃のことだった。

　どうやら同行者はユーリ以外にいない様子で、二人きりでの散策である。一国の姫君がそれでいいのだろうか、とやや胃が痛くなる状況だったが、お姫様ともなるとこうやってお忍びで羽根を伸ばしたい時もあるのかもしれないなどと適当に納得し、最低限の警けい戒かいを意識の底に張りながら彼女の一歩後ろを歩くことにする。

　あっちへふらふら、こっちへふらふら。少し進んでは壁の張り紙を興味津しん々しんに眺ながめ、また進んでは道沿いの露ろ店てんの怪あやしげな商品を見て「何かしら、あれ」と好奇心旺おう盛せいにユーリに向かって振り返る。

　そんな彼女の姿は少なくとも、見ていて飽あきるようなものではなかった。




　『旧きゆう司し令れい部ぶ』から少し進むと、そこは露店の並ぶ一いつ画かくだった。

　至る所に果物や軽食、小物を売る露店が立ち並び、飛び交かう喧けん騒そうは活気に溢あふれている。路ろ端ばたでは子供が顔いっぱいに笑顔を浮かべて走り回り──街を囲む異質な壁があってなお、それは平和な光景であるように思えた。

　そんな中。

「ねえねえユーリ。あれ、何かしら！」

　本日何度目か分からないそんな呼び声に従い彼女が指さしている先を見ると、そこに広がっていたのは簡素な組立屋や台たいで広げられた一軒の露ろ店てんだった。

　店番は、椅い子すに座って本を読んでいる老ろう婆ばが一人。木箱を積んで組まれた卓たくの上に並ぶのは──ガラス製の小さな円えん盤ばんの上に色とりどりの模も様ようが描かれた、洋服ボタンだった。

「おや、そこの可愛かわいらしいお嬢さん。うちのビジュテリエに興味がおありかい？」

　どうやら話し声が聞こえていたらしく、にこにこと人のよさそうな笑みを浮かべて店番の老婆が手招きしてくる。イーリスはその露店の間近まで歩み寄ると、改めてまじまじと卓の上に並んだそれらを眺ながめて老婆に問う。

「ビジュテリエ、って言うんですか？」

「ああ。この辺あたりの伝統的なアクセサリーでね、模様によって色々な意味が込められているんだよ」

「へぇ……。手にとってみてもいいですか？」

「ああ。じっくり見てっておくれ」

　老婆の了承を受けてイーリスは子供のようにボタンをしげしげと眺めたり、慎重につまみ上げて空にかざしたりと検分し始める。

　そんな彼女の横顔をぼーっと見つめていると、不意に、

「ところであんたたち、軍人さんか何かかい？」

　と、突然老ろう婆ばがそんなことを言い出した。

「えっ!?」

　思わぬ言葉に必要以上に動どう揺ようしてしまったユーリに、老婆はこちらもまた失敗した、といったふうな顔で慌あわてて、

「ああごめんごめん、今け朝さ方がたも軍人さんが大勢この街に来てたから、てっきりそう思っちゃったんだけど……まあ、違うわよねぇ、戦時中じゃあるまいし。あんたたちみたいな若い子が軍隊に居る時代じゃあないものねぇ」

　実際はまあ、当たらずとも遠からずなのだが──とはいえ、まさか今ここではしゃいでいる少女がスヴァイゼの姫君で、自分はその付つき添そい兼けん護ご衛えいだなど言うわけにもいかず、老婆の言葉にユーリは曖あい昧まいな笑みを返す。

「となると、その服装……学生さんかい？　にしても、どーも変な訛なまりがあるようだけども」

「え？　あ、えーと……」

　どう答えたものかとユーリが思し案あんしていると、ボタンを片手に持ったままのイーリスが唐とう突とつに割って入り、

「実は私たち、スヴァイゼの王おう立りつ院いんの生徒なんです。それで、親善留学でエスタリヒに」

　と、笑顔のまま淀よどみなくそんなデタラメを返す。あまりに自然すぎて当事者のユーリですら一いつ瞬しゆん「そうだったかもしれない」と思ってしまうようなその態度にどうやら老婆も納得してくれたらしく、もうこちらを警けい戒かいする様子は失せた様子だった。

「なるほど、留学ねぇ……。どうだいこの国は。スヴァイゼに負けず劣おとらず、いい国だろう？」

「ええ、とても。街並みは綺き麗れいですし、住んでいる人も──あんな戦争の後なのに、皆、幸せそうでした」

「でしょう？」

　イーリスの答えに、いたく満足した様子で老婆はうんうんと何度も頷うなずくと、おもむろに並んだガラスボタンを一つつまみ上げ、指先で弄もてあそびながら続ける。

「この国が今みたいになったのも、全部公こう女じよ殿でん下かのお陰かげさ」

　意外な人物が話題に上り、思わずユーリは驚いて声を上げる。

「公女……シオン公女殿下の、ことですか？」

「ああ、そうだよ」

　頷いて、老婆は慈いつくしむような──優しげな顔で語る。

「まだお若いのに、できたお方でねぇ。あの戦争ですっかり疲れ果てたこの国を良くしようと、一生懸けん命めいに頑がん張ばってくださってるんだ。病院を建てたり、復興事業に力を入れるよう進言してくださったり──貴族だけじゃあなく、あたしたちみたいな平民の声にも耳を傾かたむけてくださってて。……本当に、いくら感謝してもしきれないくらいでね」

「愛されてるんですね……」

「そりゃあもう、あたしたちの自じ慢まんの姫君さ」

　淀よどみなくそう告つげる老ろう婆ばの表情は、まるで己おのれの孫を誇るかのような生き生きとしたもので。それゆえにユーリは、ただただ呆あつ気けにとられてしまう。

　皮肉屋で厭いや味みったらしいあの少女にそんな一面があったとは──全く、なんというか。人は見た目ならぬ、外面に依よらないものだとでも言うべきなのだろうか、なんてユーリがひっそりと思っていると、老婆は「さてさて」と話題を切り替えるように両の手を叩たたいてみせる。

「それよりさ、お嬢ちゃん。どれか、気に入った奴はあるかい？」

「うーんと……」

　イーリスは、いつの間にか手に持っていたいくつかのボタンを見比べ、

「これ、かな」

　やがて、その中からひとつを選び出し、老婆に差し出す。

　白いオリーブの花が描かれた、ガラスのボタン。陽の光を受けて乱反射を返すそれは、ユーリの目から見ても素直に美しいと思えるものだった。

「おや、いいセンスしてるねぇ。こいつはあたしの自信作なんだよ。……どうだい彼氏、一個彼女さんにプレゼントしてあげたら？」

「なっ、かっ……!?」

　唐とう突とつ過ぎるそんな言葉にユーリは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げて老ろう婆ばと、そしてイーリスを交互に見回して。イーリスはというと妙みようにしおらしい様子で、

「ユーリ。……おねがい」

　なんて言って、上目遣づかいでこちらに懇こん願がんするような視線を向けてくる。ちなみに何がどうお願いなのかと言えば別に色っぽい話などあるわけもなく、単純に財さい布ふを携帯しているのがユーリだけだったというそれだけの理由である。エスタリヒに来る前に、今回留守番中のアルニから「姫様のお小遣い」として託たくされたのだ。

　二人の視線に押し負けて、ユーリはかぶりを振りながら財布を取り出す。

「分かった分かった。それじゃこれ、一つ……で、いいのか？」

「んー、ちょっと待って」

　言って、再びボタンを物色したあと、同じものをもう一つ指さして、

「ふたつ、ください」

「あいよ」

　代金を渡すと、老婆はにこにこしながらふたつのボタンに紐ひもを通して首から下げられるようにした後イーリスに手渡す。そしてイーリスはというと──ボタンを受け取るやいなやユーリに向き直り、

「はい、これ。貴方あなたにあげるわ」

　そう言って、背伸びしてひとつをユーリの首に掛かけてきた。

「ありがとう……けど、なんでまた」

「今日付き合ってくれたお礼。ほら、遠慮しない」

　そう言って花が咲くように笑った彼女の顔が、なんだかひどく眩まぶしくて。ユーリは急に妙みように照れくさくなって、顔を逸そらす。

　そんな二人の様子を見て、老ろう婆ばはぽつりと一ひと言こと。

「いやぁ、若い頃を思い出すわねぇ」

　ただもうひたすらに、余よ計けいにも程ほどがある一言であった。




　　　　　■




「疲れた……」

　好奇心のままに街を練り歩くイーリスの後について歩き続け、気付けばすっかり日は沈みかけ、空は西の端はを紅く残して紺こん碧ぺきの幕を下ろし始めていた。

　休憩がてらに市街から少し離れた小高い丘の上の公園に立ち寄ると、ユーリはとうとう疲れ果てたようにぐったりとベンチへと座り込む。

「今日は、一いつ緒しよに来てくれてありがとうね。とっても、楽しかった」

　そんな声に視線を動かすと、ユーリの座るベンチよりも少し先。丘のへりのあたりにイーリスの姿はあった。

　西日を背に気持ちよさそうに伸びをする彼女を眺ながめながら、ユーリはややぶっきらぼうに言葉を返す。

「別に、礼を言われるようなことじゃない。……それよりもさ。なんで、俺だったんだ？」

「……なんでって？」

　きょとんと首を傾かしげるイーリスに、ユーリはやや歯切れの悪い様子で、

「君に付き添そうだけなら、別に新参者の俺じゃなくても……バーゼルとかでもよかったんじゃないかって、そう思ってさ」

　彼女はイーリスと歳としも近いようだし、腕も立つ。自分が付いているよりかは余よ程ほどいいだろうと思ったのだが、しかしイーリスは苦笑交まじりに首を横に振りながら、

「バーゼルは……私よりもっと世せ間けん知らずだから。私たちが二人で歩いてたりしたら、どうなるか分からないわ」

「そうなのか……？」

　言われてみれば。あの騎き士し少女はやや頭に血が上りやすいのか、どこか抜けたところがあったし──納得できなくはない。

　……ヘタするとちょっとしたことで平然と人前で抜刀したりしそうだ。洒落しやれにならない。

「それにね、それだけじゃあなくて」

「え？」

　慌あわてたように言葉を付け加えるイーリスに、今度はユーリが首を傾かしげる番だった。彼女は珍しく言葉を選ぶように口をもごもごさせた後、

「それだけじゃあなくて……そう。貴方あなたとこうやって、二人だけで話してみたかったっていうのもあるし」

　真っ直すぐにユーリの目を見つめて、にっこりと微笑ほほえんでみせる。

　西日の逆光を背にこちらに向き直る彼女の金の髪は、きらきらと光を振り撒まいていて──頰ほおをじんわりと赤く染めて微笑むその姿は、まるで一枚の絵画のようで。

　そんな彼女をなぜだか直視出来ず、ユーリは少しだけ目を逸そらしてしまう。対照的に、イーリスはというとさして気にした様子もなく。落下防止柵さくが張られたあたりまで歩いて身を乗り出して、そこで無む邪じや気きな声を上げる。

「わぁ、いい眺ながめ」

　標高の高いそこは、砦さい都とを一いち望ぼうすることの出来る場所だった。

　壁の中の街並みは次第に濃のう紺こんの闇やみへと溶けてゆき、徐々に朱しゆから闇へと塗り替えられていく。

　遠くに広がる城壁の上縁からは僅わずかな西日が差し込んで、まるで炎のように壁の上だけを赤々と照らしだす。

　日常的で、それでいて幻想的なその風景。そんな世界を彩いろどるように──不意にユーリの耳に聞こえてきたのは、歌だった。




　透すき通るような少女の歌声が奏かなでるそれは、聞き覚えのあるバラード。

　物悲しいその旋せん律りつは紺こん碧ぺきの世界へと溶け──そこに込められた言いようのない感情たちが、ユーリの心にしっとりと染み込んでくる。

　とても、綺き麗れいな歌だった。けれどそれ以上に、それは寂さびしい歌だった。




　気付けばユーリは立ち上がって、小さな拍手を彼女に送っていた。

　イーリスはこちらへ振り向くと、はにかむように笑いながら一礼を返す。

「なんて言ったらいいか分からないけど。……いい、歌だな」

「えへへ、ありがと」

「いつもラジオで歌ってる奴……だよな。それ、なんて歌なんだ？」

　ユーリの問いに、イーリスは首を横に振りながら、

「分からない。……この歌、昔お母様がよく歌ってくれたものだから」

　少しだけ寂しそうな色が混ざったのを感じて、ユーリは気まずそうに目を伏ふせる。

　そうだ。今彼女がたった一人、『姫君』としてここにいるということは──つまりは、そういうことなのだ。

「……悪い。無神経だった」

「いいよ、別に。……思い出すのは、辛つらいことじゃないもの」

　そう言って笑うと、両手を後ろ手に組んで彼女はゆっくりと空を見上げる。

「優しい、人だったわ。いつも私やお父様を見守って、支えてくれて。お父様とはいつも仲良しで、そんな二人が羨うらやましくて、そしてなにより幸せだった。ずっとこんな風に皆が笑って暮らせればいいって──そう、思ってた」

「……『思ってた』？」

　その言葉に答えることなく、イーリスはユーリに背を向け、続ける。

「【大戦争】が始まって、何もかもが変わった。お父様たちはスヴァイゼを守るために──そして何より平和のために、戦う道を選んだ。……お母様もそんなお父様を支えて、支え続けて。ひとり残された私は寂しくて、不安で──けどそれでも、お父様たちの願いが素晴らしいものだってわかっていたから。だからただ、待った」

　その先の展開は、知っていた。知っていたからこそ、ユーリは無意識のうちに拳こぶしを握にぎり込む。

「前ぜん線せん視し察さつに行ったお父様たちが襲おそわれた知らせが入ったのは、戦争が終わる一週間前のことだった。……乗っていた車に仕し掛かけられていた爆ばく弾だんで、即死。犯人は、西側でも東側でもなく──他ならぬスヴァイゼの、戦争推進派の人間だった」

　当時まだ前線を転々としていたユーリにとっては、初耳の話だった。

　彼女の父親──先代の国王が戦争の中で死んだ、という話自体は知っていたが。

「……そんなの、酷ひどすぎるだろうが……！」

　絞しぼり出すように呟つぶやいたユーリに、イーリスは小さく頷うなずく。

「……私も、信じられなかった。おかしいと思った。平和のために、民のために、お父様たちは必死に戦ったのに。……何でそんな目に遭あわなきゃいけないのか、理解できなかった。だから私は、ただ憎んだ。犯人を憎んで、そいつを裏で操あやつっていた戦争推進派の奴らを憎んで──そして、気づいたの」

　イーリスの碧あおい瞳ひとみが、すっと細められる。

「人間は、平和を望まないものなんだって」

　そう呟く声音は──まるで夜風のように冷たくて。だからユーリは、何も言えずにただ、彼女の小さな背中を見つめ続ける。

「戦いをやめれば、滅ほろぼされるのは自分たちだ。ならば、滅ぼされる前に滅ぼすしかない。殺される前に、殺すしかない。だから平和なんていらないって。……奴らの言い分は、こうだった。いえ、奴らだけじゃない。きっと──誰もが心の底でそう、思っていた」

　西日を受けて輝く金の髪を竜りゆうのようになびかせて、イーリスが振り返る。

「人間は、平和を望まない。多くの人が死に、多くのモノが失われてもなお人は懲こりずに戦争をしたがる。人は、人を殺し続ける」

　謳うたうように、呪のろうように紡つむがれるその言葉たちが、夜風を涼すずやかに震ふるわせる。

「……けど、それは誰かのせいじゃない。人が人を殺すのではなく、戦争が人を殺す。殺さなければ殺されるという、単純明快に狂った論理こそが人を殺すの」

　滔とう々とうと、淡々とそう紡つむぎ続けて。

「人を殺すのは殺意だけれど、殺意を産むのは戦争で。だから、私が誰かを憎む必要なんてなくて──けど。もしも憎むべき相手がいるとすれば。もしも復ふく讐しゆうを望むのならば、私たちが殺すべきは誰でもなく──戦争、それそのものなんだって」

　やがてそこで言葉を区切ると、ユーリが見守る前で──なんとイーリスは突然、柵さくから身を乗り出していた。

「おいイーリス、何を……！」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとするユーリの前で、彼女は大きく身を仰のけ反ぞらせて深呼吸した後、

「……っ、ふっざけんなーっ！」

　と。

　その小さな体のどこから出たのかと不思議に思ってしまうほどの大声を、夕日の向こうへと飛ばしてみせる。

「なーにが、戦争よ！　関係ない人間に、迷めい惑わくばっかり掛かけて！　……くだらない、くだらない、くだらなーい！」

「な、ちょっ、イーリス……？」

　キャラ変わりすぎだろ、とかそんなことすら突っ込むこともできず、ユーリがただ呆あつ気けにとられて見守っていると──叫さけび終わるなり、イーリスはふらっと力が抜けたように後ろへ倒れこむ。

「おい、大丈夫か……？」

　慌あわてて駆かけ寄り、倒れる彼女の体を抱きかかえて顔を覗のぞきこもうとすると、

「うお！」

「きゃう！」

　小こ気き味みのよい音と共に、いきなり起き上がった彼女の額ひたいと見事に正面衝しよう突とつを引き起こしてユーリはよろけ、ぎりぎりの所で倒れず踏みとどまる。

「……っつ……。おい、何だったんだいきなり」

「んー、いやなんかこう、話してたら段々思い出してイライラしてきて。そこに丁ちよう度どいい高台があったから、つい？」

「ついじゃねーよ……」

　姫君相手とは思えない暴言を吐はきながら、ユーリは眉み間けんを押さえる。そんな彼を気にしたふうもなく、イーリスはというとユーリの膝ひざを枕にして大の字になったまま、色を変えつつある空を仰あおぎ見ながらおもむろに口を開く。

「ねえ、ユーリ」

「んだよ」

「私、戦争って嫌きらい」

「知ってる」

「皆が傷ついて、泣いて。そんなのは、絶対嫌いや」

「……そうだな」

「だからね」

　イーリスと、目が合う。

「だから私は戦争を殺すの。辛つらかったから、怖こわかったから、悲しかったから──そんな目に遭あわせたあの戦争が、許せなかったから。だから私はあの戦争に復ふく讐しゆうしようって、そう決めた」

　淡々とそう語る彼女に、

「……だからって」

　ユーリはその表情を険けわしくして──静かに呟つぶやく。

「だからって、こんな終わりの見えない戦いを続けても──何も、変わらない」

　頭に焼き付いて離れない、あの時の光景。血と焰ほのかに塗まみれたあのおぞましい地じ獄ごくを瞼まぶたの裏に描きながら、イーリスを見る。

「……俺のことを調べたなら、君だって知っているはずだろう。『鳩小屋ダーヴズ』の──【戦争殺し】の、その末路を」

　ユーリの言葉に、イーリスは目を伏ふせて小さく頷うなずく。

「俺達は、平和のために戦った。スヴァイゼを守るため……いや、それだけじゃない。世界から戦争を殺し尽つくすために戦って、戦い続けて──でも、いつしか俺達は、孤立していた」

　平和のための部隊。戦争を殺すための部隊。スヴァイゼ中から異能の者たちを集めたかの部隊は各地で戦果を上げ、その勇名を轟とどろかせていった。

　不可能と思われた侵しん攻こう戦を導き、絶望的な防ぼう衛えい戦を乗り越えた。各国の精せい鋭えいたちと渡り合い、幾いく度どと無く撃げき退たいし続けた。

　最初のうちは、誰もが彼らを賞賛した。彼らを頼り、彼らに感謝した。彼らもそれに応こたえて、いかなる苦境も、いかなる困難も乗り越えた。

　報ほう酬しゆうや見返りを求めることはなかった。平和こそが願いだったから。人々の笑顔だけで、彼らは満足だった。

　もっと、戦おう。もっと、世界を平和にしよう。もっと──戦争を殺そう。

　そう思って戦って、戦い続けて。敵も、そして時には、裏切りを働いた同どう胞ほうすらも手にかけて──いつしか、彼らへ向けられる視線は憧しよう憬けいから、畏い怖ふと嫌けん忌きのそれへと変わっていた。

『奴らは、本当に味方なのか』『次に討うたれるのは、自分たちなんじゃないか』。

　そんな言葉が、まことしやかに囁ささやかれるようになっていき、やがて。

「『平和狂いの皆殺しパシフイール』──俺たちは、そう呼ばれるようになってた」

　どこか自じ嘲ちようめいた笑みを口元に浮かべて、ユーリが呟つぶやく。

「俺達は、やりすぎたんだ。だから、恐れられた。恐れられて──裏切られた」

　それは、冬の日のことだった。

　敵防ぼう衛えい陣じんの突とつ破ぱを任にんじられた『鳩小屋ダーヴス』は、大量の敵に逆包囲された状態で孤立していた。

　事前の作戦では味方と協同して敵を挟きよう撃げきする予定だった。しかし、頼りの味方は一向に現れず──彼らは猛もう吹雪ふぶきの中、自分たちの五倍もの数の敵に包囲されていた。

　一人、また一人と息絶えていった。敵の攻撃だけではなく、寒さや飢うえで死んだものも大勢居た。

　彼らは、味方を信じ続けた。きっと来る、きっと来ると言い続けて──最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、信じていた。しかし、ついに彼らが全ぜん滅めつするまで味方は訪れず。彼らはおびただしい数の敵の死し骸がいの真ん中で、埋うもれるようにひっそりと──潰ついえた。

　もとより天てん涯がい孤こ独どくの者ばかりの部隊だった。それゆえ、彼らを覚えている人間は殆ほとんどおらず──やがていつしか、彼らの存在は記録上からも喪うしなわれた。




　それを、知っているから。

　彼女の行く末を身をもって知っているから、ユーリは言わずにはいられなかった。

「君は、強いかもしれない。君たちは、正しいかもしれない。けどよ、いくら強くても。いくら正しくてもそれは──後ろ向きな正しさだ」

　イーリスに真正面から向き合って、嘔おう吐とするように、嗚お咽えつするように言葉を絞しぼり出す。

「君が進む先にあるのは、孤独だけだ。誰にも理解されずに、誰にも共感されずに。何も成せずに、何も残せずに──雑草のように死ぬだけなんだ」

　自分たちが、『鳩小屋』がそうであったように。彼女が戦争を殺すというのなら──その一本道の先もまた自分たちが埋もれたのと同じ、袋ふくろ小路こうじだ。

　たった一人で、誰にも知られることなく戦って、そして死んでいく。

　彼女をそんな目に遭あわせるのは──嫌いやだった。

　ユーリの言葉に、イーリスはただぼんやりと空を見上げたまま、

「確かに、貴方あなたの言うとおりかもしれない。私たちは何も成なせずに、何も残せずに死ぬのかもしれない」

　そう、しみじみと呟つぶやくと。

　イーリスはおもむろに両手を持ち上げて、ユーリの頰ほおに触れながらまっすぐにその銀色の目を覗のぞきこんだ。

「けど──貴方あなたがいる」

「……え？」

　少しだけ強い口調で告つげたそんな言葉に、ユーリは目を見開く。

「私たちだけでは、無理かもしれない。貴方たちだけでは、無理だったかもしれない。けど、貴方と私が一いつ緒しよなら──世界は、変えられるかもしれない。もしも人が、世界が戦争を望むのだとしても──私たち二人なら、変えられるかもしれない。だって」

　ユーリから目を逸そらさずに──イーリスは、柔らかく微笑ほほえむ。

「だって貴方は、まだ──前を向きたがっているもの」

　彼女の掌えのひらは、ひんやりとしていて。ほっそりとしていて、小さくて──なのに、何な故ぜだろう。それは不思議と安心を与えてくれて。……彼女を信じたいと、そう思わずには居られなくなってしまうような魔ま力りよくがあった。

「ねえユーリ。もう一度だけ、訊きくわ」

　ユーリの頰を撫なでながら、イーリスは凛りんと告つげる。

「私と一いつ緒しよに来て。私と一緒に、戦って。私と一緒にもう一度だけ、世界を──敵に回しましょう」

　どこまでも迷いのない、その瞳。それはまるで、碧あおい太陽。近付くものを灼やき尽つくす、力と意志に満ちた光。
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　その光は余りにも強くて、暖かくて。その言葉はどうしようもないほどに、甘い毒どくのように魅力的で。

　ユーリは半なかば無意識的に手を伸ばそうとして──しかし、その瞬しゆん間かんだった。




　ごぉん、と。

　突然遠方から聞こえた重々しい音──嫌いやというほどに聞き覚えのあるその音に驚いて、ユーリははっと辺あたりを見回す。

「今のは……砲ほう撃げき音？」

「ユーリ、あそこ！」

　イーリスが指さしたのは、ちょうど街の裏手側に位置する城門付近。目を凝こらして見てみるとそこには立ち上る煙けむりが微かすかに見える。

　何か、異常なことが起きている。確証こそなかったが、ユーリの勘かんは確かにそう告つげていた。

「野や盗とうの襲しゆう撃げきか……？　けど、それにしては」

　何かが妙みようだ、と呟つぶやきかけた、その時。




「見つけたよ、お姫様」

　聞こえたそんな声に驚いて出で処どころを目で探さがすと──いつの間にだろう。少し離れた木々の木こ陰かげに、一人の男が立っていた。

　色の薄い金の髪に、まだ少年と言ってもいいような幼げな顔立ち。しかし纏まとう空気はなぜだろう、ユーリ自身と似たような──血と鉄てつ錆さびの臭においを漂ただよわせている。

「てめえ、何者だ」

「何って……見りゃ分かるでしょ」

　彼が着ているのは、ヘスラーが着ていたものと同じ意い匠しようの漆しつ黒こくの礼服。やや不ふ似に合あいなその格かつ好こうに、しかしユーリははっとする。

「……オルケストラの、武官」

「せいかーい」

　けらけらと笑う彼のその目は、しかし一いつ切さい笑っていない。ユーリは本能的に、イーリスを庇かばうように腕を広げて少年と向き合う。

「オルケストラってことは、ヘスラーの部下か何かか。……だとして、何の用だ。アレは、お前らの仕し業わざか」

「何の用、ね。用って言われればまぁ、単純なんだけどさぁ」

　ゆるゆるとした調子のまま、少年はおもむろに腕を持ち上げ──その刹せつ那な。

「なっ……！」

　彼の背後に立ち並ぶ木々。その合間から漆黒の甲かつ冑ちゆう──オルケストラ下級武官の鎧よろいを纏まとった騎き士したちが数名、滲にじみ出すようにその姿を顕あらわしていた。

　居並ぶ彼らの手には一いち様ように剣が構えられており、その態度はおおよそ、友好的とは思えない。

「何のつもりかしら」

「んー、ヘスラー様の命令でね。あんたらを拉ら致ちさせてもらう」

　あっけらかんと言い放つ彼に、しかしイーリスはそれほど動じた様子もなく、ただ口元に手を当たまま、

「ああ、やっぱりそういうことなのね」

　と、納得したように声を上げる。

「そういうことって……どういうことだよ」

「バユーズ中ちゆう将じよう。彼が多分今回の黒幕──過激派のリーダーよ」

「はぁ!?」

　突とつ拍ぴよう子しもないことをさらりと言われて混乱するユーリとは裏うら腹はらに、少年は感心したように小さく口笛を吹いてみせる。

「すごいなぁ、もうそこまでバレてるんだ」

「ええ。シオン公こう女じよが教えて下さったから。中将はオルケストラ──いえ、【騎き士し連れん】と結けつ託たくして自分と私を誘ゆう拐かいしようとしている、ってね。大おお方かたスヴァイゼと公こう国こく相手の交こう渉しよう材料にでもしようって肚はらなんでしょうけど」

「誘拐って……そんなの、外交問題じゃ済まないだろ。下へ手たすりゃ即そつ刻こく開戦……って」

　何かに気付いた様子のユーリに、イーリスは頷うなずく。

「そう。それこそが、これを企たくらんだ奴の目的でしょうね」

「……そんな……」

　そんなやり取りに、少年はやれやれと肩をすくめてみせる。

「にしても、うわー、公女殿でん下かにまでバレてるんだ。本っ当にザルだなぁあのハゲ。……ま、いいや」

　面めん倒どうくさそうに吐はき捨てた後、彼はぱちんと指を鳴らし。それに呼応するように、ユーリたちを囲む武官がその包囲の輪を狭せばめる。恐ろしく整ったその動きは、まるで一個の生き物のようであった。

「分かってるなら話は早い。……大人おとなしくついて来てくれれば危害は加えないよ。今回は僕らもあんまり目立つことは出来ないからさ」

「断ことわるわ」

「即答かー。じゃ、しょうがない」

　呼応するように周りの武官達が鎧よろいを鳴らし。

「お姫様の方は生かして確保。男のほうは殺していい」

　そんな命令と共に、武官達は一いつ斉せいに二人に殺到──しなかった。

「そうはさせないわよ」

　ユーリたちと彼らとの間に突とつ如じよ銀の矢のように飛び入ってきた、一人の少女。

　濃のう紺こんに塗られた部分鎧よろいを纏まとい、両手に肉厚なサーベルを携たずさえた彼女──バーゼルに、居並ぶ武官達の注目はみな奪うばわれていたのだ。

　軽く首を振り、銀髪をたなびかせるバーゼル。戦いくさ乙女おとめのようなその凛り々りしい姿に見み惚とれながらも、ユーリはおずおずと問う。

「なんで、君がここに……」

「決まってるでしょう、万一貴方あなたが姫様といい雰囲気になったりなんかしたら腹立つから邪じや魔ましてやろうと……じゃなくて！　貴方だけじゃ姫様の護ご衛えいとして不安だったから、こうしてこっそりついて来てたのよ！」

　前半何か言いかけた様子だったが、何だったのだろう。それはまあさておき、ともあれそういうことらしい。

「あーもう、また新手か。何だよあんた」

「スヴァイゼ女王イーリス・アステリア・スヴァイゼが近この衛え。バーゼル・フォン・ロッテンマイヤーよ。……姫様にひどいことしようとしたわね。万ばん死しに値あたいするわよ、貴方」

　手に持ったサーベルの刃よりも鋭い眼光で少年を睨にらみつけて、ドスの効きいた声でそう告つげるバーゼル。もはやどっちが悪役なのか分からないそんな態度に少年はややたじろいだ様子だったが、しかしすぐに口元に不ふ遜そんな笑みを浮かべると、腰に提さげていた二ふた振ふりの短剣を抜いて構えをとる。

「は、近衛ね──少しは腕に自信があるのかもしれないけど、この僕相手に喧けん嘩か売ったこと、後悔することになるよ。たっぷり苦しめて、辱あずかしめてやる」

「小物感たっぷりのセリフね。そういうこと言うと負けるって相場が決まってるのよ」

「……あぁ？」

　目元をひくつかせて睨にらみつける彼を無視してバーゼルはこちらを一いち瞥べつし、不服げに小さく唸うなったあと、

「こいつはどうにかするから、今のうちに姫様と一いつ緒しよに行きなさい」

「どうにかって、でも一人じゃ……」

「舐なめないで」

　食い下がるユーリにぴしゃりと告げると、彼女は少しだけ──ほんの少しだけ柔らかい声で続ける。

「私は貴方とは違う。そして、貴方も私とは違う。私が剣を振るうのと同じように、貴方には貴方にしか出来ないことがある。だから」

　じりじりと包囲の輪を狭せばめてくる武官達を牽けん制せいするようにサーベルを構え直しながら。

「私は私がやるべきことをやるから、貴方は貴方にしか出来ないことを果たしなさい！」

　彼女が告つげたその言葉に。ユーリははっとしたように目を見開き──そして、半なかば自や棄けになったように大きなため息を一つついてみせる。

「……ああ、くそ。分かったよ、分かった。やってやるさ」

「ふん、当然よ。……じゃあ、合図をするからそのタイミングで」

「了解」

　と、ユーリが頷うなずいた辺あたりで、しゃがんでやり取りを眺ながめていた少年が退屈そうに短剣を弄もてあそびながら声を上げた。

「で、話し合いは済んだ？　……ただブチ殺すんじゃつまらないから一応待ってやってたんだ。感謝してよね」

　完全に舐なめきった態度だがにもかかわらず、一いつ切さい隙すきというものが見て取れない。だがしかしバーゼルは全く臆おくした様子もなく、どころか不敵に笑みを浮かべてみせると、

「それはそれは、有難いことね。けど──っ」

　言いながら、空いている左手で素早く腰のポーチから何かを取り出し、

「そうやって余裕ぶっこいてるから、あんたは小物なのよ！」

　叫んだ彼女がそれ──エリクシウム結晶を口に咥くわえたのと同時に、ユーリはイーリスを抱きしめて無我夢中で高台の柵さくを乗り越え勢い良く飛び出す。

「こいつ──！」

「行かせないわよ！」

　少年武官が何か言いかけたその瞬しゆん間かん、バーゼルの＜＜光炸フラツシユバン＞＞──暴徒鎮ちん圧あつ用の閃せん光こう発音術じゆつ式しきが発動し。

　膨ふくれ上がる爆ばく音おんを頭上に感じながら、ユーリとイーリスは真っ逆さかさまに落ちていく。




　頭上に広がる空は、いつの間にかもう真っ暗で。

　夜が、始まろうとしていた。




　　　　　■




　履り帯たいが石いし畳だたみを削けずる音がひっきりなしに鳴り響く門前で、ヘスラーは静かに笑っていた。

　久々の本物の闘とう争そうに心が沸わき立つのを感じて、静かに──愉たのしげに、笑っていた。

　あの【大戦争】が終結して、二年。

　オルケストラがその暴力装置としての役目を喪うしなってからもう、二年も経たつ。

　勿もち論ろん、裏の仕事として武力を行使する機会はいくらでもあった。暗殺に脅きよう迫はく、誘ゆう拐かい──そんなものは、日常茶さ飯はん事じだったと言っていい。だがしかし、そのどれをとっても物足りないものばかりで、到とう底ていこの心の内で沸き立つ衝しよう動どうを満たすには足りなかった。

　戦争を。

　平和などというルールに縛しばられたおままごとではなく、人と人とがその尊そん厳げんの全てを以もってぶつかり合う誇り高き闘とう争そうを。そしてその先にある──人類の新たなる一歩が見たい。それが、ヘスラーの願いだった。

　人は、世界は、素晴らしい。

　争い、憎しみ合い──そしてその度たびに新たなる発明を、文化を、社会を作り上げていく。

　素晴らしい創造性、誇るべき独創性。それは人間だけに与えられた、たったひとつの美しきものだ。

　だからこそ、彼は思う。平和などという惰だ眠みんは、毒どくであると。

　満たされれば、人は止まる。人の進歩も、創造も、全ては停滞してしまう。

　平和とは、停止だ。人を、思考を、そして世界を止め、未来を殺す猛もう毒だ。

　毒は──除かねばならない。来きたるべき輝かしい未来のために、我々はあの戦争を再び揺ゆり起こさねばならないのだ。




「おい、ヘスラー大たい佐さ。首尾はどうなっている？」

　不意に、横合いから声を掛かけられてヘスラーは思考を中断し、向き直る。

　禿とく頭とうの厳いかつい大男──今回の計画の共きよう謀ぼう者しや、バユーズ中ちゆう将じようその人だ。

「戦車隊の突入は時間通り。市街の歩兵部隊も全員作戦配置に着いた模様です。初動としては、十分かと」

「ええい、そんなのは当然だ！　いいからさっさと公こう女じよ殿でん下かとあの姫君を捕とらえろと言っているのだ！」

　淡々と答えるヘスラーに、しかしバユーズは落ち着かない様子で膝ひざを揺すりながら怒ど鳴なりつけてくる。正直鬱うつ陶とうしいが、とはいえ今回の誘ゆう拐かい計画は彼の協力が無ければ成なし得なかったものなので無む下げにするわけにもいかない。

「了解しました、中将殿。……オルケストラ全奏者へ通達」

　喉こう頭とうマイクを押さえてヘスラーは淡々と、続ける。

「開幕だ。存分に──我等が戦楽オルケストラを打ち鳴らせ」




　夜よりもなお昏くらい、黒き奏者達。

　彼らの夜もまた、始まろうとしていた。




　　　　　■




　高台を降りてユーリたちが向かったのは、街の西側に位置する門だった。

　敵が侵しん入にゆうしてきた南西の裏門と位置としてはほど近く、危険も大きい。何な故ぜそんな場所にわざわざ──とユーリは思ったが、イーリスの言い分によればどうやらそこにこの事態を打だ破はする「何か」を隠かくしてあるということらしい。

　高台の下を出発しておよそ二十分ほど行ったあたりだろうか。

「……妙みようだな。こんな状態なのに」

　門から程ほど近ちかくに並ぶ民家の合間を縫ぬうように歩きながら、ユーリはなんとはなしにそう呟つぶやいていた。辺りには砲ほう撃げきで砕くだけた屋根の瓦が礫れきや粉ふん塵じんが散らばり、さながら戦場の様よう相そうを呈ていしている──のだが、

「人が、居ない」

　そう。確かに家屋の被害は酷ひどいのだが、しかしそれ以外は奇妙なほどに静かで、逃げる人影も──そして死体も、一いつ切さい見られないのだ。

　これだけの破は壊かいを行なっているというのにこの状況というのは、どうにも奇妙だった。

「多分、野や盗とうの襲しゆう撃げきに見せかけたいんでしょうね。けどエスタリヒの国民に危害を加えられない事情があるからこれだけに留とどめている、ってところかしら。見事なものだわ」

　オルケストラ──【騎き士し連れん】の誇る最さい凶きよう最悪の暴力装置。殺すことに長たけているからこそ、殺さないことにも長けているということだろう。心しん底そこ相手にしたくない相手だが、しかしそうも言っていられない。今危険なのは、自分たちだけではないのだ。

「……他の皆は、無事かな。それに、シオン公こう女じよも……」

　館に居るであろうイーリスの私兵たち。彼らにももう敵の手が回っているであろうことは想像に難かたくなかった。

　シオン公女の護ご衛えいの兵は恐らく殆ほとんどがバユーズの手の者だろうし、となれば今あちらの戦力はヴィルヘルムらのみ。いくら彼らが精せい鋭えいだとしても、いささか分ぶが悪すぎる──と、思うのだが。

「大丈夫よ」

　イーリスの答えはというと、意外にもあっさりとしたものだった。

「大丈夫って……けど、敵は【騎士連】の精鋭な上に、館に居る戦力は君の私兵三人と公女の護衛の数人だけなんだぞ？　いくら何でも……」

「それも込みで、大丈夫だと言っているのよ」

　足を止めてこちらを振り向き、いつになく強い口調でそう告つげて──イーリスは不敵な笑みを浮かべて続ける。

「ねえ、ユーリ。貴方あなたは『カルナの英雄』って知ってる？」

「……え？　ああ、大戦時の名狙そ撃げき手しゆ──スヴァイゼの人間なら知らない奴なんて居ないだろ。けど、それが一体何だって」

「それ、ヴィルヘルムのことよ」

「ぶっ!?」

　唐とう突とつにイーリスが告つげたそんな言葉に、ユーリは盛大に吹く。が、無理もない話である。

　カルナの英雄。【大戦争】当時、スヴァイゼ南東部国境付近の要所、カルナ渓けい谷こくを攻こう略りやくすべく投入されたルーシェ帝てい国こくの一個大隊を相手取り、援軍が到着するまでの二週間もの間を自身の率ひきいる狙そ撃げき小隊十名で守りきった伝説的な狙撃手。

　その冗談めいた活躍は国内外に知れ渡り、今では彼のことを知らぬものなどまず居ないほどである。

　それが──まさかあの人の良さそうな男だったとは。

「それだけじゃないわ。フランはルーシェの【赤薙の魔女バーバ・ヤガー】の一族の一人だし、シンは元オルケストラの上級武官。皆同じくらいか、下へ手たをすればヴィル以上にふざけた経歴の持ち主よ」

　オルケストラは勿もち論ろんのこと、ルーシェの【赤薙の魔女】──その名もまた、あの戦争中知らぬものはいないと言ってもいいほどに有名な存在だ。

　だが──しかし、だとするならば。

「何で、そんな人間が君の所に集まったんだ？」

「決まってるでしょう。皆、私と同じように──戦争に復ふく讐しゆうしたいと思っているからよ」

　そう答えて、それから少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、彼女は続ける。

「ヴィルヘルムは家族を失ったし、フランは戦争で故郷を焼かれた。それだけじゃない、シンも、バーゼルも──皆あの戦争で大切なものを失って、私のところへ来たの」

「……そう、だったのか」

　複雑な表情を浮かべるユーリに、イーリスはぱっと表情を和やわらげて続ける。

「だから、皆は大丈夫。これは信頼だとかじゃなくて──純然たる事実よ」

　その言葉に。ユーリとしてはもはや、反論など出来るわけもなかった。

　話が一段落ついた所で、イーリスは再び歩を進め始める。

「……ま、そうは言っても、急がなきゃいけないのは確かだけどね。あんまり待たせるのも可哀想だし」

「待たせる？」

「うん。実は──」

　と、イーリスが何やら言いかけたその時。

　不意に、ユーリが切せつ迫ぱくした顔になって声を荒げた。

「っ、危ない！」

　その言葉にイーリスが反応したのとほぼ同時に──乾いた銃じゆう声せいが響き、二人の足元の石いし畳だたみが弾はじける。

「そこの二人、止まれ！」

　声の方向は上──となれば襲しゆう撃者は屋根の上か。ユーリは小さく舌打ちすると、イーリスの手を取り迷いなく駆かけ出す。

「流石さすがに出入り口の見張りは分厚いか……くそ！」

　上から絶え間なくこちらを探さがす襲しゆう撃げき者しやたちの声が聞こえ続ける中、ユーリは悪あく態たいをつきながら暗く細い路地を走り続ける。

　至る所で先回りしていた黒い鎧よろいの武官たちと鉢はち合あわせ、その度たびに引き返して──やがてユーリは、後ろから聞こえるイーリスの息いき遣づかいが徐々に荒くなっているのに気付いた。引いている彼女の手も、段々と重くなっていく。無理もない、いくら修しゆ羅ら場ばをくぐってきているとはいえど彼女は兵士でもなんでもない、一人の少女なのだ。これだけ走り回っていては疲れが出るのも当然だ。

　それに、かく言う自分にしても、彼女よりは体力に自信はあるもののいつまでも逃げ回っていることも出来ない。

　早く何とかしなければ。焦しよう燥そう感に駆られながら、ユーリは地図を握にぎるイーリスに問う。

「イーリス、門はどっちだ！」

「この路地を抜けて大通りに出て──そこを右に曲がれば！」

　どうやらあと少しらしい。その答えにユーリは少しだけ安あん堵どして、少しだけ──そう、ほんの少しだけ気を緩ゆるませて、何の警けい戒かいもなしにイーリスの言った通りに路地を抜け、そして。

「……マジかよ」

　そこに居たものを見て呆ぼう然ぜんとそう、声を漏もらした。

　西門へと続く、大通り。

　右手側には、遠近感が狂うような巨大な城壁とそしてこれまた巨大な落とし格ばし子ごの門、そして──道を塞ふさぐかのように、一輛りようの黒塗りの中戦車と剣を構えた武官たちが待ち構えていた。

「そこまでだ。大人おとなしく投降すれば命は取らないと約束しよう」

　あくまで事務的なそんな勧かん告こくに、しかしユーリもイーリスも答えずに彼らを睨にらみ返す。

　敵は中戦車が一輌と、重装剣兵が六人。対してこちらの武器は、護ご身しん用の拳けん銃じゆうが一丁のみ。当然過ぎて言うまでもないことだが──こんな豆まめ鉄でつ砲ぽう、到とう底てい何の役にも立つまい。

　ならば、どうすればいい。どうすれば、この状況を打開出来る。

　焦あせりが全身を血のように駆け巡めぐり、心臓の鼓こ動どうが耳を打つ。一いつ瞬しゆんが永遠のようにすら感じられ──そして。

　その瞬間は、唐とう突とつに訪れた。

「……む？」

　突然武官の一人が漏もらしたそんな、不ふ審しんげな声。それとまさに同期するように、遠くから奇き妙みような音が聞こえ始めたのだ。

　まず聞こえたのは、けたたましい排気音。そして、それに混じって聞こえたのは──何か固いものが擦こすれ合うような、石を削けずるような奇怪な音。

　音はみるみるうちに大きく、近くなって──そしてそのうち振動すら感じられるようになり、次の瞬しゆん間かん。




　横合いから勢い良く姿を現した戦車が辺あたりの敵兵を蹴け散ちらし、猛もうスピードで敵戦車に盛大な体当たりを見舞いながら二人の目前へと滑すべりこんできた。

「……なっ……」

　何が起きたか分からず空白に塗りつぶされそうになる頭を慌あわてて動かして、状況を整理する。

　現れた戦車は、見覚えのある中戦車だった。

　宵よい闇やみにほどよく溶けた濃のう紺こんの塗装に、鳩はとと橄かん欖らんをあしらった部隊章。そして──

「はいはーい、デキるメイド、華か麗れいにとうじょーう！」

　そんな気の抜けるような第一声と共に操そう縦じゆう手しゆハッチを開けて頭をぴょこんと出したのはこれまた見覚えのある少女、いやメイド。

　そう、アルニだった。

「アルニさん、何でここに……!?　っていうか、留守番だったはずじゃ」

　驚いて思わずそう問うユーリに、彼女はいつも通りの底の見えない笑顔のまま、

「万が一の時の為ために、街の外で待機しているようお嬢様から申し付けられてまして。……で、外に出るわけにもいかず車内でこの世を儚はかなんでいましたところ、いきなり何だかキナ臭くさいことになってたので──独断でこうして参上させて頂いたというわけです。いえい」

　びしりと指をＶの字にして得意気に胸を張る彼女を横目にイーリスの方を見ると、彼女は微び妙みようにバツの悪そうな顔で、

「隠かくしてたわけじゃないんだけどね、ただ、言うタイミングがなかったというか……」

　そんな二人を交互に見比べ、ユーリははぁ、とため息をついた後、アルニに向き直る。

「……ありがとう、アルニさん。お陰かげで俺もイーリスも命拾いしました」

「おおっ!?　すなお！」

　わざとらしく驚いてみせるアルニに若じやつ干かん青あお筋すじをひくつかせつつ、しかしユーリは素直に頭を下げる。そんなユーリに、アルニは一瞬だけ大人おとなびた表情で小さく微笑ほほえむと、

「こちらこそ──お嬢様を守ってくださって、有難うございました」

　そう言って深々と、綺き麗れいな一礼を返して三秒後。すぐにその口元が震ふるえ出し、その表情をぐんにゃりとだらしなく歪ゆがめるとアルニはいきなり突っ伏ぷした。

「おい、大丈夫か!?」

　血相を変えるユーリに、彼女はよろよろと身を起こして、

「すみません、私こういうシリアスな空気に弱い体質でして……おうふ」

「ぶっ飛ばしますよ……」

　心しん底そこ肩の力が抜けてくるのを感じてユーリは半眼で彼女に突っ込む。と、そんな二人の間にイーリスが割って入った。

「はいはい、漫才はあと。それよりも、早く館の方に残ってる皆を助けにいかなきゃ。……アルニさん、すぐに出せる？」

　仕切りなおすように手を一度打ち合わせたイーリスに、アルニは勢い良く頷うなずく。

「弾だん薬やくおっけー、整備も抜かりなしです。燃料は正直微び妙みようですけど、まあ一晩ドンパチするくらいなら十分かと」

「おっけ。それじゃあ──」

　と、イーリスが何か言いかけたそのタイミングで、唐とう突とつに付近の石いし畳だたみが爆はぜた。

「何!?」

「……あいつです！」

　慌あわてて姿勢を低くするイーリスとユーリに、アルニが通りの向こうを指さして叫ぶ。

　その方角の遥はるか遠方に見えたのは、先ほどアルニが跳はね飛ばしたのと同型の黒い戦車だ。

「もう増援の到着とは流石さすがは最さい凶きよう部隊、反応が早いですね！　お嬢様、早く中に！」

「ええ！」

　素早く車体に登るとイーリスはそこでこちらを振り向いて手を差し伸べ──そこではっとしたように、躊躇ためらうようにその指先を震ふるわせた。

「……ねえ、ユーリ。一つだけ、確認させて」

「確認？」

「さっきの、答え」

　なんともいえない複雑げな感情を浮かべながら、彼女は淡々と続ける。

「貴方あなたが私と共に来ることを選ぶなら、そうして欲しい。けれどもし、貴方がもう戦いたくないと言うのであれば──貴方はきっと、ここで私の手を取るべきじゃない。だから」

　その手を剣のように突きつけて、彼女は問う。

「私と一いつ緒しよに来るか──それともこれまでの平和な日常に戻るか、選んで」

　突き付けられた選択。

　突き付けられた、イーリスの掌てのひら。

　その手を見て、ユーリはふと、最初に彼女に手を差し伸べられたあの時のことを思い返す。

　平和のためにと告つげた彼女の、あの太陽のような瞳ひとみ。最初はそれが恐ろしくてしょうがなかった。

　碧あおく燃えるその焰ほのおが、一体何を見み据すえているのか。彼女が何を思い、何を願い、何を呪のろって戦っているのか。それが分からなくて、得え体たいが知れなくて、だからユーリはその手を取れなかった──けど。

　無意識のうちに、市場での彼女を思い出す。彼女がくれたあのボタンを握にぎり締しめて、ユーリは前を向く。

　だけど今ならもう、分かる。

　彼女は。イーリス・アステリア・スヴァイゼは──ただひたすらに、純粋なだけなのだと。

　純粋に強く、純粋に迷いがなく。

　そして何より──純粋に、狂っているのだと。




　復ふく讐しゆうのための平和。戦争殺しの平和。そんな歪ゆがみきった、後ろ向きな平和を肯こう定ていし突き進むその姿はシンの言葉を借りるならば、決して「正しくない」。

　けれど──だからこそ噓うそがない。一いつ切さいの欺ぎ瞞まんがない。

　大義名分がないが故ゆえに、平和を願うその意志はどこまでも本物で。

　狂おしいほどに、真で。

　だからその手を取ることに、もう恐れはなかった。

　彼女と一いつ緒しよに、進みたいと。彼女とともに、夢を見たいと。

　彼女の描く未来を、一緒に見たいと──そう願うことに、もう恐れはなかった。

　差し伸べられた手を取ると、ユーリは彼女を真っ直すぐに見返して。

「イーリス。俺は君に、付いて行く」

　碧あおい太陽のようなその光を直視して、力強くそう答えた。

「私と共に来れば、今度こそ──貴方あなたはまた戦場に出ることになるわ。それでも？」

　試すようなイーリスの問いかけにも、しかしユーリはもう迷わない。

「もう、決めたんだ。……俺は君と一緒に、戦ってやる。君と一緒に、戦争を殺してやる。もしも世界が戦争を望むのなら──俺は君と一緒に、世界を敵に回してやる」

　それが、自分に出来ることだから。……いや、違う。

　それはきっと、自分にしか出来ないことだから。




「……そう。ならもう何も言わないわ。乗って」

「ああ」

　イーリスの答えに、ユーリは自然と口元が綻ほころびるのを感じながら慣れた動作で車内に飛び込み──砲ほう手しゆ席へと着席したところで、ふと何かに気付いた様子で車内を見回す。

　一度しか乗ったことがないはずの戦車。しかし、その空間は何な故ぜだか妙みように──

「懐なつかしい、かしら？」

　思考を読んだようにそう声をかけたのは、ヘッドセットを装着し終えたイーリスだった。図星を突かれて驚きを浮かべるユーリに、彼女は優しげな顔で壁を撫なでながら続ける。

「この子はＰｚ４６、【オリヴィエ】。あの大戦で破は壊かいされずに残った唯ゆい一いつの【スヴォルフ】──貴方が乗っていた戦車を改装して造った車しや輛りようよ」

「……そう、だったのか」

　狭せまい砲ほう塔とうの中、天てん井じようを仰あおぎ見て──ユーリはなんとなく、手を伸ばしてみる。

　昔はあんなにも遠く感じていたはずのその天井は、いつの間にか随ずい分ぶんと近くなっていて。それが何だか妙みような気分で、ユーリは自然と、笑みを浮かべていた。

「……こいつも、俺と同じなんだな」

　一人だけ取り残された挙あげ句くに、結局またこの鉄てつ火か場ばに戻ってきてしまった愚おろか者同士。

　それは──酷ひどく奇妙で、けれど喜ばしい再会であるように思えた。

「とまあ、ネタばらしがひと通り済んだところで……あの敵戦車を倒すわよ！　アルニさん！」

「はいはーい！」

　イーリスの号令とともに、けたたましいエンジン音を吹き上げて戦車──【オリヴィエ】は動き出し。その刹せつ那な、イーリスはキューポラの窓を覗のぞきながら続けて鋭く告つげる。

「……用心深いわね、流石さすがはオルケストラ」

　見れば、敵戦車はこちらの様子に気付いたのか砲ほう撃げきを中断し、素早く民家の影にその車体を引っ込めてしまっていた。

「追うわよ！　アルニさん、全速前進！」

「了ヤ解ー！」

　けたたましいエンジン音と共に、その巨体に似合わぬ軽快な速度で戦車は動き出す。

　敵戦車の後を追って大通りを進み、途中の十字路を左折。民家が密に立ち並んだエリアに入り込むと、イーリスがキューポラから顔を出して周囲を窺うかがい始め──急に、表情をこわばらせて叫ぶ。

「敵、住宅群を挟はさんで右手側！　撃うってくるわ！」

　刹那──砲撃が民家の壁を抉えぐったのだろう、エンジン音越しに鈍い音が聞こえてくる。

「外はずしたわね。けど……これじゃ、こっちも撃つに撃てない」

　今こちらの走っている道と敵戦車の走る道は、中なか洲すのように密集した民家群を挟んで平行に走っている。そのため砲撃のチャンスは民家と民家の隙すき間まを通過する一いつ瞬しゆんのみしかなく──しかもそれを命中率の低い行進間射撃で当てるというのは、無理にもほどがあった。

　だが、しかし。

「大丈夫だ。このまま走り続けてくれ。……次のタイミングで当ててみせる」

　ユーリは確信に満ちた様子でそう告げると、いつもの癖くせで眼鏡のつるを軽く撫なでた後──意を決したようにそれを外はずして懐ふところにしまい込んだ。

「当ててみせるって、そんな無む茶ちやなこと」

「出来るさ。だから俺は、【戦争殺し】でいられたんだ」

　そこで少しだけ躊躇ためらったように言葉を濁にごして。しかしユーリは、意を決したように告げる。

「この眼め──【未来視】が、あったから」

　それだけ言うと、ユーリは返事を待つことなく照しよう準じゆん器きを覗のぞきこむ。そこに広がる風景は久々で──だけど皮肉なことに、どこか懐なつかしさすら感じるもので。

　自動装そう塡てん装置が蠢うごめく音、エンジンが駆く動どうする音、履り帯たいが回る音。やがてはそれらすら切り離して、ユーリは瞳ひとみに映うつる円形の世界に意識を注ぎ込む。

　刹せつ那な、ユーリの目の前の景色が、変容した。

　いや、変容したと言うのは語ご弊へいがあるかもしれない。彼の目に映る世界は色も形も何もかもが同じで──ただ、今ではない少し先の世界である、というだけなのだから。

　【未来視】。【魔ま法ほう憑つき】と呼ばれる先天的な異常の一種であり、その力はその名の表す通り、『未来を視みること』。

　それは──ありうる世界の可能性を垣かい間ま見る、人ならざる魔性の力だ。

　民家の隙すき間まからこちらに砲ほう口こうを向ける敵戦車の姿が見える。けれどそれは今ではない、数秒先の出来事。

　だからユーリはそれに備えて砲塔とうを回し、その瞬しゆん間かんを待ち受ける用意を済ませて、そしてやがて二輛りようが隙間越しに並んだまさにその瞬間。ただルーチンワークのように、予定通りにトリガーを引き絞しぼる。

　腹の底まで震ふるわすような、重々しい音。

　砲火が夜道を照らし出し、衝しよう撃げきで民家の窓ガラスは粉々に吹き飛び、そして──

「……敵戦車エンジン部に命中、戦せん闘とう不能……」

　呆ぼう然ぜんとそう報告したイーリスに、ユーリは不敵な笑みを返して告つげる。

「だから言ったろ。大丈夫だって」

　そんなユーリをイーリスはただじっと見つめて、やがてじんわりとその頰ほおを紅こう潮ちようさせ、笑顔を顔一面に広げると、

「すごいわ、ユーリ！　すごい、すごい！」

　いつにないほどにはしゃいだ様子で、勢い良くユーリに向かって抱きついてきた。

「おい、あんまくっつくなって！」

「そうですよお嬢様、くっつくなら私に！」

「おいどさくさに紛まぎれて何言ってんだ駄メイド」

　ぎゃあぎゃあと喚わめくユーリとアルニを気にしたふうもなく、イーリスはただ興奮した様子で吐と息いきがかかりそうな距離まで顔を近づけると、機き銃じゆうのように喋しやべりだす。

「未来を視る眼め……噂うわさだけは聞いたことがあったけれど、本当にあったのね！　すごいわ、ユーリ！　貴方あなたの眼は──途と方ほうもなく素敵だわ！」

　その言葉に、ユーリは苦笑を返す。……素敵、だなんて。そんな風に思ったことは久しくなかったのだ。

　冬の戦場で、たった一人生き残ったあの日。

　あの日からずっと、この眼が嫌きらいだった。

　死んでいった皆と違って自分には未来なんて、夢なんて何もないのに。それなのに否応なしに未来を見せようとするこの眼めが、忌いままわしくてしょうがなかった。

　何な故ぜ、俺だけが生き残った。何故、俺だけが未来を見続ける。……ずっと、そう思っていた。




　だからユーリはそれ以来、未来を視みることをやめた。

　それは、償つぐないのつもりか──あるいはただ、死んでいった彼らをだしにして、前を向いて歩き出すことから逃げていただけなのかもしれない。




「なあ。俺は──また未来を視られるかな」

　静かにそう問うたユーリに、イーリスは一いつ瞬しゆんきょとんとした後──やがてふんわりと笑って答える。

「当然よ。だって──貴方あなたの眼は、そんなにも綺き麗れいだもの」

　その笑顔は、最初に彼女と会った時と同じような飾らない笑顔で。

「……そっか。ありがとう、イーリス」

　だからユーリは強く思う。

　彼女のつくる未来が視たいと。彼女の描く夢を、一いつ緒しよに見たいと。

　そう願って──目を見開いて、前を向く。




「……む。いちゃついてるところ悪いですが、また新手ですよお二人さん。前方からⅣ号とティーガーが一輌りようづつ！」

「いちゃ……!?」

　突然割り込んできたアルニの言葉に、顔を赤くするユーリとは対照的にイーリスは一瞬不思議そうに小首を傾かしげた後、すぐに表情を硬かたくする。

「おっけ。アルニさん、正面で受けつつ後退、一つ目の路地で停車して！」

「はいはーい」

　そんな指示と同時に急発進。撃うってきたⅣ号の砲ほう弾だんを車体正面で防ぎつつ、【オリヴィエ】は民家の隙すき間ま、やや狭せまい路地に小器用にその巨体を押し込めて鎮ちん座ざした。

「どうするんだ？」

「迎むかえ撃うつわ。敵がここを通るタイミングで一輌撃げき破は。できる──わよね」

「当然」

　にっと笑い返すと、ユーリは砲手用ハンドルを握にぎり直す。

　戻りたくないと思っていたはずのこの場所。だというのに隣に彼女がいてくれるだけで、こんなにも心が軽い。今ならどんなことだって出来そうだ、なんて。現金にも程ほどがあるが、そんなふうにすら思えてくる。

「……くる」

　【オリヴィエ】の排気音だけが響く車内で、イーリスがぽつりと呟つぶやく。ほぼ同時にユーリは引き金を引き──次の瞬しゆん間かん、前方を通過しようとしたⅣ号戦車がエンジン部から炎を吹き上げ、丁ちよう度ど路地の入り口を閉へい鎖さするように停止する。

　【オリヴィエ】はそのまま路地を後退し大通りへと抜け、少し進むとまた家屋の隙すき間まを縫ぬって先ほどのⅣ号がいた側の通りへと顔を出す。進行方向にはこちらに背面を向けた黒塗りのティーガー──四角いフォルムが特徴的な、【騎き士し連れん】の誇る主力戦車。しかしこちらの動きを読んでいたのか、その砲ほう口こうは既すでにこちらに向けられていて。

「っ、やば！」

「大丈夫！」

　焦あせるユーリと対照的なイーリスの言葉の通り、ティーガーの主砲から放たれた八・八センチ徹てつ甲こう弾だんは車体を傾かたむけた【オリヴィエ】の車体正面装そう甲こうを貫つらぬくことなく弾はじき返される。

　車体角度を調整して実装甲厚以上の厚みをもたせ、砲弾を防ぐ技術──俗に昼飯の角度と呼ばれる技だ。熟じゆく練れんの操そう縦じゆう手しゆにとっては常識の技術ではあるものの、こんな一瞬で判断し、それを実行したアルニの腕前はやはり相当のものと言うほかない。

　戦中において最強の矛ほこと名高かった八・八センチ砲アハトアハトを防がれたことで狼ろう狽ばいしたのか、ティーガーはその照しよう準じゆんをゆらゆらと揺ゆらし出す。が、ユーリとしてもその隙を見み逃のがすつもりはなく、車体背面、排気筒とうの部分に素早く狙ねらいをつけて一いち撃げき。エンジン部を損そん傷しようし炎を上げたティーガーから搭とう乗じよう員たちが逃げ出すのを確認すると、イーリスは小さく息を吐はいた。

「これで全部、かな。……となるとあとは館の方ね。アルニさん、あっちと通信繫つないで」

「あいあいさー！」

　アルニが操縦手席横の無線機を操作すると、やがてヘッドセットからノイズ音が聞こえ始め。

「『……ヴィルヘルムだ。お嬢、無事だったか』」

　聞こえ始めたのは、ヴィルヘルムの声だった。

「お陰様でこの通り、アルニさんとも合流できたわ。……そっちは？」

「『すまん。公こう女じよ殿でん下かの姿が見えん……多分、あいつらに連れて行かれた』」

　深刻なトーンで答えたヴィルヘルムに、イーリスは少しだけ眉まゆ根ねを寄せ、しかし冷静な調子のまま、

「分かったわ。それで──あなたたちは、無事なのね？」

　そんな問いかけに、帰ってきたのは二つの声。

「『皆大好きフランちゃん、異状なーし』」

「『シン、一応無事だ』」

　そんな生存報告にユーリがほっと胸を撫なでおろしたのも束つかの間、

「『とまあそんな具合でな、俺らは無事だし一応館内への敵の侵しん入にゆうも防げてる──が、流石さすがは軍国の死神部隊、なかなかに激しいぜ』」

　そう答えたヴィルヘルムの口調は内容とは裏うら腹はらに軽い調子だったが、しかし後ろでひっきりなしに鳴り響く銃じゆう声せいや爆ばく音おんが、あちらの状況をよく表していた。

　先ほどのイーリスの話からヴィルヘルムたちの能力の高さは把は握あくしたものの、とはいえこの状況では──とユーリの中で不安が鎌かま首くびをもたげ始めたが、イーリスの返事はというと、

「分かった。じゃあ、私達は奴らの追つい撃げきに出るけど──もうしばらく、耐えられる？」

　とまあ、一見冷れい徹てつ極きわまりないようなことを言ってのける。しかし向こうも向こうで、

「『はっはぁ、大した無む茶ちや振ぶりだぜ全く。──だがまあ、そうでなくちゃあ面おも白しろくねえ。武装中立国家の専守防ぼう衛えいってもんを奴らに教育してやるぜ』」

　なんて、心底楽しそうにそんな答えを返してくるヴィルヘルム。つくづく、中立というものがよく分からなくなってくるくらいの戦せん闘とう民族っぷりであった。

　イーリスはその答えに頷うなずくと、アルニとユーリに視線を移し──やがてゆっくりと口を開く。

「総員に通達。これより我々【オリヴィエ】は裏門より進出、市外に展開していると予想される敵指し揮き系けい統とうを無力化し、この戦闘行為の終結を目指します。会館の部隊は【オリヴィエ】の目標達成まで……死んでも、生き残るように」

「『了解』」

　重なった皆の返事を受けて、彼女は──厳おごそかに宣言する。

「それでは、作戦開始。……戦争を──殺すわよ！」




　　　　　■




　ヘスラーの中で懸け念ねんが生まれ始めたのは、実行部隊が国営会館を攻こう撃げきし始めてしばらく経たった頃のことだった。

　戦車隊は裏門を突とつ破ぱし市街へ侵しん入にゆう、市街各所に配置を済ませていた歩兵部隊も予定通りに一斉展開が完了し、作戦の進行は十じゆう全ぜん──な、はずなのだが。

　展開中の市街地制せい圧あつ部隊からは一向に姫君確保の声はなく。どころか、裏門に配置していた戦車部隊が不明の戦車によって突破された──などという巫ふ山ざ戯けた報告が上がってくる始末。しかも、問題は姫君だけではない。

「報告です！　正面玄関突入班が内部からの抵抗に遭あい、全ぜん滅めつしました……！」

　定時連絡が告つげたそんな報告に、ヘスラーは目を鋭く細める。

　そう。今現在攻撃中の国営会館──ここに立て籠こもっている連中が、曲くせ者ものなのだ。

　公こう女じよ殿でん下かが率ひきいてきた公国軍部隊。その半数はバユーズの息のかかった人間であり、もう半数の内うち訳わけである近この衛え機き甲こう隊たい──市外に展開していた大たい公こう直属の戦車隊は既すでに制圧が完了している。つまり今現在あの会館で防戦を繰り広げているのは精せい々ぜい四、五人の公女の側近とあとはスヴァイゼの姫君の連れてきた護ご衛えいが数名のみ。

　問題は──ほかならぬ彼らだ。

　通信手へ指示を飛ばし、ヘスラーは現状の確認を行う。

「……西棟突とつ入にゆう班はん、状況を報告せよ」

「『はっ、それが……窓や通用口に大量のトラップが仕し掛かけられておりまして……』」

「そんなものは解除して押し通れ」

「『いえ、それが……目視では判別不能なほどに精せい巧こうなものばかりで……うわっ!?』」

　言い終わる前に幾いく重えもの爆音が聞こえ、それきり応答は無くなる。ヘスラーは顔色を変えずに更さらに回線を変え、

「東棟突入班、状況を」

「『こちら東棟突入班、現在敵狙そ撃げき手しゆの抵抗に遭あい足止めを受けております！　敵は大だい口こう径けい銃じゆうを装備しているようで、術じゆつ式しき甲かつ冑ちゆうでも保もちません……！』」

「……こちらも狙撃手を出して排除しろ」

「『はっ……しかし敵狙撃手の位置特定がままならず、どころかこちらの狙撃手も反撃を受けるばかりでして……ぐわっ！』」

　重々しい銃声を最後に、報告はそこで途と切ぎれる。眉み間けんに少しだけ皺しわを寄せながら、ヘスラーは更に回線を変え、

「……裏口突入班、状況を」

「『こ、こちら裏口！　敵戦力は魔ま術じゆつ猟りよう兵へいが一人のみですが……なんだこれ、こんな術式、冗談じゃ──』」

　その報告、あるいは断だん末まつ魔まの声をもはや最後まで聞くこともなく、ヘスラーはヘッドホンを外はずすと瞑めい想そうするように目を閉じる。

　先ほどから二回突入班を各方向に送り、そのどれもが同様に半はん壊かいして撤てつ退たいしてきた。

　そのお陰かげで今回の作戦に登用した計五十名の下級武官のうち、既すでに三十名を損そん耗もうしている始末。しかも、更に巫ふ山ざ戯けたことに──その三十名の誰もが戦せん闘とう続行不可能なレベルの負傷を負ってはいるものの、見事に致命傷を負ったものはなく死者は〇。

　彼らが精せん鋭えいであったが故ゆえにこの程度の被害で済んでいるのか、もしくは。

「手て加か減げんされている？」

　最さい凶きよう最悪と名高いこのオルケストラを相手取って、手加減をして戦っている──なんて。

　そんな余りにも愉快な思いつきに口元を歪ゆがめるヘスラーの元に、

「ヘスラー大たい佐さ、三号車より報告。不明戦車が三号車を撃破後、裏門を出てこちらへ向かっているとのことです」

　届いたそんな報告に──ヘスラーはついに堪たまらなくなって押し殺したような笑いを漏もらす。

「……ふふ、はは。ははははははは！　……面おも白しろい。実に、実に実に実に──面白い！」

　あの甘かん美びなる戦争が終わってから、久々の感覚──いや、あの戦争中ですらそうそうなかったほどの焦こがれ、焼け付くような熱い思い。

　素晴らしい。この泥どろのような平和の中にまだ、こんなにも輝かしい演者がいたとは。

「何を笑っている、ヘスラー大たい佐さ！　は、早く何とかしろ！」

　隣で喚わめき立てるバユーズの声すら、もはやどうでもよかった。

「ご心配なく、中ちゆう将じよう」

　ただ恋する乙女のように心が萌もえ立つのを感じながらヘスラーは静かに、しかし高らかに宣言する。

「──『我等、怪物よりALTA　NOMO　も有名な剣なりINOVE　QOZE』」

　それは、彼らオルケストラの掲かかげる『誓いの言葉オース』であり『呪いの言葉カース』──彼らがそれを宣告するということは、『この戦いで必ず勝利する』ことを宣せん誓せいしたことと等しい。

「これより我ら一号車も不明戦車の迎げい撃げきに移る。……敵は一輌りようだが侮あなどるな。網あみを食い破やぶってこちらに牙きばを剝むこうとしている、獰どう猛もうな獣けものの類たぐいだ」

　抑おさえ切れない笑みを、その凶きよう相そうに浮かべて。

「──歓よろこびと敬意と、そして極上の敵意を以もつて、存分に我らの誇りを示してやれ」

　唸うなり声のような、けたたましいエンジン音と共に。

　闇やみ色の獣が──ゆっくりと、その躰からだを起こし始めた。
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　会館へと向かう道を反転し、【オリヴィエ】はそのまま真っ直すぐに中央通りを疾しつ走そうし──やがて裏門から街の外へ出たところで、頭を出していたイーリスが突然鋭い声を上げた。

「……っ、回避！」

　常人離れした反応速度でアルニはハンドルを切り──刹せつ那な、一いつ瞬しゆん前まで【オリヴィエ】が走っていた場所が土つち煙けむりを上げて弾はじけ飛ぶ。

「ひぃ!?　何事！」

「……案あんの定じよう、待ち伏ぶせされてたみたいね！」

　眼前に広がるのは、山脈に挟はさまれた広大な盆地地帯。起き伏ふく豊かでなだらかな丘きゆう陵りようが広がり木々の群生が点在する一帯は、待ち伏せにはうってつけであろうと思われた。

　見れば周囲には、公こう国こくの紋もん章しよう入りの戦車──公女の護ご衛えいであったⅣ号たちが、履り帯たいや機関部を撃うち抜かれて行動不能に陥おちいった状態で捨て置かれている。

　突然の奇き襲しゆうに、恐らく反撃する間すらなかったのだろう。そのどれもが整然と停車したままの状態で、その骸むくろを晒さらしていた。

「敵規模不明、車種も不明。アルニさん、回避を意識しながら走って……一いつ旦たん不戦地帯まで逃げ込んで！　このままじゃ鴨かも撃うちだわ！」

「あいあい！」

　襲おそい来る断続的な砲ほう撃げきたちをかいくぐって、【オリヴィエ】は勢い良く走り出す。

　フリュンドルは不戦地帯にほど近い街である。ゆえに、少し走るとすぐに「不戦地帯ブレイドウオード」と表示された錆さびた立札が見えてきた。

　立札の脇を通り過ぎると、多少ながら人の手が入っていた街周囲と比べて緑の量が増えているのが見て取れる。不戦地帯に、突入したのだ。

　黄色い高山菫すみれが一面に咲き誇る広大な丘きゆう陵りようを、【オリヴィエ】の濃のう紺こんの車体が月明かりと車しや載さい灯とうのみを頼りに進んでゆく。澄んだ濃紺の夜空には満点の星が輝き、地上の菫と合わせてまるで星空の中を駆かけるよう──などと言えば詩的かもしれないが、生あい憎にくとそんな風流に浸ひたる暇ひまはイーリスたちには与えられていなかった。

　進路上、小高い丘の上に放ほう棄きされた古い風車小屋の前を通過しようとしたあたりで──ひゅん、と。風切り音とともに、【オリヴィエ】の砲ほう塔とう側面を掠かすめるようにして砲弾だんが抜け、背後の風車小屋に直撃していた。

　わずかな焦あせりを浮かべて周囲を窺うかがうイーリスだったが、しかし辺あたりはすっかり夜の闇やみに覆おおわれており、視認範囲に乏とぼしい。

「……向こうは夜目が利きく。一方的に撃たれ続けたら長くは保もたないわね……どうすれば」

　その苦く渋じゆうの声に、決心したように答えたのはユーリだった。

「俺が、なんとかする。イーリス、アルニさん、二人は回避行動に専念してくれ！」

　どこから撃たれているかも分からないのに回避をしろ、などという無む茶ちや難題。その言葉に、イーリスもアルニも一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せたものの、しかし──

「ええい、ジリ貧ひんよりはマシです！　ちゃんとやっつけて下さいよ！」

　ユーリの言葉にやけくそ気味に答えるアルニ。イーリスも小さく頷うなずいて、

「……分かった。お願い」

　たったそれだけ、そう告つげる。たったそれだけで、ユーリにとっても十分だった。

　照しよう準じゆんを覗のぞき込み、意識を集中させる。未来視しに映うつった微かすかなマズルフラッシュを頼りに反撃を返すが、しかしこの夜である。命中を判別する術すべはなく、ユーリは歯ぎしりする。

　金属同士が擦こすれあう、耳みみ障ざわりな音が響く。【オリヴィエ】の砲塔側面の増加装そう甲こうを砲撃が掠めたのだ。

　それでもユーリは瞬まばたき一つすることなくただ『視み』続けるが、とはいえ久々の未来視。なかなか上う手まい像を見つけることができず、ユーリの表情に焦りが滲にじみ始める。

　敵車しや輌りようの砲撃が、続く。暗視装置のおかげもあってその狙ねらいは正確そのもので、【オリヴィエ】は闇やみ雲くもに走り回って回避を続けるものの徐々にその外装に浅い弾だん痕こんを増やしていき──もはやこれまでかと三人が思い始めた、そんな矢先。

　祈るように後方を凝ぎよう視ししていたイーリスの顔に、ふと怪け訝げんな色が浮かぶ。

「……砲ほう撃げきが、止んだ？」

　先ほどまでにひっきりなしに聞こえていた弾だん着ちやく音おんが、にわかに止んでいたのだ。彼女の言葉にユーリも改めて外の様子を確認し、そしてあることに気付く。

「……これって」

　見ると──いつの間にやら、辺あたりを今朝と同様のあの濃のう霧むが包み込んでいた。その状況を見て、ユーリは何が起こったのかを瞬しゆん時じに理解する。

「そうか、霧きり──霧のせいで、奴らの暗視装置が使い物にならなくなったんだ！」

　現在実用されている暗視装置──『赤外線暗視装置』と呼ばれているそれは、先史技術をサルベージすることで再現された『科学』の産物だ。夜間戦せん闘とうのありようを変えるであろうこの画期的な装備を、それゆえ多くの国が実用のため研究を重ねている──が一方で、重大な欠点も存在している。

　そう。霧や粉ふん塵じんの影響下では、現行の暗視装置たちはその機能を大きく阻はばまれてしまうのだ。

「……奴ら、出てきたわ！」

　暗視装置が使い物にならなくなったことで、至近戦闘に切り替えざるを得なくなったのだろう。敵の車しや輌りようたちが、【オリヴィエ】との距離を徐々に詰めてくるのが見えた。

　二百メートルほど距離を空けて、【オリヴィエ】に追従して扇おうぎ型がたに展開された四輌の敵車輌。内うち訳わけは黒塗りのティーガーが三輌と、そして──

「……あれは」

　珍しく露ろ骨こつに顔をしかめて、イーリスは苦にが々にがしく言葉を濁にごす。

　彼女の視線は、【オリヴィエ】とやや距離をあけて追走する一輌の大おお柄がらな戦車に注がれていた。

「ティーガーⅡ、別名【ケーニヒスティーガー】……あのアンテナ、間違いない！　あいつが指し揮き戦車だわ！」

　【オリヴィエ】と同じくらいの巨体に長大な砲を携たずさえた黒塗りの重戦車。砲塔とうに暗視装置を、そして車体には指揮車輌用の長いアンテナを備えており、ティーガーたちを率ひきいて【オリヴィエ】に牙きばを剝むくその威い容ようはまさに、虎とらの王の名に恥じないものであった。

　虎たちの砲火が一いつ斉さいに弾はじけ、【オリヴィエ】の周囲で土つち煙けむりが立ち上る。暗視装置を使わず、しかも行進間射撃である。命中率はお察しだが──とはいえ、油断していられるものでもない。

　同どう軸じく機き銃じゆうの曳えい光こう弾だんを撃うち続けながら追ってくる彼らを警けい戒かいしつつ、イーリスは喉こう頭とうマイクに手を当てる。

「ユーリ、まずは周りの虎を。砲門の数を潰つぶしてから、一対一であの指揮車輌を狩るわ。……それとアルニさん、なるべく起き伏ふくの激しいところを移動して」

「分かった」

「りょーかいでっす！」

　イーリスの指示を受けて、ユーリは砲ほう塔とうを九十度ほど半転させると右を並へい走そうしていた虎テイーガーの駆く動どう輪りんに砲撃げきを撃うち込む。ちぎれた履り帯たいを敷きながら数メートル走り、やがて停止するのを確認した後、砲火の薄くなった右側へと【オリヴィエ】は回頭。なだらかな丘の続くその間を縫ぬうように進み──ぐるりと方向転換した後にその機動力を生かして素早く登とう坂はんを行い丘の上から頭ハをル出ダすウとン、こちらに向かってくる敵群と向き合う形になる。

「撃てフオイア！」

　号令とともに砲火が爆はぜ──走行中のティーガーのエンジンに直撃。他二輌りようの迎撃が【オリヴィエ】の防ぼう盾じゆん上端をわずかに抉えぐるが、損害は軽微。続けざまの一撃でもう一輌のティーガーの主砲基部を破損させた後、【オリヴィエ】は稜りよう線せんを越えて進み、最後に残った一輌──指し揮き車輌のティーガーⅡへと真っ直すぐに向かっていく。

「アルニさん、指揮車輌の八・八センチ砲アハトアハトに注意して。虎のより強力よ、真正面から当たったら抜かれるかも」

「ひえぇ、こわこわ」

　素早く指示を飛ばしながらイーリスはキューポラを閉め、車内へ。

　イーリスはこちらに砲口を向けてくる敵車輌へと鋭い視線を向け──叫ぶ。

「撃ってくる、右！」

　その指示と同時に、【オリヴィエ】は僅わずかに右へずれ、刹せつ那な、左の地面が砲撃を受けて菫すみれの花弁が散る。最小限の、まるで剣術家の見切りのような美しく無駄のない動きだ。

「ユーリ、あくまで無力化に留とどめてね！　多分……あれには公こう女じよ殿でん下かも乗せられてるわ」

「分かってる！」

【オリヴィエ】と敵車輌の距離が二十メートル程度のところまで縮まったところで、ユーリは未来視を発動。狙ねらうべき最適位置に照しよう準じゆんを置いて引き金を引く。それとほぼ同時にティーガーⅡも発砲、撃ち出された砲弾は【オリヴィエ】の砲塔右側面を削けずり、けたたましい音を立てて側面の増加装そう甲こうを引き剝はがしていく。両者はそのまま馬上槍試合ジヨストの騎き士しのごとくすれ違うと、百メートルほど離れたところで再び向き合った。

　ユーリの狙いはティーガーⅡの車体下部。過あやまたず放たれた砲弾は、内蔵されたトランスミッションを的確に貫つらぬいた──はず、だったが。

　しかしそこで、目の前の光景にユーリは思わず目をみはる。

「……何だ、あれ」

　それは、信じがたい光景だった。

　貫かれたはずの車体下部。そこに開いた被ひ弾だん痕こんから──細かな薄うす緋ひ色の結晶が溢あふれるようにして生はえ出していたのだ。

　被弾部分を覆おおい尽つくすように増ぞう殖しよくした結晶は、砲弾を内側から押し出した後すぐに砕くだけてきらきらと細やかな緋あかい光を散らす。その痕あとを見ると、装甲に開いた穴に、まるでかさぶたのように薄い結晶の膜まくが張られ塞ふさがっている。

　啞あ然ぜんとするユーリの隣で、イーリスも驚きよう愕がくを浮かべて呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……晶しよう質しつ装そう甲こう……！」

「……晶質、装甲？　何だそれ」

　聞き慣れない単語にオウム返しで問うユーリに、イーリスは視線を敵車しや輌りように固定したままで答える。

「装甲板の間に、エリクシウムを混ぜた特とく殊しゆな液状ガラスを充じゆう塡てんしたもののことよ。魔ま術じゆつ的か物理的かに拘かかわらず、あらゆる外部からの侵しん襲しゆうに対してああやって結晶化反応を起こすことで運動エネルギーを吸収して防いじゃう……正しよう真しん正しよう銘めい、魔法の装甲ってとこね」

　説明するその口調は、苦にが々にがしいものだった。

「公こう国こくが独自に開発してるとは聞いたけど……まさか、実用段階まできてたなんて」

「そんなに、ヤバいものなのか」

「見ての通りよ。弱点を撃うったところでお構いなしに防がれるわ」

「おいおい、冗談だろ」

　ティーガーⅡの砲ほう口こうが、こちらを向く。【オリヴィエ】は慌あわてて方向を変え走りだし、すんでのところでその追つい撃げきを回避。そのまま距離を空けながら、ユーリは砲塔とうを後ろへ向けて牽けん制せいの砲撃を数度放はなち、しかし──ティーガーⅡの正面装甲に突き刺されど貫つらぬけず、ただ被ひ弾だん部に緋ひ色の結晶が生はえて砕け散るのみ。

　月の光を乱反射して煌きらめく結晶片へんは、こんな状況下でもなお一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまうような幻想的な情じよう緒ちよを湛たたえていたが──しかし、そんなことを言っている暇ひまもない。

　夜よ闇やみと霧きりの悪視界の中、イーリスはキューポラから身を乗り出して敵の挙きよ動どうを確認しようとし──しかしそこで、こちらに向けられた砲口と、目が合った。

「……あ」

「伏ふせろイーリス！」

　呆然と立ちすくんだイーリスの腰をユーリが抱き寄せ、勢い良く引き倒す。刹せつ那な──破は壊かい的な音が、頭上から響く。何が起こったのかと見てみると、今しがた彼女の頭があった場所、砲塔から少し飛び出したキューポラ部分が、砲撃を受けて抉えぐれていた。

　未来視でユーリが『視み』てなければ──今頃、命はなかったろう。

「大丈夫ですかお嬢様!?」

　流石さすがはイーリスのメイド。血相を変えながらもしっかりと前を向いて運転を続けるアルニに、

「え、あ……うん」

　心ここにあらずといった様子でそう返した後、イーリスはユーリに抱かれた姿勢のまま、ほうと息を吐はいてぎこちなく微笑ほほえむ。さしもの彼女も肝きもが冷えたらしい。表情こそ冷静さを保っていたが、その額ひたいにはうっすらと汗が滲にじみ、肩はいまだ小さく震ふるえていた。

「ありがとね、ユーリ。死ぬかと思った」

「……君は、向こう見ずが過ぎる」

「ごめん」

「いいさ。その分まで俺が見ててやる」

　短いやりとりの後──イーリスはすぐに車長席に戻ると、大きく深呼吸をして再び、キューポラから頭を出す。

「……こっちの方が機動力はある……なら、アルニさん。次の起き伏ふくで射線が切れたら、反転して大回りで接近。隙すきを見て密着して」

「了解でっす！」

　逃げ続けていた【オリヴィエ】は先ほどと同じように稜りよう線せんを乗り越えると、その場で車体を百八十度回転させ再度、敵車しや輌りようへと向かって走り出す。

　ティーガーⅡを中心に、扇おうぎ型がたを描くような軌き道どうで接近する【オリヴィエ】。向こうもその狙ねらいに気付いたのか、ティーガーⅡはその場で停車すると土を削けずりながら車体と砲ほう塔とうを同時に旋せん回かいさせ、無理やり照しよう準じゆんをこちらに定めて砲火。それと同時に、【オリヴィエ】の主砲も火を噴ふく。

　発砲音は、同時。

　高速で撃うち出されたティーガーⅡの徹てつ甲こう弾だんは【オリヴィエ】の車体目め掛がけて命中軌道で進み──しかし。【オリヴィエ】の放はなった徹甲弾と真っ向こうから衝しよう突とつし、甲かん高だかい音を立てて弾はじかれる。
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　九百メートル毎秒近くの初速で飛来する砲ほう弾だんを迎げい撃げきするなどというのは、勿もち論ろん【未来視】がなければ出来ない芸当だし──とはいえ、【未来視】があったからといって一いつ朝ちよう一いつ夕せきに出来ることでもない。

　研けん鑽さんされたユーリの技術と、集中力。それはまさに、その結実にほかならなかった。




　砲撃を防いだのを確認すると、そこでイーリスは喉こう頭とうマイクを押さえて鋭く叫さけぶ。

「今よ、接近して！」

　イーリスの命令と同時に、ティーガーⅡの左側から一気に距離を詰める【オリヴィエ】。ティーガーⅡはそれに応戦しようと更さらに車体の旋回を始める。

　がしかし、転輪が回り始めたその瞬しゆん間かん──鈍い金属音と共に左履り帯たいが弾け飛び、なんとその左履帯が地面に沈み込んでしまう。無理な旋回が続いたせいで、巨体を支えていたその足回りにガタが来てしまったのだ。

　砲塔だけが旋回を続けてゆっくりと【オリヴィエ】に砲口を向けようとするが、もう、遅い。




　ほぼ接射で放たれた砲撃が、ティーガーⅡの車体後部を殴なぐりつける。が──

「この距離でも駄目か！」

　やはり晶しよう質しつ装そう甲こうが反応したのを見て、舌打ちするユーリ。しかし、

「いいえ、続けて！」

　確信を持って告つげたイーリス。そんな彼女を信じて、ユーリは今しがた撃うち込んだ場所と寸すん分ぶん違たがわぬ位置を狙ねらって引き金を引き続ける。

　二撃げき目め、晶しよう質しつの膜まくが砕くだけ、さらに反応が起き始めたところに三撃目──。

　そこで、二輌りようはそのままの位置で停車する。

　砲撃の余よ韻いんがぴりぴりと夜の空気を震ふるわせて。しかしいずれはそれも消え失せ、残ったのは一輌の排気音だけ。

　行動不能になった車輌の乗員たちが周囲に集まる中で──その奇き妙みような静せい寂じやくを打ち破やぶったのはティーガーⅡのキューポラが開く音だった。




「全く、最悪の乗り心ごこ地ちでしたわ」

「いやはや、ご無礼をお許し下さい殿でん下か」

　車内から姿を現したのは、二人。両腕でシオンを抱き抱かかえた、ヘスラーだった。彼はシオンを車外に下ろすと、恭しく【オリヴィエ】の方を手で示す。

「さあ、どうぞあちらへ」

　危あやうい足取りでティーガーⅡから飛び移ってきたシオンを、こちらもまたキューポラから身を乗り出して迎えるイーリス。姿を見せた彼女に、周囲のオルケストラ武官たちが一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向けようとするが──

「やめろ。雌し雄ゆうは既すでに決した。……我々の──負けだ」

　静かな、そんなヘスラーの一ひと言こと。その一言で、全員が速すみやかに銃じゆうを下ろす。

「……どういう、つもりですか」

　怪け訝げんに見つめるイーリスに、彼は視線を返して、

「言葉通りだ。大したものだな──スヴァイゼの『姫君』よ。降参だ」

　芝居がかった調子で両手を上げて肩をすくめると、彼はティーガーⅡの車体側面後方に開いた弾だん痕こんを見て愉快そうな笑みを浮かべる。

「晶しよう質しつ装そう甲こうといえど飽ほう和わ攻こう撃げきを受ければ処理能力の限界となり、破られる──か。いやはや、いい教訓になった。覚えておこう」

　感心したようにそう呟つぶやいたヘスラーを、イーリスは露ろ骨こつに不信感に満ちた目で睨にらむ。

「意外ですね。オルケストラの武官がそんなに簡単に負けを認めるなんて」

「そうかもしれん。だがこう見えても、私も騎き士しの端はしくれでな。決けつ闘とうに負けてなお意地汚く足あ搔がくような真ま似ねはどうしても許せんのだよ。……それに」

「それに？」

　問い返すイーリスに、三日月のようにその口を歪ゆがめてヘスラーはただ、一言。

「貴女あなた方がたのお陰で、我々は十分にこの『戦争』を堪たん能のうした。もはや勝敗など、些さ細さいなことに過ぎん」

　そんな、どこまでが本気なのか分からない言葉に──抗議の声は別口から上がってきた。

「おいヘスラー大たい佐さ、どういうつもりだ！」

　戸と惑まどった様子で怒ど鳴なり散らしながら砲ほう塔とう後部のハッチから出てきた禿とく頭とうの男──バユーズである。

「公こう女じよ殿でん下かを勝手に解放した上に、あまつさえ降こう伏ふくだと!?　おい貴様ら、早くあの小娘を捕とららえるのだ！」

　怒りの形ぎよう相そうでイーリスを指差しながら喚わめく彼に、しかし周りの武官たちは微び動どうだにせず。ヘスラーは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を垂れながら、

「しかしながら中ちゆう将じよう殿。兵の損そん耗もうも激しく戦車部隊も全ぜん滅めつ。この有あり様さまではもはやこれ以上の作戦の続行は不可能です。……それに、この騒ぎでは近隣の国境警けい備び隊も嗅かぎつけている頃ころ合あいでしょうし──早々に撤てつ退たいするのが賢けん明めいかと」

　あくまで淡々としたその態度に、茹ゆで蛸だこのように顔を真っ赤にして唸うなるバユーズ。そんな彼に更さらに追い打ちをかけるように、

「まあ逃げたとしても、公こう国こくに貴方の居場所はないのですけれど」

　そう言ったのは、【オリヴィエ】の砲塔に腰掛かけたシオンだった。

　心しん底そこ愉たのしげにバユーズの顔を眺ながめながら、彼女は続ける。

「戦争推進派の中ちゆう核かく、バユーズ中ちゆう将じよう。なかなか決め手となる証しよう拠こがありませんでしたけど──ちゃんと尻尾しつぽを出してくれてよかったですわ。わざと誘ゆう拐かいされた甲か斐いもあったというものです」

「なっ……わ、ざと？」

　目を瞬またたかせて問い返すバユーズに、シオンは意い地じ悪わるげに口元を歪ゆがめてみせる。

「随ずい分ぶんと前から貴方あなたが妙みようなことを企たくらんでいることは分かっていたのですが、決定的な証しよう拠こがありませんでしたからね。今回こうして貴方が事を起こしやすい状況をセッティングして、わざと攫さらわれたってわけですの。……姫君まで巻き込んだのは、まあすこーしばかり良心が痛まなくもないですが」

　露つゆともそんなことを思っていなそうな愉快げな態度で語ると、シオンは狼ろう狽ばいするバユーズの目を真正面から睨にらみつけ、告つげる。

「流石さすがに現公こう女じよ及び他国の君主の誘ゆう拐かいなんて大おお事ごとを企んでいたとなれば、もう言い逃のがれは出来ませんわよ。バユーズ・シュマイゼル中将……いえ、元中将。……ふふ、後は父上の前でボロ雑ぞう巾きんみたいに絞しぼり倒して差し上げますわ、覚かく悟ごなさい」

「ぐっ……！」

　一いつ切さいの容よう赦しやもなしにずけずけと言葉の暴力を振るうシオン。傍はたから見ていると、もはやどっちが悪役なのか分からなかった。

「で、ですが殿でん下か……お待ちください」

　狼ろう狽ばいしきって哀あわれなほどに脂あぶら汗あせを垂らし、土下座するかのように車しや輌りようの天てん井じように両手を突きながら、バユーズは訴うつたえかけるような視線をシオンに向ける。

「私は決して、公こう国こくに害を為なそうなどと思ってはおりませぬ！　私はただ、エスタリヒの益えきのみを……【騎き士し連れん】の庇ひ護ごの下もとに約束される永久の平和と繁はん栄えいのみを願って……」

　言い終わらぬうちに、しかしシオンはその切れ長の目をすっと細めて──少しだけドスを効きかせて、吐はき捨てるように言う。

「くっだらない。永久の平和、繁栄──そんなもの、どこの誰が約束してくれるんですの？」

　失笑しながらヘスラーの方を一いち瞥べつするシオンにヘスラーはただ肩をすくめ、大おお仰ぎように首を横に振って返すのみ。シオンはバユーズに向き直ると、トドメとばかりに、

「少なくともわたくしは、そんな不確かなモノには頼らない。……夢を見るのも語るのも、寝ている時だけにしてはいかが？」

　皮肉たっぷりのそんな言葉に。バユーズは顔を赤から青へと変えてゆき、泡あわでも吹きそうな切せつ羽ぱ詰つまった表情でヘスラーを、シオンを、イーリスを順に睨にらみつけ──不意に糸が切れた人形のようにがっくりと肩を落とすと、うわ言のように何かを呟つぶやき出す。

「私は……私は……」

　視線が集まる中、彼はゆっくりと懐ふところに手を入れ──次の瞬しゆん間かん。

「……全部、貴様のせいだ！」

　素早い動作で一丁の軍用拳けん銃じゆうを取り出したかと思うと、その銃口をイーリスに向けて突きつける。

「イーリス！」

　ユーリは咄とつ嗟さに彼女を庇かばおうとし──しかし、誰よりも早かったのはなんと、ヘスラーだった。

　流れるような動きと共にバユーズを車上に組み伏ふせ、その腕から拳銃をもぎ取って逆にその頭に突きつけるヘスラー。

「ヘスラー、貴様何を!?」

「気が変わった」

　ぽつりとそれだけ告つげると彼はバユーズを引き起こし、シオンの方に突き出すようにしながら彼女に向かって恭うやうやしく続ける。

「『エスタリヒ公こう女じよは、我々オルケストラの協力を得て見事不ふ穏おん分ぶん子しのあぶり出しに成功した』──という筋すじ書がきはどうでしょうかな、公女殿でん下か」

「ふぅん。それ、こちらにメリットはあるんですの？」

　ジト目で問うシオンに、ヘスラーは薄い笑みを口元に貼はり付けながら、

「今後の【騎き士し連れん】との交こう渉しよう事ごとの際には、公こう国こく側に不利がないよう最大限この私が橋渡しをしましょう」

　そんな返事に、シオンは目を閉じて考えるそぶりを見せた後、

「ま、悪くはないですわね。いいでしょう、その提案、乗って差し上げますわ」

　にたり、とこれまた悪そうな笑顔でそう答える。交こう渉しよう成立、といったところか。

　そんなこんなで話が一段落つき、ユーリが一息つきかけたその矢先。イーリスが唐とう突とつに、バユーズを武官たちに引き渡そうと下車し始めていたヘスラーを呼び止めた。

「ヘスラー大たい佐さ。貴方あなたはなぜ、私を助けたのですか」

　そんな問いかけに、ヘスラーは少しだけ眉まゆを上げ──微かすかに笑みを浮かべながら、問いを返す。

「何な故ぜとは、どういうことかな」

「……貴方や【騎士連】からしてみれば私は邪じや魔まな存在でしかないはず。あのまま私が撃うたれていた方が、貴方方がたにとっては都つ合ごうは良かったのではないですか？」

　イーリスの言葉に、くく、と不吉な笑いを漏もらすヘスラー。

「簡単なこと。私は知りたいのだ──姫君、貴女あなたの描く平和とやらが終着する、その先を」

　そう答えると彼はその虎とらのような眼めを真っ直すぐにイーリスに差し向けて、静かに告つげる。

「世界は、平和を望んでいない」

「知っています」

　ヘスラーは更さらに、問う。

「貴女あなたの願いは世界への敵対であり、反逆だ。進化を続ける世界への、人類への冒ぼう瀆とくだ。……それでも貴女は、戦争を殺し続けるのか」

　その問いに、イーリスはただいつも通りの笑みを浮かべて──答える。

「愚ぐ問もんね。百人が戦争を望むなら、私は躊ちゆう躇ちよなく彼らを轢ひき潰つぶす。千人を裏切って平和がもたらされるのなら、私は彼らに喜んで唾つばを吐はきかける。世界が戦争を望むというのならば私は、世界だって殺してみせる。……だってそれが、私の選んだあり方だから」

　そんな答えに。ヘスラーは初めてその表情に驚きを混ぜ──やがてうっすらと、けだものじみた笑みを口元に浮かべる。

「誰よりも平和を標ひよう榜ぼうしながら、その実誰よりも我われ等らと同じ場所に居る──そんな奇き跡せきのような矛む盾じゆん。平和の為ための暴力という、最高の自己撞どう着ちやく。……素晴らしい。実に素晴らしいぞ、『姫君』。それでこそ、我等が敵。それでこそ──世界の敵に相応ふさわしい」

　地の底から響くような声で、呪のろいのようにそう告つげると。ヘスラーは今度こそイーリスに背を向け、

「では、御ご機き嫌げんよう、『平和狂パシフイール』。運が良ければ次こそは──願わくば、本物の戦場で相見あいまみえよう」

　そう言い残すと、バユーズを連れて歩き去ってゆく。

　その後姿を見送りながらユーリはイーリスの表情を横目で見つめ──何か声を掛かけようとして、思いとどまる。

　迷いなく太陽のように輝くその瞳ひとみには、そんなものは不要であるように思えたのだ。




　遠くから、何かが聞こえてくる。車のエンジン音と、そして、

「ひーめーさーまー！　ご無事ですかー！」

　ひどく憔しよう悴すいしたそんな叫び声。見てみると、街の方から一台のトラックがこちらへと走ってきており、運転席にはシン、荷台にはヴィルヘルムとフラン、そして今にも泣き出しそうな顔でこちらへ向かって叫ぶバーゼルの姿。バーゼル以外は皆表情も明るく、あちこちにかすり傷などはあるものの大きな怪け我がなどはないようだ。……オルケストラを相手取ってコレというのは、つくづく化け物じみているにもほどがあった。

　彼らに向かって手を振り返すイーリスの横顔を見つめながら、ユーリはほっと一息つくと壁に身を預けて深く座り込む。全身で徐々に緊張の糸が切れて、水が染み出すように疲れが全身を巡めぐっていく。




　空は真っ暗で、月と星が淡青い光をぼんやりと放つだけだけれど。何はともあれ、この長い夜もやっと終わりを告つげたのだ──そう思うとなんだか急に欠伸あくびが出てきて、瞼まぶたも重くなってきて。




　そのままユーリはゆっくりと、瞳ひとみを閉じる。

　闇やみの帳とばりがゆっくりと──意識を引きずり込むように、閉じてゆく。










　　　　　■８■




　夢を、見た。

　いつも通りの、真っ赤な世界。むせ返るような鉄てつ錆さびと焰ほのおの臭においで満ちた、大きな鉄の箱の中。

　こちらを見つめる骸むくろたちが、怨えん嗟さに満ちた声で問う。

「何で、お前は生き残った」

　それもまたいつも通りの問い。耳を傾かたむけるだけで死にたくなってくるような、慟どう哭こくと憎ぞう悪おの螺ら旋せん。

「何で、お前だけ死ななかった」

　否いや応おうなしに身を灼やく後悔と悔かい悟ごの念。汗が吹き出し、一いつ切さいの思考を放ほう棄きしたくなる衝しよう動どうに襲おそわれて──しかしユーリは、前を向く。

「何で、貴方あなただけ生き残ったの」

　前を向き、己おのれに向けられた視線たちと向き合って。

「もう、いいよ。俺は俺のやるべきことを見つけられたから。生きる理由を見つけられたから──もう、大丈夫だよ」

　巣立ちを迎えた雛ひなのように胸を張って、力強くそう告つげたその刹せつ那な。眩まばゆい光が赤と黒の世界を包み込み──再び目を開けて最初に見えたのは、白い世界。そしてそこに佇たたずむ、薄汚れた軍服を纏まとった四つの人影。

　いつもの悪夢の姿ではなく、在ありし日の面おも影かげのままの──かつての仲間たちだ。

「ユーリ」

　聞こえたのは、もう何度も聞いた車長の声だった。

　堅かた物ぶつで気難しくて、けれど誰よりも皆を気にかけていた男。彼はゆっくりと歩み出てユーリの前に立つと、ぽん、とその頭に手を載のせて。




「いきなさい」




　小さく笑って、たったそれだけ。ユーリは啞あ然ぜんとして──やがて、ため息とともに苦笑を漏もらす。

　たったこれだけの言葉を聞くために、何年掛かかったんだろう。たったこれだけの言葉に気付けなくて──何年俺は彼らを恐れ、誤解し続けていたのだろう。

　そんな自分の弱さがあまりにも情けなくて、笑えてきて。ユーリは顔を上げると、車長の顔を見返してぎこちなく、笑い返す。

「じゃあな」

　その言葉に満足したように車長は頷うなずくと、踵きびすを返して皆の方へと歩き出す。

　彼方かなたと、此方こなた。こちらを見つめて微笑ほほえむ彼らに、ユーリはどうしようもないほどの懐なつかしさを覚えて手を伸ばそうとして──しかしぐっと踏みとどまると、代わりにその手を旗のように振ってみせる。

　俺はもう、大丈夫だから。

　もう、見つけられたから。

　腕が千切れそうなくらいに手を振って、振って──ユーリの意識はそのまま再び、泡あわのように溶けてゆく。




　最後に残ったのは締しめ付けられるように苦しくて、けれど暖かい気持ち。

　きっとそれを家族と呼ぶのだろうと、ユーリは思った。




　　　　　■




　それからのお話。

　ユーリが目覚めたのは、どうやらあのゴタゴタから丁ちよう度ど二日ほど経たってからだったらしい。

　何でいきなりそんなに眠る羽は目めになったのかと言うと、どうやらブランク明け早々で【未来視】を使いすぎたが故ゆえの疲労だとか。フラン曰いわく、

「本来視みえない筈はずのモノを視る以上、体への負担も大きいからねー。使いすぎはよくないかも」

　とのことだそうで。改めてこの目との付き合い方を考えていかなければいけないようだった。




　ともあれ、そんなこんなで長い眠りからも復帰して早二週間。

「……あー、まだ頭いてぇ……」

　ユーリはというと、特に代わり映ばえすることもなく──ただただいつも通りに、厨ちゆう房ぼうでオムレツを焼いていた。

「大丈夫ですか、ユーリさん。お姉さんがなでなでしてあげましょうか」

　相も変わらぬ底知れぬ笑顔で頭に手を伸ばしてきたのは、アルニ。ユーリはその手を払ってジト目で彼女を睨にらみつける。

「やめて下さい厨ちゆう房ぼうで。髪が飛んだらどうするんですか」

「うう、マジな返しは傷ついちゃいます……」

　ちっとも傷ついていない様子のアルニは放置して、ユーリは焼きあがったオムレツと、ついでに彩いろどりがてらの葉菜やソーセージを皿に盛り付けて食器カートに載せる。

　今日は一人分。他の私兵たちはどうやら特に用がない限りは食事を共にしないらしく、そんなわけでこれはイーリスのためだけの昼食だ。

　厨房を出て、カートを押しながら王おう立りつ府ふ内の廊下を歩きつつ──ユーリはなんとなく、窓の外を見る。

　春めいた、気持ちのいい日差し。こんな陽気ならテラスで食事、というのも乙おつなものかもしれない──などと考えながら歩いていると、不意に、

「……む」

　通路の向こうから聞こえたのは、春の陽気に真っ向こうから喧けん嘩かを売っているかのような不ふ機き嫌げんな声。輝く銀の髪と腰に提さげた大おお柄がらなサーベルが印象的な少女騎き士し──バーゼルだ。

「よう」

「……」

　なんとなく分かっていたが、やはりガン無視。今に始まったことではないのでユーリも特に追求せず、そのまま歩き出し──しかし暫しばらく歩いたあたりで、

「……なんでついてきてんの」

　三歩ほど後ろを不ふ機き嫌げんそうについてくる彼女に、おそるおそる訊きいてみる。すると彼女は一いつ瞬しゆん小動物のようにびくっと肩を震ふるわせて、やがて、

「私も姫様に用事があるのよ。悪い？」

　と、苛いら立だちを隠かくそうともせずにそう告つげる。

　理由はいまだに分からないものの何な故ぜだか嫌きらわれていることは承知なので、ユーリもそれ以上は追求せず──二人はただ無言で廊下を歩き続ける。すると、暫くして、

「ねえ」

「うん？　何だ？」

　バーゼルの方から声を掛かけてきたことを内心意外に思いつつユーリが返事を返すと、彼女は俯うつむいて、少しだけ黙だまった後、

「……一応、言っておかなきゃいけないと思ったのだけれど。その……あの時、姫様をちゃんと守ってくれたこと、感謝するわ。ありがとう」

　耳まで真っ赤に染めてそう告げたバーゼルに、ユーリは目をぱちくりとさせて呆ぼう然ぜんとし──

「え、あ、どうも」

　驚きのあまり、そんな空から返へん事じを返してしまう。

「……この私があんた風ふ情ぜいに礼を言ってあげたってのに、いい度胸ね」

「ああいや、そうじゃなくて！　ちょっと驚いたんだ、意外で」

「意外？」

　腰の剣に手を掛かけていたバーゼルに慌あわててそう答えると、ユーリは言葉を選ぶようにして続ける。

「だってそうだろ、礼を言うのはむしろ俺の方だ。あの時君が俺たちを助けてくれなかったらイーリスは捕つかまってたし──それに君はさ。俺に、大事なことを教えてくれた」

「大事な、こと？」

　怪け訝げんな顔で睨にらむバーゼルに、ユーリは頷うなずく。

「今できることをやれ、ってさ。あれのお陰かげで、目が覚めた気がしたんだ。……だからさ。礼を言うならむしろ俺の方なんだ。有難う、バーゼル」

　ぎこちなく笑ってそう告つげると、バーゼルは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食らったような顔でユーリを見つめ──やがて急に顔を真っ赤にしてそっぽを向くと、持っていた書類束を投げるようにユーリに押し付け、

「それ、姫様に持って行って」

　ぶっきらぼうにそう言い放つと猛もうスピードでどこかへ駆かけていき、そのまま見えなくなる。

「……ひょっとして何か地じ雷らい踏んだか、俺」

　また謝あやまらなきゃな、などと思いつつユーリは書類束をカートに置き──やがて、暫しばらく歩いた末にイーリスの執しつ務む室しつ前に到着する。

　大きな木製のドアを軽くノックして、一応決まり事として確認。

「昼飯、持って来たぞ」

「はいってー」

　心なしか明るい声。ユーリがドアを押し開けると、窓を背にした巨大な執務机のその真ん中で、イーリスは子犬のように目を輝かせてこちらを見つめていた。

「今日のメニューは？」

「オムレツと白パン、春野菜とチーズのスープってところかな。確か昼は軽めでって言ってたよな、こんなもんでいいか？」

「うん、ちょうどいい感じ。ありがとね」

　にっこりと無む邪じや気きに笑うと、彼女は机上に散らばっていた書類を脇にどけてスペースを作る。そこにユーリは遠慮なく皿を置き、グラスに冷えたリンゴのジュースを注いで準備万ばん端たん。

「いただきまーす！　……ああ、やっぱり何度食べても美お味いしいわ、このオムレツ」

「そりゃよかった」

　蕩とろけるような笑顔でオムレツを口にするイーリスにつられてユーリも小さく笑う。彼女の無む垢くな笑顔には、そうさせる何かがあった。

　食事を楽しむイーリスの側でユーリはなんとなく机上に視線を遣やり、そこでふと一枚の書類に目を留める。

　エスタリヒの新聞記事の切り抜きらしいそれには、国軍幹部が公こう女じよ殿でん下かの誘ゆう拐かいを企くわだてた──という内容が、事実とはだいぶかけ離れた脚色とともに書かれていた。

「軍幹部が公女誘拐、国家転てん覆ぷくを目もく論ろみ──ねぇ」

「ま、妥だ当とうじゃない。本当のことを発表しても、面めん倒どうなことにしかならないでしょうし」

　棒ぼう読みで読み上げるユーリに、イーリスはもふもふとオムレツを食はみながら返す。その答えは至し極ごく尤もつともで、そしてある意味では至極残酷とも言えた。




　例の公女誘拐未み遂すい事件。国家反逆罪の罪状で捕つかまったバユーズの弁べんによれば、その計画の目指すところは意外なことに「エスタリヒの平和」だったという。

　まず最初の一歩として「謎なぞの部隊による要人の誘拐」。この後双方に対して「相手国が首しゆ謀ぼう者しやである」という誤情報を与えることでお互いに対する不信感を、そしてやがては戦争状態を生ませ──そこに【騎き士し連れん】の介入を許すことで、【騎士連】のエスタリヒに対する宗そう主しゆ国こくとしての立ち位置を明々白々なものとする。

　これによって【騎士連】はスヴァイゼを併へい合ごうし、見返りとしてエスタリヒは【騎士連】の属国として未来永えい劫ごうその庇ひ護ごを約束される──と、それがバユーズが企てたシナリオだった。

　目的は地位でも名誉でも保身でもなく、「エスタリヒという国家国民の平和」。

　だからこそ彼はあの夜オルケストラが人ひと死しにを出さないよう細心の注意を払っていたそうだし、実際にあの事件での民間人の死傷者は〇。彼は決して軍人としての本分は忘れておらず、どころかある意味最も軍人らしい打算でもって「国の平和」を望んでいたというわけで──そんな彼が国家反逆罪として罰ばつせられたというのは実に、皮肉な話であるように思えた。

　……尤もつとも、彼に同情する気はさらさらないが。




　ともあれ、そんなわけで。今回のこと以外にも、今までの国境侵しん犯ぱんの件だとか兵器の密貿易の件などが全て白はく日じつに晒さらされ、結果バユーズは国軍中ちゆう将じようの地位を追われ反逆者として幽ゆう閉へい。事件は周辺諸国への影響も考えてこの新聞のように「適切に」処理され、結果としてスヴァイゼとエスタリヒ、そして周辺諸国との関係性に波は紋もんが出ることはなかった。

【騎き士し連れん】も、ヘスラーの働きがあったお陰かげかは定かでないがこの結末に口を挟はさんでくることもなく──結果として、これまでの二年と何ら変わらぬ平和が保たれることとなったわけである。

　そう、何事もなかったように。




　新聞記事を眺めながら、ユーリはなんとはなしに問うてみる。

「……なあ、イーリス。俺たちとバユーズ、どっちが正しかったのかな」

　バユーズは現実と、この世界のありようと折り合いをつけて──彼なりの平和を実現させようとした。無理なものを無理と認め、その中での最善を見つけ、国を守ろうとした。

　その方法論は決して称賛されるものではなかったが、しかしそれが悪と断じていいものではなかったというのもまた確かで。

　そんなユーリの問いに、イーリスはフォーク片手に答える。

「たとえばさ。ユーリにとってはこのオムレツ、美お味いしい？」

「……え？　まあ、一応そのつもりで作ってるけど」

　尤もつとも、イーリス以外の人間からは酷こく評ひようばかりだが。

「私も、美味しいと思う。この世でこれ以上のオムレツはないと思っているわ。……とまあ、そんなものじゃないかと思うのよ、私はね」

　イーリスの言葉の意図が今ひとつ摑つかめず、首を傾かしげるユーリ。イーリスは「つまりね」と前置いて、さらに続ける。

「正しいこととか悪いこととかも、きっと同じで。誰かにとって『正しい』ことでも、それは他の誰かにとっての『悪』かもしれない。けど、その人の中ではそれはどうあっても『正しい』ことで──きっとそれこそ、どっちが正しいなんてことはないのよ」

「……そういう、もんかな」

「勿もち論ろん、これも私にとっての正しさでしかない。けど、周りを気にして雁がん字じ搦がらめになって、何も出来なくなるよりは──そう考えた方が楽でしょ？」

　そう言って微笑ほほえむイーリスに、ユーリは観かん念ねんしたように肩を落とす。

「確かに、な」

　そんなことは、考えたってどうにもならないことだ。

　たとえ万人が正義と称たたえる行動であっても、自分にとってはそうでもない、なんてことは山ほどある。人はその度たびにふたつを見比べて、『そうありたい』と思ったものを選んでいく。

　結局どこまで行っても、完全に正しいものなんてなくて。

　だからこそ人は、自分のありようのままにあるしかないのだ。

「とまあ、このお話はそんなところで──ユーリ。その書類、何？」

　食事を終えたイーリスが、カートの上に置かれた書類束を指さして問う。

「ん、ああ。さっきバーゼルから渡されてな。君にとさ」

「んー。内容は？」

　ぱらぱらと捲めくると、どうやらどれもイーリス宛あての──いわゆるキナ臭くさい類たぐいの報告らしい。

「南東の不戦地帯でルーシェの車しや輌りようの発見報告、貴族連中の一部に不ふ穏おんな動向あり、その他諸もろ々もろ……多いな、ホント」

「こんな時代だもの。内も外もまだまだ当分は騒がしいでしょうね。……でも」

　げんなりするユーリにそう返すと、イーリスはおもむろに立ち上がり──衣装掛かけに引っ掛けられていたいつもの戦せん闘とう服を羽は織おりながら振り返る。

「周りがどうであれ、私たちは私たちが出来ることをやるだけよ」

「……そうだな」

　何が正しいのか、なんて。そんなことでまごついている暇ひまはない。

　結局のところは己おのれにとっての最善を選んで、それを繫つないでいくことでしか世界は変わってくれない。己の望む未来は、摑つかめないのだ。

　イーリスはその翠すい青せい色の目を輝かせながら──ユーリに手を差し伸べる。

「ねえユーリ。貴方あなたも、ついてきてくれる？」

　そんな問いにユーリは、迷いの消えた銀の目で彼女を見つめ返して。

「何を今いま更さら。……言ったろ、君と一いつ緒しよに世界の敵になってやるって」

　そう答えながら、ゆっくりとその小さな手を取り、告つげる。




「さあ、行こう。戦争を──殺してやろう」




　世界は、戦争を望んでいて。まだまだ人は戦争を忘れていないし、戦争も人を忘れてはいない──けれど。

　たとえその平和が仮かり初そめのものであっても。たとえその平和が灰色であっても。




　それでも今日、世界は平和で。

　きっと明日も、平和なままだろう。










　　　　　あとがき




　初めましての方は初めまして、初めましてでない方はいらっしゃらないと思うので初めまして、西さい塔とう鼎かなえと申します。

『ウォーロック・プリンセス　戦争殺しの姫君と六人の家臣たち』をお贈りさせて頂きましたが、いかがでしたでしょうか。……もしも本文より先にこのあとがきを読んでいらっしゃるなら、質問を変えましょう。表紙はどうでしたか。

　後者についての答えは、自信を持って予想出来ます。「可愛かわいかった！」そう思っていらっしゃるに違いありません。私も、そう思っております。自分の作品でなければ表紙買い待ったなしだと思います。九いちじく先生、可愛らしいイラストを本当に有難うございます。




　では、前者についての答えはどうでしょうか。

　こればかりは、書き手たる私には全くもって予想しようのない所ですが──まあ。

「読んでよかった」とでも思って頂けたなら、これ以上ない幸せです。

　……贅ぜいい沢たくでしょうか？　贅沢かもしれません。

　でもきっと──そう願って書くことこそが、こうして多くの人の手を借りて作品を世に出す幸運に恵まれた私の、果たすべき義務であり責任なんじゃないかと思います。




　とまあ、こんな感じでとりあえずあとがきらしく含がん蓄ちくありげなことを言おうとしてみましたが、そろそろシリアスが続かなくなってきました。含蓄もそれほどありませんでした。

　あとがき。後に、書く。そんなわけで、残りは軽く本作について触れておきたいと思います。




　ファンタジーです。戦車とか出てきます。あと女の子も。

　……あっさりしすぎ？　いやなに、本編を既すでにお読み頂いた方ならまあそんな感じだねと納得して頂けるはずです。何、あとがきだけ立ち読みする派だ？　大いに結構、ならば今すぐレジへ行けばこの胡う乱ろんなあとがきの謎なぞも解けて幸せになれますし私も幸せになれます。皆幸せラブアンドピース。

　……閑かん話わ休きゆう題だい。調子に乗りすぎました。

　とまあ、何はともあれそんな感じで、いい感じに脳が溶けてきそうなのでまだマトモな文章が書けるうちに謝しや辞じを。謝辞は大事です、人間関係の、ひいては世界平和ための潤じゆん滑かつ油ゆです。

　お世話になりました担当編集様方、本作を鍛きたえ上げて下さって有難うございました。頂いたご指摘やご意見は大切な宝物です。

　重ねてになりますが九先生、可愛らしいイラストや格かつ好こう良いイラストの数々を有難うございました。今ではお送り頂いた資料の数々を一日一回眺めるのが日課になっております。

　日本語のゆるさやケアレスミスを丁てい寧ねいに確認してくださった校こう閲えつ様、そしてこの本の発売に携わった皆様にも、この場を借りてお礼申し上げます。一つの本を世に出す為ためにこれだけ多くの方々の力を借りているのだ、ということを身を以もつて実感致しました。




　そして最後に──この本を手に取って下さった皆様にも、精せい一いつ杯ぱいの感謝を。

　どうか皆様にとって、本書との出会いが益やく体たいのあるものでありますように。




　二〇一五年・夏


西さい塔とう 鼎かなえ　
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西さい塔とう 鼎かなえ

１９９１年発生の旧人類。日光に当たると精神が摩耗し無力化される、脆弱な生物。自身のテリトリーに留まることを好み外出を極端に嫌う習性があるが、最近そうもいかなくなってきた。好きな季節は夏以外。
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イラスト／九いちじく

本作がデビューの新進気鋭のイラストレーター。描き方を日々研究中。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「西塔 鼎先生」係

「九先生」係











本書は第21回電撃小説大賞応募作品『ブレイドウォード』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ウォーロック・プリンセス




戦せん争そう殺ごろしの姫ひめ君ぎみと六ろく人にんの家か臣しんたち








西さい塔とう 鼎かなえ
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